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虚血性心疾患の運動負荷回復刻1':おける STI変 化 {第 1報)
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ー 好 秀 樹・ 多長 本

，島 正・ 古 語調

緒 嘗

虚血栓も伊豆患者のや、ビ9テー ν，γにむいて信

各患者の各時周の運動能カに適したトレ ιyグプ白

グ，ムにより，電量傷的に運動筆法を行ねねば伝ら佳い

そのた治にr1.個々の患者のZしい運動憶力の担纏が

必要である 怖に急性心筋便益症の回復矧において

運動負荷"対する玄室;l!;.;プ複瀧を知ることほその

患者に針し適量のリハビリテ シ.~を決定し， 予後

を機覇起するよでJt嬰な，.穫を持つ しかし還動員荷

に対する怠怠，y，:tプ織能について倹射した報告俗比e
k包少ない

今回寝今信仰"位三ルゴjータ ーに STI.&ぴ

DDG iI:による血行動愈指針"を行い特に虚血栓£

疾患の温動負荷図復mに"げる。路計測健の纏移につ

いて検討したので縄含する

z 剣象及び方法

対"は.lI!血性心1It.!.26外 健常者"例である 虚

血性心疾患の内分妙はI 心筋!!.19例労作性後心盆

1 ".事淘隼齢"・で!高血1E.あるいは穆尿....の

合併症を有し低いものを選んだ 健常者の事降毎a臨時
23畿である

負育方言舎は 仰臥位 Z ルゴメ ータ ーを用い "

wattより開始し 3分どとに 15wattずつ樹槽し

た同開01'孟印刷<1'分終了時郎、しl埴

血盟 sr低下 2園田以よi 包いしは自覚盤状出現時

とした捌定項目についてはI 血医及び心電図I!1分

どと園復刻S分まで.心鎗也."ま.DDG桧により，

m及び遅動ゅはS分ごと 運動終了後は4分において

測定した窓口は遭鎗・心始以上の噺動".まについ
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て計創し その平均値を使属した

E 鎗 a匪

虚血性£喧実患でt主運動に対する PEP.川町 @反応鰻

哀が三つに大別された PE町 ETが運動中隊少し

週間給了後附鑑に肉糾恒復するNタイプと.回復期

に.，動前値を.. えて増加するEタイプと .. 動防かる

すでに前値を超えて増加し 回目E期においてさらに増

加するRタイプである タイプ別にみると."は虚血

Hl::trU例。，%).R 甑疾患".問中15例。附). 
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校差の誠少とも関係をもっとも考えられる ET/PEP 

についてみると， ζれはむ梅飽の指様であると問伊都C

E反応および容量反応の指標でもある ζ とから，心予

備カの少"い障害心が運動負荷により p~load を増

加したためとも理解でき，乙の観.. で対象としたよう

は£不全傾向をもっ症例で ET/PEPを用いる場合ゆ

限界を示すものと考えられo..たその度化事は A 

B. C~障の順にその変動制唱し問。"'"川市相@

の低下を示唆するものと管えられる 以上 EFの変

化との関連において STIのamの限界について傾告

した

文 献

1) 失調臨$夫，野呂.f，~，木川図隆ー 象衛産学
33 : ~36. 1978. 
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運動誘尭狭心症およびベーシング誘発狭心症における左心機能

〈第諸問循環器負荷研究会，沼田洋8)18日〉

五十嶋一成・le 金海正邦制

早 川 弘 一似宗像純司・6.栗図 明"

はじめに

，nloodをあらわす左室低温末期a(LVEDP)の

上昇は狭心盆発作時にもしばしば思おられるが 乙の

LVEDPの変化が!労作佳狭心症の翠動によ各発十円F

..，，~と!ペ スメ カ による頗数拠調院によ.発作

Z号発時にどのように変化するJ!)>I'::ついて羽ぺた領告日立

少ない よラてわれわれはかかる異なqた手段乙ょ。

て労作性族心症の発作を誘発せしめ。その留にお砂る

LVEDPの包略的な"化を調べるとともに.ST ... 

血胞内心."乳政代舗の面からも倹射した

Z 剣象および方法

典型的怨労作性狭心窓を有するお例を対象とした

す九三わち年跡'37_伺'..，男25例，女‘例でいずれも安

&.舎の心電図に異常な〈 紙QWの2階段訟験 (dou.

bIのあるい怯トレヲドミル髭礁にて胸痛とともに虚

血栓 ST降下に示した例であ率 はおζの際のトレヲ

ドミルテストは Elle包'"'らのプロトヨールにした

カ旬、また虚血性 ST降下の判定信 Muwの2段

階E実験の濁合は Masterの;;..にてlトレヲドミル賦

般の場合陪 1.0 IJIIJI以上(J点0.08紗)の水平ないし.

下向盈町跨下を陽伎としたなお金例 Judkinl援

はいし."".制法によ否定動尿道修を施行しす〈な

〈とも 1筏に駒%以上の狭喰を包低金側本テスト施

行・目前よりユトログリセリンを除く銑狭心剤師役与

を中止した

・〉型乗心症E発売法

I )逮勘負荷法但X2長〉

まず本テスト雄斤..低S目前に道陣頭小川切によ。

て開発された電気制動式の定量負荷重仰臥位周自転牽

エルゴ〆 ターを用も勺負荷畳を"・"比もしくは

lwμ""，にセヲトし虚血性 ST鱒下あるいは劇痛

が誘発されるまで運動を行わせ.狭心発作の閑催を定

めた ついで本検査当目は乙の鵬舗を周S震に 1Fr.. 
b _のカデーテルを左2区内に縛入し 筒じエルゴメ

タ を用い乙の網低まで運動負荷をした

11)右'ペーシング訟(pAC語録〉

定血流量測定周のWilωnWebsterの拘テーテル

(Modelα::S-7U銅剣を怠E惜視〈由}内に欄入い

cs内かりペ シングを行ーた PACには白吋i.位

デマンド ペースメ nを用い， .".時の心拍数より

およそ初心街多い鎖震で刺滋し始め，胸寵包いし虚血

栓 E 降下が起ζるまで刺激頒度を原則として7分間

で初午錯すつl おおむね17分まで省却した

b)左心肉匡，心街現厳祭及率の刻定塗

左心内庄は!右上...動脈を切開するか..制Inger

法にて左室内に欄入した7Fもしくほ8FのL<b_

はいし pigtail tJ テーテルを沼い， 8旭~aDI 23Ddの

transd岨 rを介して， YHP8民初A箆多葉子妃録雲

により£、内圧幽総を包録い左盆収IIlQIa(LVSP) 

と左護区頚末期医 (LVEDP)を毎砂，25IJIIJIの伝送り

速度で尼崎し安静時負荷中負荷終了直後の10心

鎗の正被形を針測いその平均値を篠附した ついで，

cs"婦入した WiltonWebsterの冠血旅測定mnデ

ーテル (Modelccs-m-90A.)により， 08かり3m/

の鰐脈血をさらに怠倉に栂入したL<b.却ないし

pig tail tJテーテルから.'"の動脈血をそれぞれ髭

血しI 竃ち"除蛋白後，軍事無法により測定し，心筋乳
<LV一曲 、

融夜取率卜百~，即刻を算出した ζζで LV

tま動脈血同乳喰含昆国".帽血の乳調度合量である

E 降繍

a) EX法と PAC誌による LVEDPの変化の比・2咽，) 

LVEDPの負荷前後舟変化を EX法と PAC接で

O.固本叫 蝉第一附・唱団民間包附・OM幅献開.-附
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図， il!動負荷およびペーγ ング法ぽよる LVEDP
の変化

比叡した図，.示すように Z ルゴ〆ータ ーによる

Eまの自慢の LVEDPは今止竃前の.. 大負荷誇にほ，.

土も血血B，と PAC接の 9.3=6.2mmHrと比へ約

18 mmHs:も智恵に高かq た しかし EXを中止す

ると LVEDP は~や低下したのに対し PACφ止

後には LVEDPは逆に上昇して lS.1ま6.5mmHg 

とはりその値"図lに示すごとく l 何者の聞に有"'の

穫はなか，た

叫 PAC~量によ.冒険下と LVEDP の経略的

~lIjtの分析

夜川左 PACによ令て爵発された労，.性狭心霊14例

の成績を示す刺扱須賀毎分90_110の P.の.-

で1::.LVEOPと STはl三とんど負荷附と"わら伝

いが剥謙観度毎分130段上のれで芋均一LSま0.'

a皿 の ST降下が包めbれた しかしζの吟期で隠

LVEOP 1:まだと〈わずかのよ易を示すのみで危勺

た しかし PACを中止す石と事均 15.7土6.5wIDHg 

と ペーシング前に比べて有怠 ζ上昇するのが窃めら

れた

金術医学."巻橋治

表 1 LVEOPの崎明'"量移

日(mm盲u目，) 有意

" 
ベ- yング前 T‘= 2. : 

〉 ・・

* "・-・ 1 ...主... 

e時 SUII'I g ..，主・=
〉且 .

〈・・1叫
中止置を量 15.1:1:1.$ 〉〉F〈O曲 1

中止憧草分 11.1;:'.1 
，<申出

守包

司直シング剖 I1. 1・・ 4
> a. o. .叩 1 '.I:'. ~ 

【・白下" ・n)
''''' . '.':・ 7

> ... o. 

申止査担 U. 3:1:1. I 
> ，<止血l

中止a'升
v，<白川

11.2:1.・

T s .-(- :，〆Yグ前 '.3:1:1.1 
R叩 1 ...主... '..... u土也事 •• • 
中止..  1:"1:1.$ 〉〉・・

(... 1) 中止虫S升 10. 1:1: 2. S 
包 . . . 

書簡

ぺーシy，嗣 1. ':且‘
，叩 I 1.a. ~.' 

> e. • . 

.叩 E t. ':1. J 
> o. 0 

中止置挽 lI.d.i;1.: 
>P<O.OI 

【E ・" 中止自..分
> 11. •. u咽 7:9.1

a膚‘民'. s 、

ベーーシYグ嗣 1.':J.G 
> B. .‘ S叩 I ，. 1:1:T. 1 '... . 1.1:1:1.1 
> D. O. 

中止，a<l 14.'申.， >P<骨 伺

(B"1) 申止珪S分
> .. • 

t. ':且'

a) l'AC巴よる LVEDPの胸間的櫓移ならびに

a血色 町降下 ・胸衡の有無によ3同省庁〈表， ) 

銀側のゆに俗決心舗がまだ"ζもfiくてb明切か

は~èl性の ST ，事下をき往しとために. PACをφ止

させた.. 併があ勺た 'tl~肢のCと < paC負荷を

したM例に閣し，組<1.pointでaより0.08，砂で lmm

以ょの ST防下を示した君事と.llllm以下の欝に分け

て分野した&ζろ lmm以Jヒの"はそれ以下の欝に

比べて. PAC中止後に1:LVEOPが有窓に高値で

~勺た しかし絢舗の有爆に調して1孟表1下授に示す

ように筒旬間で有'"の盆低俗か噌た

.1) PAC による.'答現ltl!llU債の変{ヒ.銅粛の宥

鱒による分続

PAC負荷を行q た16例tζ勺..劇痛有る鴛しの2

2揮に分げて.PAC fOJと御酸叙"..分l鈎以上の P.に

おげる心筋~/itl:実取事の変化を分野した 騎街樗では

PAC制+!2.9土16.2%lCtとぺ P.では <0土36.Z，事
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へと有"に極少し心"乳政相R取かも窓生へ犀じたの

に柑し 飽衡の無いZ障で怯 PACfo/とれ に有"筆は

鑓められなか，た

][ ，睡 .. 

本研究の紬果 EX $の l.NEDP1; E.玄関始直後

より徐々に上~C絡め 8良心震発作時か虚血性 ST鷹

下苛には事"となり負荷を$止すると下高したのに比

べ.PACによる負荷の場合ばi 負荷碕にはま"時と

変わりないのに 事訟を中止すると著明伝上昇が認め

られI その値1:1: EX と比べやや低備であるものの有

意ではなか，たかかる負荷による LVEDPo上昇

隠すでに Khaja"，B凶l~ り"をはじめ多〈の学者に

よ令て術婦されており， 般にはー造性の左心不全な

いし左室ヨンプ， ..， 7 ;';;0.の低下に筆づ〈と解釈され

ている" しかし負荷 ~ EX の場合 LVEDP 路上興

したのに比べ.PACによる場合隠そのよ昇は著明で

なも唱に."時中止すると上昇した ζの遣いについ

て縛組に竃べた領告はあまりみられない遷常 Z玄

負荷の廊に隠連動によ，て心輸殴の勾加のほかに

LVSP 叫豆 dp/.ω の土......めらW地， ""陵禁

..撃が憎したことにより心筋""の需蟹と倹鎗@アン

バラ ンスを.たし その結果羨4二嫡"..とともにー適

性の左心京金をきたしたと考えられる ー方 PAC負

荷の縄合 EXでは包めりれ'よいのに 舗照巳よる 1

画伯由佳(s!)の低下のほか， LVSPの上昇もま静

Eきと比べてあまり夜わφはか令たζとより忠清信..庄が

低下し.その鍾果心.&IU:~除総@低下により検心，著作

を盆乙し。 PACをゆ止するζとにより SI1:1:31::に反

るのに ー過色の左治不全を起としたため LVEDP

が上昇したと得えられる創心ω 軍実 P.cにより狭<

箆鰐発時ないし虚血栓 ST降下刊の冠血泌を侵略的ご

測定し町@移降下髭と注ぺて"'"誌のよ，，~留め

られず逆に様少したζ とを・..した伽

" 
広告胸覇軍 虚血栓ST降下の膏領!Zょ。て分.じた

..， J旬粛を訴え虚血佐官降下をきたした霊勾ほど

PAC ltJ.til:畿の LVi:DPo鏑ほ高値な錯拘が..め

ら札心筋机磁敏差も際取より鑑主主の働宵が包められ

たζれらの威厳は Parker"， CI¥i.如gらωの綬告点近い

しかし Helflllltら・，1ま胸腐"でlまLV忍DP1:1:上界

しi 心筋"盆a量生がみられたのに， 心筋乳酸室生と

ST"下の問。エ巴脂質のある"でも録い鮮でも一定の

関係憾なか勺たと遥叫縄告審によ今て異な，ている

このことt毒劇貨が自覚問なものであり 信人によラて

・8じ方にかずるり"があること"よるのかもしれない

いずれにしても匙勤扱途彫抱負歪均に義心箆発作が建〈

著吻flST o変化の包められる症例ほど LVEDP 

の著明信土異例躍しばしば‘実験するが。かかる恥 .. 

"でほ刷頃a闘争血.r剛健鈎貨の関与も事包含され

て怠り ー還後の怠£心不全喝の心"の代副首ほかfltJtt. 
維で簡単応は鵠明できない尉

文 献

1) E.baja F..“al. : Am. J. Cardiol. s6 ; 101-1ユ6，
1970 
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紛CbiOllI'M.ム，."α~l山田 4g : 2l;泡_290，

19U. 
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" ""電車掌賀町弱者補劫

RIによる鹿血心の運動負荷による心機能変化

PSP /ESVI ([)変化について

尾 崎 正 治・

小 JlI 宏'

松 図 泰 雄・ 久高周

f孟 じめ に

"..殉，後負荷に~"されない.(.，1叙極性を表す侮療

として E固腿なる指標が Suga，Sagawaらによ令て

鍵唱された口" Nivatp加国"ら羽."々“"は非観血

釣に心収纏佳を表す指標として綾高血圧 (PSめを

u 
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y・4 鍋+1.52玄
匹。ω1

" ~ "' .. 
. " 正常冠動脈を有する鈎名のPSPj】SSVIと

_.との関係

(第四国循環居負荷研究会， 1981年'"'日〉

山 岸 隆・

松 崎 益 t塞・

俊 明' 楠 )11 掴 進・

左事担篇末期容種{田町で割守た櫨 (PSP/田町

が E回"によく相関し，本指揮時LL'収描性を表す"

栂とはりうる ζとを報告してきた今回は労作性狭心

症聖者についてl 運動負荷によ q て瞬発された袋心"

発作時IC.(;峨箱性がどのよ引ζ変化するかについてI

RI法tζて求めた同町田V の変化について正常対

象欝との比鮫検討を行。た

Z 対 象と方言量

表 Zに正常対象君事 (NorllllLlt) 1名と労作佐渡む

定震(IHD欝)7名を示す IHD!揮のうち3名は

震動際に有"包"質的狭積をJ)Jめないが労作により

附下行伎 (LAD)g$IC99-1ω%の 'P制 m による

決窄が也現し V，_v，で ST上昇を伴う狭心症発作

が幽現し ζの，，，.は帯現性があ勺た運動負荷は自

"，，<ルゴメ ーターにて行い鈎W より始め 3分ご

とにおWずつ負荷量を増していき畳高9分まで行な

ヲた IHD齢では狭心症発作目白現により.ルゴ〆ー

ター負荷をやめ直ちに凶lIdgrip負荷を行いなが

ら別検査を行勺た。 N"回 1"の運動負荷はll，荷9

表 ， 7名の正常者uと7名の虚血性心復!!'年

'"'叩l・，....・mi~_““一

N.副 Ap I 50 h副 l岬 ISu I aC.l1 LA.D I LC1 

'" 結 ヨ曜 .. 
“ " .. " " N>I 

" 3庖 NY .. " 。('伺}

TY 倉9 x yy 

“ " .. 
'0 3陥 " H 組 " o (~~) 
80 " 

， VO 
“ " 

叩

y>  ~ F '0 " 3岨 叫"曲〉•• 臼 F NO " • .. 
乱調 m. 51 ( )oSpa...価 回 目欄

-山口大学医学箇事ニ内>>
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分まで行，"，た念疲労にで中止し.IHD群と間憶に

balld grip負衛を行いながり RI検乏を行回、た RI 

検宏lま"守也 HSAによる平衡持考に ECG-G血飽き告で

LAO....5・ で行ゥた "・Te-HSA注入10分後に安静

時に紛01，..~を集積した次いで還動負荷時に泊。

b咽"を集積した 血匡は右上院にて cuH桧で求め

た Rl ~去による左"駆歯車(EF)は左翼に ROl

を役定し。 EDと ESの周腺こ back.groulldを取りi

voluω時 eurv~ を作成して求めた また左室容積I-!In

の方法によ，て求めた CO/Hf記事SV(CO 心拍出

量 8R ; <，，~白峰 SV: 1回鈎出量)SV/EF_EDV， 

(1-EF)坦 DV_ESV(EDV 左室鉱強末期容積

ESV 左蕩収倍末期容積) 乙乙で 00"安静時に包

棄希釈注で求め。 EFは RI法より求めた運動負荷

による EDVの夜化ば左111:::と，た ROIの.ヲント

(めの変化に比例するから V，;V，_cν叫したが，

て V，..C，xV，!C， (C"c.: Coullt 1，2， V" V，: Vol 

umf 1， 2)乙ζでの eoU!ltI孟いずれも b"句roundの

カウントを釜し引いた舗である

E 結集

心拍数と辰高血圧 (S-BP)の変化を褒2に示す

署長2 退勧負荷tとよる心街政.，度高血豆の変化.. 
~包 En...，蝿

NO'lII・1 11.e "'~. 1 10!l.6キ..ー
..0 62. 1士私自 ...‘土... 

(m土圃〉

ι.BP (皿~.)

h ‘ EZor<i掴

N酎盟副 1副..土..， 170.6';:11.5 
E区D 142.11::1.1 161.1:!:'.$ 

IHD Tでは労作にで胸痛が出現するため。運動負有

量がN"抱.1髭に比して少包か勺た したが勺てHR，

S-BP IまIHDの方.'増加a同f少なかーた 体袋面電査

当たりの左室収崎末期容積 (ESVI)，位強末繍容積

(EDVI)の変化を事実"図'1ζ示す 安 鯵 時 で は

Normal ~と IHD I障に ESVI，EDVI に有~.をほみ

" 
表s連動負荷による左'"収縮宋錫容積および位張末

期容磁の変化

国"(凶/且')

N.，司副

..0 

&DVI (ml/m勺

No.圏 皐l
， .0 

V 
4 
a。

恥"

29.1-3.6 
(m士睡〉

制.3::3.e

"' 

h 

74， 1土・ 4
810.4:::且1

"' 

E町

。rl"-
初}ご?ーーーー歪

。... "ー

宅保
t目。トー

芭0" 11 E 
事@ト

附

。
R四， " 

剛刷L

E .. 同，.

25，0::4.0 p<O.02 

も5.1~6. f p<O.OS 

pどE何

E..同』阻

75.3'::1.1 " ....・.，由‘ pくO.01 

問;-r

削 S

尺.. 

R制 b

'"' 

E 

図 2 運動負荷による左室収縞末期容積および鉱想末

期回答磁の変化

られ江か。た しかしながら運動負荷にて Norm瓜

欝では ESVIは有憲と滋少したが (p<O.02)，JHD 

E撃で信遂に有窓に唱加し (pく:0.05)，Normall障と

"有"紅建 (pく:0.05)が生じた EDVIは N。国・1

欝では運動負荷にて有意な変化がみるれなかったがI

IBD I撃では有曾に増加した (p<O.Ol)

~叡翁性を表す術mとしての田町田町とポシプ



ζの Eml1J;頬似の心恨縄住を表すj旨概として寝々は

PSP/ESVI .df Ema.J;とよく相関し心収脳性を裂す

指標とはりうるζとを報告した '1法を照いる ζと

により非襖血的に左室の容積算出が可能と江令た

.1法で求めた PSP/ESVIの指慨を用いて労作性狭

心症患者での運動時の変化をみると.正常者にみられ

る忍動向の同町田刊の噌加がみられず虚血心筋

範の収徳性怪下を趣常心筋が充分に代慣しえても、f';:l.、

ζとがわかる またポンプ観賞彼としての EFの変化

も田町田町の変化と同閣の変化を示しておりi ポ

ンプ腹絶変化こついてら周様の ζとがいえる 凱""
働能を表す指栂としての EFの変化を表"図3民 k，ら“によれば虚血'"叶とおける運動負荷による反応

示す田町田町は安静碕で!iNonnal !障と阻D は，同町田引の変化の方が EFの変化より感度が

" 
華民4 連動負荷"よ畠 PSPjESVI， EFの変化

同P/ E謁"' (国皿B"~imJ;m')

恥" En..i .. 

Norm・1 4.16;;，0ー柿〉
〈ヨa三

<HD 4.~3';'0 占骨 占師:0，56! l<lS 

NS ，<札制

"(滞)

~“ E回目冒叫

l<lo.mal 6\. ~ "'2. 9 ~事司・u Fく0.02

，"D 5宮 1主u ~，. 1土u " 
" ..<0.05 

醐 Ha"iml/m'

" 

m

g

 

p〉
切
回

hF4
、aH初
島

さ三三E
2 P<臥02

% 
m 

g 

回 目

ω 
P<O.O包

t 
REST 

'" NORMAL 

'8 

nm 

隠3 辺助負荷也よる田町田町およびEFの"化

"倉時医学!Ø38~陸禍鰻

2揮では迭に誠少傾向と忽り， Normal欝とに省ZE怨釜

(，く0.0めが生じた EF は PSPjESVIと同憾の

変化がみ勺れた

PSPjESVIと EFの関係を図 ‘に示す図のとと

丸山

t s 

。、ーτz ヲ可 面、百百 言語

" 
図./， PSP/ESVlと EFの関係

く右上りの幽線に相凶した PSPjESVIと EFは!ま

ぽ局方向への変化を示したが，心8霊能の悪い例では

EFのヲヲが心、機能の良いものでは同町田町の方

が変化が大きかーた

E 考 ヨ医

4む奴纏位を表す1Ii".tIとして Suga，Sagawa吻により

"唱された EmaJ; 得る借婦は!前負有志後負荷に~

gきれなL刈主収趨佳を表す泡繍であるとされても、る

2爆にほ宵復f.:1:Iがみられなかヲたが運動にて N" 良いとしてL、る 事是々 の繍泉では虚血心と正常心叫を軍

制曹は有 .~に増加した(pく0.02) のに対い IHD 動負荷にて区別するうえで，PSP/田 VIと EFの"
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化~両省の感度に誌差.'みりれおか oた図 4 でわか

るよう応 PSP/ESVJと EFの関係はさ土りの.憾

とゆるfヒめ。運動3員宿による£峨能度化をみる指標と

しては心側鑑が悪化する例で1:EFの方税また

1t適する例では PSP/回 VJの方が際化刷棋会‘、

箱 "

正常総厳密T名と場作盆狭心..'名について，翠鋤

負荷・舎のゐ健省長変化について.RI !:にて求めた

PSP/ESVI. EFの変化について検討した 狭£狸発

作時には正常者と拠なり PSP!ESVI， EFの両者とも

低下を尿した

:0: '院

1) Hil'O."uki SUg¥l，脳 iebis.pwa aod A.. A 

Sboukas : r-d IDd句"必-・E山tI..ctan …. P1'n5¥lre-Vol四R.tioot出白，m'

Ltft V伺 Irielelod Etf出 Iof EpiD句hrioe

aod Heart Rate On the Ratio : Clre. R“" 
31弘""

2) Kiiebl sat・w..Hiro:!，uk.i Sup. A. A. S加，ku

aod L B. BU.!.r 忌国-5;rIWl i巴 P~・"'1

'01111111 R.atio: A New Illd・Iof Vmtr時叫~

co・tnetilily_Am. J. C‘rdiol・o: 146.11177 
めTb.腿.l1.liNi.，.tpumin. S回 leyKIl.o l1.li6 J 

'"刷智 PeakLeft V馴刷ω'"s，・""栂
Pn・"陀/E1Ki-S~llQlie Volume Ratio; A 

齢pliûv・ O~嶋田 of Ltft V姐 凶eular

0，闘~品 J. Cardi瓜 .. 醐 .1問

" 

的 Muu!loriMat ... uki， K鎚 E・hida，Y. Tohlll払

K. Kat&;問na，Y. K&tl“・~ H. Op.，、 T.S".kj

T. Ku.m.d. ud R. KlIIult・..: Noa.inv.昼間

叫 剛onof the Idl叩 rieular岡山H

ty : P.k Jeft叩悶加叩帥岡山

刷明旬lie・olllmerel・tiOflIand四 k

"・temicpra“n/md-'1・句，.・，1，固eratio. 

J. Cardiogn.pby 10: E渇3，1980

町佐・*徹￡司翼.栓輝俸に~げる非但血的僧舗

ー田町田町の有用栓ー 山ロ医隼 郡 山 .

1鈎 1

的 思。bm飢u箇 ty，J嶋 JKarli恥u.K..lkrber，

A. Batt!er. V. Fr鍵姐'oh官 ，a.Gr旬。m恰'.
K.P即刷副 W.Adlburra : P酷 S.vstolie

Blood Pn・・ure/End-S，..凶ieVohuile R.atio: 

...醐岡山 Rft¥ud D回 DCElten:ise ill 

N .. 凶 Sllh~何回 P山山剛h 白岡即守

冨・no;・a・tAm..J.Cardぬι・・ .>3岨抱

狭心重症例{とおける運動負荷時四血圧ー心拍E応iζ対する薬物効果

〈軍13因 循環墨負有研究金.""U事8118a)

金 木 失 輔 ， 彰 本 恒 明・

楠岡忠夫・ e 考回康人・ 余川 oi' 

井内和$・秋 山 真 ・.神保 正 樹・

西野 .・ 麗沢 A 志・ . 吉岡11 : I針・

'" じ め "

攻々は問-1喪心症患者に制、てい〈っか吻稽傾の狭

心霊治療'聞の急性効果を T，副加11l附負荷主舎によ

り敏晴L 温動負荷喝の~始 ø 収緬期血島両者間

・富山屋IIZ“大，盤，..ニ内騎

械 d制 bltprodllCt及び絢謝鍵現崎聞に及ぼす建物の

‘3・e比観する ζ とによ，てそれぞれの揚物の市m・
"の趨いを検射した
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対象と方法

，. 

"・

工

対象は..，簡を運動a荷時の ~d 卯;"t とする労作

位決心、症の患者9例〈男性5例，女性も例)である

年輸は錦、76，食 事記号年齢回 "0であ巧た 9例中7

例に冠動稼逮個院を篭行し。うち3例6175%以上の狭窄

を有する 3.. ，荷変 2例が"釦調震 2例が正常冠動

!'R.i):を示した(褒" 援物としてls，Xttmuとして

iCAsE • 7 百• 百

' 畑Z

• • 

， 
• 
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α."'叫伽加川， p脱出"表 1

R四組問

9CASE 

R旬roducit見lityof angina ぬ陀~hold in阻<"

国

• 7 s 
‘ a 

図1

曲 4・・"由。BP"，y'tolioblood P山町，，-

d・~bl. p1'O<l睡眠

c帥&岬。-一"町…附m温吋町 .山山r瑚叩旬.'叫叩喝叩"同吋叫，帥向h旬， 町叫み F叩1埼抽刷E酔桝"包 @…。師山…_.叩E時. 

. 山瑚町η恥 : 聞 . 刷幽一i"，回山一..叫a出.刈.̂山&岨n山.叫胸仙t仇包.山叫…... 叩緬町z 

d白-由一"醐E町d“血向a泊喝.時， .山陶町η 回阻z圃畑凶t仇巴 d仇問問u岨皿叫...“皐 .山巾吋守恥I 

圃-.....舗師"町 15%， )(.. CA.G 00' P・，.~

各桝における胸痛発現同の HR，BP，DP.tImeのそれ
Ni‘"‘，1拘 er'"
to mg. Di!tia~則的叫 ~Mtdipille 20可 .Prop聞か

(). 6 Olgまたは Z伺駒 内 deDinitrl1te 

これを 9例

で事均してみると

DPi志士4.21';，timeは土1.3%の devintionがみるれ

HRは土2.2ヌ百.BP 同士"勿L

ぞれの乎同からの de~iatioD を形でZ慢し

各都物投等備にはコントロ ル

として T間 dmHl検査を浩行した

101 20 m時Eを用いた

持了'"分後に宮下役与し，

を捷行した その他の

援物はコントロ ルの Tn叫 mill終T'分後に鐘

ロ投与し。 hn.orbideDinitrnte J三役与30:分後，他は

投与2時間後に再び T.....岨加を権行した運動負

荷は多段階方式 Bro.の変楼〈各ステ yの迫間交を

E要注初62.5%とし却を用いl 胸痛発現が負荷M'右後

大体3_6分明聞に生じるようにした 負荷は翁摘発

現または運動規汚不能向訴えがあ勺たときに中止した

NitrogリynerlQは

町 0&thr..llold !ま HR，BP，DP，CれによるとたT，鋪凶mil1"トロールの

この順位再現段があ勺た

はわち調繍発現時聞にお貯る再現段が低いのはU絢痛暗

定の仕方に問題があると思われた

すT止国民について，time Tn姐 dmillその8分後に再び

事."ま各指視の aaginatbr"'lholdを tllreshold.tim民

それぞれに対する薬物の彫響

各症例を患者が自

とし-HR， -BP， -DP 

覚的に'"有効と答えた.物別にグルプに分け

の指sの動舎が自覚的に縛価される有効性と関連する

かを調べた 当然で隠あるが胸鰯発現時聞を延長させ

た諸物の梓僅械高か勺た Nitrateを有勿と答えたs

例中2例でわずかで怯あるが

と "n品Lold-HRの淘舗がみ bれ

と

を先>ehllngeで表したものである

集館E 

の低下tbresb咽 -BP国主はBを違えて繰り返し行q た針4図のコント冒

ール時の皿ginllthre泊。 dを心鎗放 (HR)， ..開hold-DP

'"で thnshold-DP

ζれはDiUiazemを有幼とした例と

に依変化はみられなか宅た

の箸"がみられ.

奴繍期

血庄 (BP)，その習者の積伽uhlepr吋 uet(DP)， 

及び御宿発現時晴 (time)についてみたものである
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周じ<thr首 hold-BRと ぬE・hold-BPa)両省の増

"'~，.令ていた これ，の Nilra\.e'有幼.，時中包例は

'後続医. ，例t三際関性心筋g暗哩....迫化せずJ

で命令た Niltdipilltを有効と した例でti.thr飽h

old-BPの増加が吸も犬舎〈抑制された誕物を畳も有

効と事えていたただし迫に thrahold-BR依唱

卸して泊り，その結果 th_bold-DP Ii一定の"化

を朱さなかーた Niftdipi瞬有効例陪，綾街1<'

例。 ，後a町蛮1例， l‘脂血震1例'"動縁遠島せず〉

の2例であ司た Propraol泊。1 を有舗とした例で1~ .

P""而:1101011孟 tbreshold-HRをまとして下げ同

時に thrKhold-BPも下げその紬果ぬ掴ho1d-DP

も盛l'させていた ProprUlolol有勉"は1陵終賓の

."で~，た乱上より有鋤稲銅と筒震の程度との聞

に11'特定の踊自民はみられず それぞれの蕗絢の絡裂と

する作用が+分発揮された例で怯その緩衝が有鋤と判

断されるという傾向があるように恩われた

つ船E各調置物の掬痛発現時のUlreshold-BR，-BP. 

-DPに及lますg・Eを".. ぬ，old.ti"，.の変化との関係

に晶、て倹討した圃Zl.Nitrate t史与では， 9例

吻s例で10-116"(手均51.2'ゅの"'.. 喝bold.~

の... ，長包めたが ".笥bo1d-DPほ."で噌酪を示

し他のa例で信明ゆかな変化を示さ信か..，f:.. Dil 

IllJ;tI!lでは B 例$'例で2O-50~平湖お'';の

" .. ・hold.timeの艦長がみ勺れ同う..例で th.......h.

old-DPは1‘-."当〈平向 23.0，約噌加し Z例で

不自置であ，た '"問柿old-HR 陪 4 例で ._lO~

〈事均.."】 噌卸し ぬ噛 .. 凶 BPIま."で低下

8例で上昇した Nif凶明"で11tbr・hold.1I回.Iま

8例で，6-ω対〈平均お 1fS) J事長した ζ のうち

凶reoho1d-BP怯T例で-7 __2%，.. (平均一14..0%)

低下し. tbr・.hold-HRは傘例で 1_25，彰(平均13.6

."と噌凪 ‘bl'ellbold-DP1主‘例で増卸!ー例で減

少した Proprao.ololで俗念例で也r咽 hold-timeの

。 -58対【早昼間 6~1 の，.昼がIl!O';ねた 泊町曹h

old-BR tま1併を除いて-6--20彪〈亭陶-1t.l

"，低下し.thr鴫 bold-8Pも傘例で 1__11，.; (平

均-t.3，...1低下した....・hoLcI-DPは1例を除い

て-1l--32~百〈平勾 _22. 1m の低下を示した
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t・I nte) 5 "" ~雷下段与し..の

5分後かり連動負荷"待。た〈匂

叫 2盤側とも 15DN投与後ヌ

• • 
守・2 一・2

回 Z '''' ，.. _............， 句"巳 ，， . .‘ 岨・山 側 ー ・“制作 『
..，..， . ，・ ・

時"町 縄'm
l】• 

..， 
• 

'" ーu

置 2 STl CN甲山巴咽ubt.".Ntypebyr山間"

ω " 
m 

υi 
削

“ 
〉
¥
ア F ゴ否ヨ

l舗 一
" 

2・
• ι"1 -、、
~ 

L闘

割P
『

四 岨。

..rna 1l:1li . 

幽 以降

守.与 、-
-一---. 匂噌@ 

関

岨 '
岨: ----

国 3 Difhrenees of he旬。'-四...，同制dafter ISDN 

• 

• 

S剤 柵

• • '" 1 

.'" J.n 
-・.・・1

• • • • • 一叩
ー 岡山'ー1・….'" ... 

聞・ DilftT向。!h出)'lUIQIiesw..een N Iy.，. 1Iond. H+R type 

盈に移行し化

初菌検歪殉 HA:l/':いしはR"

e示した軍側のう包昼過を造雪

て2園以.tU しえた‘'"例の

PEPi宅"の艮<<，ぞ'-"，，1を検討

した 咽2) 症例 1では旬聞及

U' 団自の検筆で ~:HCを添した

が ..，留及。‘園."検"で誌

"O!を示した症例!， 3， 41孟

智1図倹牽殉それぞれ問題.I三乱

."を示したが以後S症例とも

N霊に移行した

ISDN俊与を斤令たUttl2S定例

について ISON I!t:与附後の .. ， 
pc:n nt と園~，.‘分で血行動鯉の

変化を検討した〈毘町 ISDN 

投.後2症例ともa勧銀荷量が1

E婚ずつ制帽したた~.ω，d poi..t 

で投与制よりも心拍自筆，ー園也、

勉tII!l I;l~・'"し， ，.*檎血管抵抗

俗語a少した 心街出量制巳つ小てみ

ると ISDN 服用附と圏復刻にお

いて噌'"しl:.fJl服用後は援少し送

の反応級武を示した

随術者と ..血性心療患のN型

と， H~るい 11 R<<I.の s 鴎川区お

いて副凹"と宙開 Htc

の聞で，血鰐，.想指針測値の"化

司院を値段Eきした〈周叫 心錨臨急

総'"貧血嘗医院では M彊忽いし

R盈ほ N型に比べ減少司区が挺胞

を示し，図僚が遅延する傾肉を示

した 1回心偽幽量に縫いては

日あるい怯RII/略図I!，"，ua・2却し.

ー方"'"陪減少を示した
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a上の成績に.. づ会，各...句"の労作性銭心鑑におけ

る忍勤耐容能増加吻概序を国 3のとと〈に分刻した

NitraU!は胸痛発現均の u"飽 h..ld-DPとtbrnll

old-BPを噌卸させたという報告"があるが!今回の

t1trnhold-BP 怯むしろ経度低下

その..，拠出問 hold-OP

Diltiuem 1ま豆録大連

署是々の. .  でI~

1'11'* 1) 

T"・"

tbn.hold-BR. ，密度上，隠し"

は不変である傾向がみ勺れた • a 

e・・a刊 I
adez-muaz--

動負荷笥の DPの喝加を小さ 〈するが般大選動負荷

崎にほ掬舗し怨いといわれている・ 宅建々 の成績でi孟

thl'flllbold-tirlll o延"をUめた8例中"崎で tbl't'sh

叫d-DPl:l不'" ，例で唱加した ζれは連動剛容

継が己主著して"荷運動昆が噌大したためと"われた

Nlhdi.pineは tb，，"bold-BPを著し〈低下させた

Th，ft叩 oCthe・J!'o::t.sof山 drul'l on. 
山tli:erci凶凶岡田 iuth.同四・ wjtb

山川1 ・".~

TIME 相 R田岡山

図3
した"，句加凶.BRは鈎倒せずむしろ上昇させ.

-li!の傾向を示き抱か勺

らも同織の..舎をしてい."

". 
" 

"用剛一DP'"て
P同 p"Ekelul1d た

S需に低下さ

も減少させるといわれ

，，~凶 BP， HRa・"' はA~による

その繍巣 ず伝わち

ら延畏〈ー'叫すると.

ールより大金 〈怠るものを'"・ L 不変のものを

けl"2， ，"きくはるものを，，，.3とした

<h，飽hold.tlm・がヨ Yトロ ル H')か

"間bold-DPがコ νトロ

" 間刷ーDP

検々の成続'8例。7院で同織であ，た

せ

ている・， .' 



昭和雨時12月 (l2.， 19回〉

守、ype1)の孤物にr'!Nitrateの..とDiltiazem

が$げ，れた この..，序には恐ヲ〈定鉱積による陵雰

俄鎗飽の改善が考えられ石

Type 2) の策物には Nitrllt~ の大童応分と NifedipiM

があ勺た この隈序として信機器需要の増加の仰制が

考えられる

T，開めの実物{孟 Proprllnolo] で~ラたかかる

働さを生じるz物弘司監察需要の増大の狗飼勉果をもち

ながら磁鶏供給艇はむしろ悪くすると思われるもので

あり 恐らく定位張を生じにく〈する働舎をもつもの

と宥えられる

文 献
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144，1975 
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心プー ルイメ ー ジングによる多段階エルゴメータ ー

負荷時の左心機能の検討

〈第1司司傭.. 曇負荷研究会.1981年 8J18s)

吉 関

図

章・ 蹄木君事!!!l" 国巻俊一・

河合忠一.FI 和記・ 神原啓文・

lまじめ広

定動脈疾患のIt源および心機能評価において!核医

学的方法の果たす役割が増加してきた 今宿I われわ

れ陪 T.-鈎m 標額券血採による心電図."，心プール

スキ守ン〈以下心プールスキ・ンと略す)を隅いて，

電気麟御盤仰臥位Z ルゴメーターによ45多段強牽動負

荷民放を行い.，三重駆幽事 {LVE町の経時的変化を

検討した

Z対象

心疾患を有し屯い正常対照お8例...動脈疾患震

(CAD) 20例のうち.'"可愛群 (lVD)12例((f.1自性

心筋複..'例労作性狭心~.例)および多筏病皮n

S例{陵間性心筋便".例労作性狭心症S例)を対

象とした 各尽の年齢および男女比11.1に示す

- 京.応大字医~. ，再三内裕

N .. 叫
1¥'0 

~.可 D

表 I Patientl 

• Su (Ii'F) I 

s・l1 

τi> 
11/0 

.~ 

E 方法

'p 

S5-11 

凪-，

書動負荷は電気制御盤側臥位エルゴメーターにて

s分ごとに2SW ずつ漸増する多段階運動負荷以畿を

行。た 運動の終点は原則として.，.也P旬m-limited

としたが心電図号品ターで心室性期外収舗の捌夢をし

た犠合t志伝伏がなくとも11ちに司防止した心プール

スキキ :'-l'!，5臨 g のピ官縄磁を静注し.，分後に'"

mCiの T.鈎 mpertt<=hnitateを静注して除血球を

閉山闘で線障し33. 平衡号法にて行。たガンマカ

メラ〈目。，/Gamma，LFQV ; S舗d'に汎周平行コリ



盟

〆ーターそ2・.し，オ >，イ Yでm.降したミ ユヨュ，ピ

昼ーター (POP11/明 。政"にヂータを奴'降した

心プールヌキヤジiま安.. 崎氏崎心他".自負荷均ほ各

3分閣の負荷段帰のうち後半2分，.のデータを収集し

た ヌ'f'/~1J:J .， 1ま足コ~JClO'_15'・ 傾斜させた左前斜

位・0・、“.で左右心室の般もよく分継する角度にg量

定した心電笹川 &v..V，およ" V.のs甥導でモ

ニターL内各負荷畏婦の隆わりにカフ，ノ， タ に

て""を測定した

E 盤側

"・R男也労作性役心箆例で!よ函"左"における

耐四e叫聞で安静崎 (R舗の の [NEF$8%が

.. 大選動負荷向。E，)にi三39%1ζ優下い心電図で

も・V.で盆血性の sr低下を示した【:G，}l)

~， 

u •• 

.・• • . ・・

~・R凶

.，.ムムム .L1 
回， V'"皿@側"・

4‘句山師畑山 舗網

..，野医司，..錨巻掲鎗

W 繍 a民

~静吟とa医大運動負荷掲の LVEF をE土俵すると，

.，官民では金例'%以上の上昇 (R胆 t:59.6土4.8%

PEx;12.8土9.8%)を示 した (図2A.). lt支病変

aでriLV怠Fは安'持に比してa隆夫車動負荷時には

極度の上奥 〈混舗t‘.，土13.7%.PE..: : Sl. G土14.~ 

'"を示したS明'!tt.;:JI;I;tf';:か吻た ζ のうち袋£婦

の生じた3例，..いずれも LVEFは安静湾よりら億

下した {国") 多段.. 変碑でほ LVEFli安静吟

に比してa隆文書動負荷時で惜低下する傾肉 (RH‘

ω9=7.9%. PE:t 鉛 O土1.9%)にあ令たが有意包

，.，まえなかーた @罰， C)。

LVEFの径締約変化をみるとI 正常鶴では負荷震

の噌加とと もに上奏した {図3A). ltil慣."却にお

いてほ。怪い負荷段階では次第に LVEFは上昇し

右電動ftrJ!:aのみによるイ崎四の下翠.."の2例は

Z曙"と問緑江 LVEFのよ鼻そ示したが還動によ

り民国高を生じたs例〈図中・で示す)li，綱衡の畠

現ととらに LVEFは低下レた (図 .B) 多段病変

Z唱においても鑑1fで"ある が値い負荷段階で"

LVEFが上"し。8・扇の出現したS例は箆伏出現と

とも"LVEF 1:主催下した 《図SC)

v.. .. 
a険大"動負荷神の左重震の 置。b似た弘 EF<弘正常対

照"では~"時に比して 51'以上の省"律上昇を示し

た CAD"で信不"または'"ずる傾鼠を示ふ

umf ~"圃"~暗 1"f 
a，晶圃"'由】 {1蝿伺;r

【'‘'

魯叫

• 

ぜ品川

l T "i 

-・8
~. 陪

日

阻1:(A) EF (Re!lttpEx) 

"‘】

• 

悶

ノ

-・"
担問，m 

伺1:(8) EF (Rett/Ph) 

• 

U'"輔，，~司

陶
， 

与ミきi

.-・
~.陪

I &l VD 

銅 Z(C) EFRat/PEx 
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園町A) &rial EF On 眠er.;s~ 図 3 (8) Serial EF On眠 e... ".e 図 3(C) 齢討耐 EF。恒 exel'l!ue

ζれまでの侭告，-"と一致した 経時的山 LVEFの

検討では CAD t撃でも軍最大負荷時には安静時より

も LVEFが上昇している例もあり 充分な量の負荷

を加えるととが診断上重要なことが示唆された 右窓

動脈のみに閉塞有変を有し 運動負荷時に狭必鳴を仲

わなL、小さな下"硬筆例には定常務と同際立反応を

呈するものがあ，た とれほm奮した血管以外に有~.

r"，1!定窄病変がな〈 髭蓬動の異貿信も心尖総に限局され

ているため。健常古都位の代慣が大会<， LVEFの悪

化が運動負荷時!こ生じなか勺たと考えりれる CAD 

群において，運動負荷時に狭心痛が爵発された例比

いずれも LVEFは低下したが!乙れらは.... 術位が

広範囲のために!健常節位の代償俄伝が充分でなか勺

たためと考えりれた左盆の収鎗動懇の還動負荷符の

変化ばI 定動脈疾患においては左室のII'loblUな

EFの変化のみならず， ，場所同望動"も考慮する乙と

カ叱嬰であη 今後更に書家例を憎やして倹討したい

文 献

1) Pavel D. B.， et 41. : J， Nuel. Med. 18 : 305， 1977 

2) Borer J. 8.， et剖 N.E也gl.J. Med. %96 : 839， 

1977 

3) Jeull'<.l J. A何.乱 α問 U 臥'""駒 60，1979.
4) Borer J.s.，et・.1.: Cir~ul4tion 60: 512， 1979. 

労作性狭心症における運動負荷 RIアンジオグラフィと

運動負荷心筋シンチグラフィの相関

(j!!¥:13周循環嬰負荷研究会， 1錦1年8月8目)

都田裕之・ 河合直樹・

岩 瀬正

tI<築殺人・

山内一信‘

錨 冨

周'. 志 貧
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林 博史'

一 仁・

横図

外畑

克弘・

厳'

近年鑑動脈疾患のを会断におもY亡.1をm.、た運動負

.名古腫大学医学E第一内椅

荷区験の有用性が報告されているlm.今回.表々 は。

忽動脈疾患の検幽および櫨息量動脈畿の篠定におげる

濯動負荷.，アyジオグラフィ (RNA)および運動



" 
負荷"守1心筋シンテグラフィ (MPI)の..，野能を比

敏いかっ，両検査司法の成績の絡調往生について検討し

た

Z 針象

対象低温.的定動淑遺影にで左定動探主e季節乙50

"収上，または，その他の主要冠動脈伎に75%以上の

内径挟窄を忽めかつ左2造影にて縄収縮または奇

異色収絡を毘めない労作狭心症患者別例(男犯例!女

2例平勾53.S，忠}であり 正常対照として鎗常男手

8例(平均31.9愈)を用いた

E 方法

臥位自転車エルゴメータによる運動終了0:後および

2時間後安鯵時に"叫'C-D'rPAまたは"-rcゃ HSA

羽mCiを縛注し，省前斜位において'"圃篠慮"に

'NAを"怒し 左重重量運動の将領省よび左室駆出島区

の算出を行令た。坐位自伝奪三ルゴメ タによる運

動終了l分"に "'T12mC立を静主主し 運動終了竃後

にiEm.初・，45.および切Y左前斜fIl.および左側面の

S方向から MPIを知憶した MPIのヂタ処理につ

いては GOMa ら舗の方法によりパヲタグラヴ ~y処

理を行司た富島..室h心筋上の各区滅亡関心領媛但01)

を髭定し，各方市1において.畿大のカヲ γト歓を示す

'01の催に対する各 '01のカウシト数の比率を'"

め局所心筋侵攻率開UR)としたm

商運動員荷.1検査における運動終了点は換心"

nでは会例中等皮の狭心痛，健常対照醇では目線む術

数〈年齢別予捌a医大鑑の85%)または下肢疲労であ，

た

E 鎗果

')冠動脈復患のを会出舘

事，.に示すように.iI動負荷 RNAにおいて① 「遅

刻による続たな左盗塁運動異常の出現」を絹佳とす.

"・では 盛度!玄関9話。特典何度は1佃%， t診断続度は

'""であ勺た また<l>r運動によ.盆室震幽事の誠

少また信不変(土 5%，以内の増議)Jを禰錐とする".. 

でほ...度はS7%争奪実度は1ω%.t会断..，.は倒錯

であ。た 運動負荷 .NAの脇佳判定".・を@およ

び〈または}③とすると 鯵断精度は95%であ。た.

a隆康医学第閣種情録

表 1 Diaguostie reliabilitiea of・U¥"e'駒山明.

0"_ 

言'8dIODuelideangω=滅的srapby&00 

鴫……民悶2山関山童山L田叩胃叩謂 血削u出山z岨岨

F附鳶町M叫"由g釦加u凶z剛 E岬岬叩m皿明叫叩a勾叩叩e伊胆叩m珂且時g帥山zお加。併， ，伽E…回皿叫叫吋包u出叫m司n暗寄 ……rη y 

5鴫e a叩巾rげ"ωa澗s隅由栂闇由

問 l副司 M同

①e③ 印.酬刷--
~. 町 % ~. 河刑

嗣同町 I1町羽} i担/珂』 {詔/到】 1"-'羽】

I '"四F・ ! ，~国対 t四 % 1聞
』回60iIY I ，，， /..、(且/" (8/81 IS/且}

笥 % ~. 
〈担/~)【Mノ~) (描/彊} 【却ノ羽}

一・ 叩 M …

出向 山 ，"U凶………
山印刷山岡山

ーホ遷動負荷.P>において「左妻鹿の '01のい

ずれかにおいて運動直後の MURtJlo5%以下Jを高

性とする"'"では..度はね%特異皮は100%. t: 
網野情皮1'119%であqた。

')橿愚電動騰さ実の惟，.鎗

狭£をZ尊30例を少な〈と色左前下行段 (LA.D) ま

たは友冠動脈主幹郎 (LMTうに有意後窄を有する"

例と宕窓動脈 (RCA)また陪左回旋筏 (LC玄〉にの

み有"狭窄を有する'"例と"分須し，両足Z還動負荷

髭援の LAO病変推定絡を比鮫検針した(袋町.運

動員荷 RNA ICZ.、て r.. 動により前堅基"または

前側室p または~尖簡のみに右肩た忽狸運動実甥幽覆」

表 Z Diagnoltie ""tiabilities o( el<ereise Itreu 
rodionuclide &ngiω&rdi，町P旬lIy&叫

山 ω..柑間 山 口 咽ー出町輔副.1

p・"別均匂国時iogfo噌".僻目別iI' LAD or 
LMT Iesion，ωd RCA Or LCX lesi<m in 

&11 30 patiellU 
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を鴎盤と料定する基間障では，感度は筒9D.特異度は90

9ム診断篇度は87~"であ。たーコヲ 運動，.，町 MPI

において「運動により中庸またt手前島または心尖"

のみに低温流出現」を侮盤とやJ怠する蓋惨で信 感度

lま70% 特異度l扮0%.u:断精度1;1;17，.6であ勺た

狭心症群.，例から少な〈と b RCAまたは LCX

"有芳秩窄を有する"例と.LADにのみ有想検唱を

有する."を選フ これら"障について RCAまたは

日玄 術変の推定旋を検討した〈表的遺勅負荷RNA

において「運動により下盛または後墜に新たず.箆還動

R情出現Jを陽性と事民主す.基準では，.島区lU874

特異度怯1∞%診断初度{ま(61"であ9た一方運

動員有 MPIにおいて「運動により下翠 後"または

側壁にほ渇涜出現Jを弱性と判定する基識では.感度

は29piL特異皮怯1∞phe断捕度は""であった

狭心症欝30例から LADまたは LMTにのみ有窓

狭窄を有す.'例と RCAまたは E氾X にのみ有愈

狭窄を有する10例を還ぴ。 とれ句"障について LAD

明夜の縫定能を検討した(表的 運動負荷 RNAに

表， D冶 gnostie..liabiJjties or 巴xerctsa 低~"

'"ぬnue!id.釦軍側泡rdiograph;r釦ま
際問".民間竃由1Ii岨ー凱町岨叫凶l

戸rfus血 叫inG'fo¥' deucting LAD Or 
LMT les凶 n，aud RCA or LCX le$ion in 
16 pl.tient. ...i帥 t叫岨 lesiolls

凶・wLMT......... 相.山由

おいて!感度1!1∞タ。 特異度は90%.t念館長柄度陪"

%であ。た 方。運動負荷 MPIにおいて，節目Eは

100，..;:，特異度は9聞，/"，診断精度は倒%であづた

狭心症欝30例から， RCA または LCXにのみ有窓

際穆を有する凶例と LADにのみ有意狭窄を有す.

4例を還び ζれら"専について RCAまたはL<玄

病変の推定能を検討した(:l!3). iI!動負荷 RNAに

おいて 感度依60%.特異度は1ω".;:.H:控訴繍度怯11

%であーョた 方，運動負荷 MPIにおいて感度l孟

お

ω%  特異E貨は100.9.5.t会断橋."ま11%であ。た

')還"負将 軍NA t;;よ""'動AlfIMPIの繍関

表4に遺動負荷 RNAにおけ.，，，室益還動異常節

表・ ふ."担mentof exer.:ise-indu'伺 ..  怠nO1Ot裕也

帥 normalitマandthaUill.m，-201 bypoperfuliω 

国 ugmental10ft 棺Dt~ieular '11'811 

飼町憎 蜘帥岨 幅 一

闘なEL23酬 闘

"醐酬

開

"''' 
補

問〆綱

匂Z二酬酬剛

山 J(1"ωm  
醐

町司

間

'"〆川

位と墨動負待 MPIにお砂る低遺言".との一堂率を示

す餐運動異常を包めた領織のうち低組主主を包めた領

減の比率は。前側壁(鯛盛)ではS7%。心尖部では65

%下壁では89.%。後壁では関Zb 全体では14%であ

勺た 一方!低溜施を包めた舗織のうち"還動異常を

包めた領績の比2院は前壁〈前倒墜)。心尖"および

下壁でlま1001"。後盛で1!43'1ム金体では90，.. であ勺

た

図 11;:示すよう 1:，狭心箆易問例において運動負情

RNA におげる運動時左室"幽事と運動負荷 M円に

お付るa小崎"心筋担聴取率の聞こは弱い疋紹院 (，-

1叩
% 

E 

i;関

33 • 
M 
2 

• a 

z 
d 

図E

y =-O.56x +25.0 
，・0.39(P<D.OS) 

N-30 

国 1ω同
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0. 39， P <0. 05)が包められた

1V考 ヨ医

窓B耐震疾患の倹幽に怠いて，左.. 健司E動車皐および

駆幽寧...障による.. 動負荷 RN.I.の鈴翫精度は."

n奇心筋沼昭文寧革単によ.運動負有益PIに比して膏か

。たお.定動E最後を中爾および前.. ，島支配する"銅下

行段(LA.D)と下51.!i51および側壁をヲ".する

右""漂 (RCA)および左函館技 (LC玄〉の"障に

分砂て橿思窪島原俊雄定の2診断精度をみ.と狭心

症虜全体では週動負荷 RN.I.が運動負荷 MPIに比

して高か。たが各震の病変が独立して存穫す.場合

は RN.I.および MPIfま開等の鯵罰繍度を矛した

鵬青野心筋自聴取'"は 定義より心筋溜続の相対的晦療で

ある 各方測での縄像で.. 大..ントを示す ROIの

カウントが正常にltし低下するほどの広範な心筋a血

でほさらに虚血の程度の型.，呼也の ROIの局所心筋採

取寧lま定常包囲に留まり，結果は偽律伎と判定され.

さらに負符 MPIの野信方法を検討する必要があると

考えられたE

運動負荷 RN.I.と運動負荷 MPIの網開において

運動による重運動異常節也と低温旋，."比観的よ〈

致したまた左室感~'"と.. イ咽所心筋俊取率との

聞には..'、E網開が露めbれた

臥上より。商運動負荷 RI法倍率動鴎発心筋虚血を

a提訴医学"，.. 巷 .. " 

臨床""僻値す.のに有用な手段であると考えられた

文 " 
1)Jω唱。 J. J..， O~血 V.，Coc・lIt R..1't aL 

Etfe.lts 01 回星回目m~ ，岡山 left

叩出..， r.叫 iOllill P・tieDta曲…

artery distalle ¥llillg fiut pUI 泊.dicllncl.ide
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1枝病変狭心症患者自運動負荷心電図

〈解明ヨ '宙開e負荷椀究会I 四位写8Jl8 a) 

音図 茂・ 斉 E藤 宗 婿・

上関栄蔵・ 布施野日出生・.本図 書o'

土師一夫・ 平盛勝彦・。池図正男・

信じめ 10

狼川心症患者の還動負荷心電図ょに指貯るA'"色度化

の局をと広がりに除定量品目際街変@節也と程民血智

-民'"・贋'開4・"ー心a内容ヰ

の支配額縁，側副血行織の発達等の復鎗包.. 因子の関

与が考え切れる 今回夜々 li.，r..、筋梗事を伴わ"い事実

心症のうち，定a除淑途週膨上1筏病変例のみを対象とし.

冠動脈道修所見と 遭動負荷心電図上のa血性変化の
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広がり。および狭心症絢型を対比検討したので報告す

る

Z 対象および方迭

対a院は菌立循環器病センタ-<，舗内斡に入民し翠動

脈近影を施行した定例のうち，心筋復.. を合併してい

位い1俊虜変換心症で，安野湾心電闘がほぼ正常と考

えられ忍違和明であ. ストレイン型左塞庇九弁

.."，側プ凹ヲタ WPW症候鶴の合併例およびジ

ギタリス使用例は対象より険外した 年齢は37-661/1

〈平均“規〉である

運動負荷髭験肱多段鯵トレ"ミル法を用い。 M町

quett社 CA.SE'加にて解析したが，同検査が鎗行

されていない2盆例では.，凶bleMas健?鼠験で代用

した J点から0.08ψ後での LO=以上の ST下

降および虚血栓と考えられる LO=以上の ST上

鼻リ例}を白骨盤とした冠動線道修は ARAの.. 

!J"IC従，て制民し.75%以上の狭窄を有窓とした

震動脈狭窄忽位 I~ 左前下行後{ÿJ下 LAD と絡す〉

却例.，主因箆夜 (LC.z:) 9例および右冠動脈(RCA)

7例でお勺た 狭窄節目位と狭窄程度の分布を.'に示

す

ぷ主止当竺到t11叶竺
治
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痢鹿をゆ心に換三盆鋳型を次の"撃に分領した，，"

=労作性にのみ後心調作のみられる鶴(effortlIIl唱iu.a)

12例②冠動旅途彫上で冠血管窓舗がE明されたか

あるい依安鯵均騎瑠発作で田上昇がとらえられた鮮

初u，・戸..tieangin&) 17偽@商欝どちらにら分

銅不能な鶴"国1.・aifi吋〉時例である

" 
宜鎗 果

101に，冠動尿病変節位別の心... 図各鋳導での・句

LAD 

." 
LCX 

胴~ 品白
R曲

R・?

園， 1伎病変遅動負荷心電.，における，心電図各局

専の oeDsitivityおよび 5peeilicity

との当時会ゅ・・凶掛~it1 I~ 例えば~術家の V‘ーを
艇とると(LAD病伽..例のう!;.v..で属性と"，
た例'L>D縄置のある例}としてiまた・"嶋ido":rlま(LAD
~~O忽か令た例@う;:，. V...で陰性とは，た例/LAD痢
J:Øf~か，先例〉として計算した

，itivity，lpecificityを示した例えば V，‘を例にと

ると。 LAD繍夜を有する例の56%が V，・でS貧血さ

れ LAD病変を有しない例の."，が検出され江いと

とを"蝶する V".では LAD病変の1例で倹幽さ

れたのみであ，た V...では LAD病変ゆ叩eci!ie-

;t，. 849桜， .館副ivity56%であるのに対し LC.病

変および RCA 病変では.~叫mけはそれぞホ"'%.

0%であー，t:..:v... I丞特に LAD'"変に88%と高い

sω"tlVltyを示すが LC玄病夜および RCA病変

でも約単数が検出さ払.，.，伍cityは低値である

n.m，aV.m導でl乱 RCA病変の・=siti別 tytIS11 

%と高値で~るが. L4D病震の"%でも色貧血され勾

・開ificityは日高〈なか勺た

T.AD窓枠の病震に省いて.第1対角筏 (D:l:l)の

虚血J炉心電図ょに&"す彫智を楓べるため.Ddの

分校保より中枢側巴病裂がある治合と末術開の場合と

に分砂て.~臥tivity の検討を行勺た咽引 Do1

を舎"'.震の方が金般に・旬制tivityは高値を示し

たまた運動負荷時に胸痛のある例の剖'.回目

tivityが高い傾向がみられた。
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〈ー)
叫 団品

'" 第1対角技領峨を虚血h院に含むか否かでの
llensitivit:rの検討

輔副σ遅刻免隅酬のみ同閣での.....it;y;t:r
を示す

皿田

口一
回一

酬

箇s鑑動脈穣帯皮と狭心岨包荷重

2是<""町塁については本文.鳳

構

定動~浪窄度と決心症Z有量との関係を図S に示した

75%i.lぴ"%挨窄彦事で怯 .uωpast，a&a1P""がそれ

ぞれ.13%.42%にみられ逆に終絡な労作性溌心症と

考えられる例はそれぞれ1.18%. 8 %と少数で'hた

E 場 '" 
定勤尿病震の有無の..断にはトレヲ Vミル等の運

動負荷民放の果たす没司闘が犬舎い 砿innesotaeode" 

によれば.間総同t..tual，ite (1 ，aVt， V.). po・飴rt

or interior .i旬 (11，m.・v.). antero~ptal ・，"

ぐv，.....，..lと示されている しかしとれりが必ずし

も冠動尿病変と対認しないととは日常包蔵するとζ ろ

でおり.また "P"らEも leftmai!l truakのm

，.を除..橿患.. 智の"，芭は図鑑としている Ro~ 

e氏=0ら"も右忍動家繍"で lI.m，aV..t:i乙翠動脈碗

'"耐震学."遜備段

震で 1， aV，ぃ V~，で支に町が変化すると鰻告して

いるが，対象例として多段明阻患者ゃ心筋梗塞合併例

が含まれているζと凶問題がある今回表々は特巳

1銭関変狭心症で心筋梗塞の合併していない例に鳳り

心篭悶各銭湯の。各定病変に対す.a;seD siti出;Y.s~。

ificityを倹討した その結果 V".，本 LADR可愛に

かなり S陣 :ific(&4却であり! ζの爵導での 5T変

化ま LAD病変を強く示唆するが.後幽'"のほいと

と σe失のが問題であ弓た V"はいすれの病変で

も閥的.vityが高(.特"LAD街変崎明〈鉛剖

であ勺たが，霊碑思ficityIまいずれの術家にも低(.

v...の民化かb冠動尿病変鰯位の纏定"園建であ，

た n.m.aV，は RCA.9'l変，，，組sitivity;bl高い

σ1却が.LAD繍変でも約半数に陽性となり，必ず

しも RCA.R可変に speeific と li~、い鐙か勺た LC豆

繍劃孟いずれの焼事でも刷出i~ity. s問ificity は低

かヲた ""を虚血織に含む場合!盤側臥tivity出向

上す45が.これは虚血織が広いためと推定された

"業病変全体の，.，.'院はx.p""，ら"(46%)， 

M.H阻 ry"，" {61%l， Bartdらω (紛失のの鰻舎に

あるように低鑑でおる その理由のひとつとして対象

震に心筋寝塞が含まれていたり 心電図弱場数治ψ広

い等の要飛が考え4られるが，さらに忽奪箱の修穫も見

過ごせ低い地図ら"によれば，15%故窄においては

いわゆる総枠な労作狭心症を生ずるものは極めて少な

いとしてい..今回議々の後射でも 15%および90%

狭窄欝で依 eHort lUlgioaの占める割合が18%. 8 

%と隠し逮乙マ簡明開託児組伊凶カST33私~%と

高'"を占めてい否 'tuospasticω~" は連動負荷

心電図の現現性が悪いとされており 1筏病漢におけ

る sellsltlVltyの低下に陪 ζのような図子も関与し

ているものと考えられる 今回の倹討でほ.1筏府変

全体の .m剛 tivityはSゆ%と高値であ勺た ζ の理由

として。勉'"携を決心径のみに鍍ーたこと '"脅導心

電図乙よ吾トレヲド ミル検ヨEを錐汗したζと. 1綾現時

夜間中でも比般的俊樹されやすいといわれる LAP

病変の症例放が多かq たとと さらに復数回のトレヲ

ドミル検衰の抱行されている例で，~長も変化の強か

q たものを運んだとと忽どが考えられた
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ま と め

冠動脈 1畿に"%以上の狭窄を有するE安心症"例

(LAD 29， LCs9， RCA1)について運動負荷訟駿を行

い，，.の結果を得た

<j) V，パは LAD病変に aμ.，ilicit:yが高いが，

瞬 asitivityli!iか。た

<II v，..は LAD病夜に・etlsiti・ityが特に高か

勺たが RC.ム LC，病変の半建設でも検出され，

'P飽 ficityf孟低，>，た

⑧下盈鶴湾は RCA!聴において岨副川yは

高かラたtJl，sp但 ficityIま僅か。た

⑥ LAD主僑郵の，.'"では'"対角伎を含む"

が含まない盟障に比して・佃sitivityが高い傾向があ

る またz動負荷時z 胸痛のある霊障が S個臥tivity

" 
が高い傾向を示した

② τS%l:失事~litf聞においては。冠血智恋植を盤明

された例が%を占めた

文 官民

'lA凶 tinW.G噌 ...σiroulation51; 1，1975 
2) RoHe G. A.， et此 Cirl"l叫叫皿 47Suppl 1 ; 39， 

1973 

3) Kaplan M. A吋 etaL ; Cire凶atioD.41 怨0，1973

~) Robert$on D噌 .ω Am.HeartJ.lIl ;431， 
1976 

5) McHenry P. L.， et乱 A凪 J.Cardiol. ao; 747 

1912. 

6) Bu凶A.G噌 .乱 Ciro叫ゑ"ω 仰 S純白1974..

1)恨図U ，ほか e 白内会It 10:2凪 1旬L

エルゴノピン負荷による心電図変化の樟討

自 主義芳 ・1
石図孝敏・a 相車

はじめに

労作也教心'"の陰断詮としてI 運動員荷心電図詮が

乱用され，.念断的価値も確立されている ー方。冠動

脈修繕性狭心症の心電図鈴断法として"，長崎rι句録

心電図法があ. しかい本狭心症の心電図陰衝に闘

してt志 野鉱山綾討はいまだ行われていなb、.そζで

本研究で惜 官官加附則前 ".，ω.を周いて冠動際"

摘を爵発させ。その状態と121完導心電図を対比後射し

た

エ 対象ならびに方法

L 対象

去三師団糊歪の際施行した ergollonne負荷院験

崎佐“例(男U例女?例平均年齢55.1怠)および

"小総島信+字S町民循..  粍“徳島大学医学範第二内純

〈第13因循....負荷研究会， 1981年...目〉

告野健造・s

令 “ 森 博~-

陰性'"例(男"飢女45例。亭主毎年働51.0愈)を対

象とした

. ~，帽....・負掬健康および竃監....

官官~ono吋巴."'"飽"は 0.05mgから O.20meを

s。白"のカデーテルを還してパルザルパ調肉に動注し

た負荷混験陽性器撃として怯冠動脈内径を亙濁醜

刻役与後のそれと比厳し 50%以上の狭鋸ヒを呈した

濁舎を鴎後とした ζれを彩懲上A型旬'"・".... 

B型。 m凶tipleIP"'lm， CI回白血開。.砕...D型，

diffuse・'"・aの‘型に分類"した

2 忠則毘退修練草

冠動脈..影は， Sones誌にて縫汚した ヨントロー

ル， .唱畑町出陪動注‘分後あるいはυ心電図に明らか

抱異常出現時l 亙輔自腹剣役与後の計3時点で徴g詳した

右冠動脈は LAO30度左冠動脈ば RA015震で婦



昭和58~n~月 (l2.， 1983) 

m " a健

虚血栓ι嘆 息で信運動負荷に対し PEP/ETの反広

.. 式が1'11，H型.型の三つ ζ大別さ札 方鑓

術者では金例N躍を示した またH，躍を来した.. 例に

lSDNを段与したところ N!!Iに移得した事実と

さらに日箆あるいI~R1!を示した急性心筋使"患者括

経過とと もに ."に修行した事実より. .あるいほR

型は虚血健£伊患と緩く関還しているζとが示唆され

た ζのH~品、".霊と虚血性心岐阜との結びつき

を苛え.と .. 血性心疾患において PEP.ETを測定

し PEP/ETの民応様式をさぐることは，心筋虚血の

存在とその程度を調べる上で臨床的ば役立つので院

ないかと思われる

しかしまだ今回の検討にさいて低霊例滋カり23いζ

ともるり それぞれのグループ?週に抱けるもろもろの

血行動舗の"..あるいは PEP/ETの反応様式への

l'.因子が何であるかなどの検討惜+分されておりすI

今後の棟艦である

文 阪

1) Gilli.舗 R.E.，・tal:Tbepr・g・05t.iC... .111.・E

.，・山 U田畑町山 "・0山岡山

pati旬肱Cin:IlJationω268，l!n9 

1・

t) Bowlby J. a.: The efrcet of e1民間u・..left 

…，..…一…、m他

b"時rteoti畑町姐 ・[lDap剛 ori$.Am. 8飽"

J. 97 ; 348， 1979. 

め 1叩 ，kiY.，et剖 E%ereiu11町 山 崎

IQld IY・凶i.time Lllter叫・ '"α陀 J.4J

207.19η 

のNorlh。時rB.J.; Ltlt .. 伺 trie¥llarIY'ol.olie 

畑山l"Val.ip palieaUl witb山， m"即

dial ip!a""tio且 Br.H岨，，'・3， 50!え1鍵狗

~) $¥lg;¥lr・T.，ft凶 NPDiD....i.easl隠 swellt

。fIfft v四国C¥lluperrormaocc ill p・tiellu
山岨園児岡rtdiuue....m.J.Cal'diol 

・J); 101噂 19SL

め K伺 a川 bL..臥・1.: S，"toli・u固・inU円叫・"

“l伺 calt.Ci""¥l1・u。箇・S:204，1981 

7) Staek R.S.，Sobn Y.H..Wtis山 "_M

仰向。E山町山1iet.ime illt.er..als i1l 

d山崎町。rmalleft町山同問

問団凶瑚町山rydi叩e..Am. J 

白山一。 醐

トレッドミル白各種負荷量応対する心拍数応答特性

大 江

佐

鎌

磁盤

倉J/!

道・1

信じめ巳

男・l

郎・6

下 村

最大tt~ ri!Ut大逮動負荷誌織では写雌別の予測a医

大心鏑放をE安として負荷震の還恨や週動終点の決定

がえ与されでいる しかし正常人においても重畳大レ

ベルの各蝿負筒Z憶に対する企伯訟や血犀の反応は傭人

差が大き し まして，患者ゃ'"新嗣包との諸鋼am

.‘mltllllln時.ンター “名省屋市立大学!!!J!E11一室翠

江

松

克

《第四ヨ循 環"a有働究金，11181年8Jua】

民

久

lil" 

成昭・a

置久雄副

長谷川泰 洋・2

命ではそれ勺の反応盤が著しく"えなり ....A貧盆の

墨""玄UましIま恩舞である

-)苦心拍数倍自槍神経健ι.*.118機能に"も鋭敏

に反応する循環系，.，メ タのーつであり， ζ の心拍

"の湿動負荷に対する反応佳i意思偉神経を中心とした

心腐飽臨線能を反映しているものと考えら札そのm
g生理学的意健を甥ゆかにすH とriTre!・dmillJ量



" 
修した

< 心電図E錫法および異常審判'

包極は， XI・透過性炭家電極を使用し，後歪"7ま

で 1分ごとに121電動心電図を記録した心電図実需.. 

噂としては ( 1) 1思m以上の虚血盟 ST低下ある

いは ST上昇，(ii) T波極性の夜化あるい憾省高尖

鋭4t，(iii)官波の陰転化 οマ)初%以上のR設粛の

増高を用いた

E 鎗 集

L 心電"各賞翠の変化と思舗脈猿猫との関係

表 ，.心電掴夜イヒと"動脈...との関係を示す

書展1 心電図変化と冠動脈軍縮との関係

I s....u町|印刷~
o_a.H 調 /54(10.4) 細川田〈明町 f柑 (n.S)

"圃 富 官凶..  却154($3. T】w."凶 〈姐咽')29/31 (叫+町
~，・肱曲) 。期 《σO。〉 Z白書1103(1個町 。'/0

，.・帽 ~/'各') 開"回〈珂.') 調 '/48(19.2) 

0 ・，~・〉 事1M (14.町 剖 {IGB(拘，司 町1・〈閥的
百四咽 町民 (11.1)110211曲〈回.') ーflO(舶町

(u山叫 。1M刊〉 101/1'伺〈輔.') 。11(0) 
R ...~・ ."日〈悶.5) 1103/1凶，.帥'..】 11/110曲。)

(R・10"'") 。/砧 ，') Z阿:/103(1関町 。/0

( )%.掴 ...!li引 .)' ~.t'"・ W掴itl../ (I <ωpooili刊 +f.l.. 
u，・“-)・"曜僅臥11-......・句，..，1..バE・I・..胤“.. 
..・ _a'i.. ). pftdl.""・駒._，・甘田駅剛山・J
【.... e pooI""，+f.“網"・t叫-)で計算した

ugonOVlDe負荷試験の結果.冠動脹奪砲を生じた"

例中，心電図上いずれかの線設に変化を生じた例

(tru・po.!Iiti刊〉ほお例，心得図変化を生じなか弔た例

(false 11句齢ive)ほ"例であーた e時'ODOVl也e負荷

鉱験律性1鴎例申l 心電掴変化を生じはかーた例(true

a句副，，)は"例心電図夜化を生じた例(falae

F・itive) は10例律在した 心電図夜化の冠動脈な絡

に対する sωaiti.ityI孟70.4%，apecificity tま90.S% 

predictive “主也市.，は79.2%であー，た}

各綱渡別同検おで怯 predic:tive .. 努.=，のa最も
賀川、ものはR設噌高 (1畑'%lであり.値いものは宮

放変化 σr9.2免ので~，た 方0・eDsith'Ity の.. 

も高いものはT波変化 σ0.4%)で ..も低いものは

.波の槍伝化。6.1%)であ勺た冠動脈奪摘を生じ

愚覇軍学寮""補鎌

た症例$， T議単独で変化する例が8例 (14.8%)存

在したが。他の鏡抜は単速で度化するものはなか勺た

. 不聾酬の目出現朗鹿

冠動脈率績を生じた"院中却例に不釜豚を包めた。

内訳li， 1度房室プロヲタS例，完全E層重プロッタ 2

例!心室組動l例心停止1例 ahonrun ~，心室性

期外収箱1例，高度調徐脈 1例z 福完調律l例I 右... 

プロヲタ 2例左関プロヲタ 1例の延べ13例であ，た

ー方，冠動脈奪摘を生じなかーた10旧9阿川口"不援8震

は1.略も幽現しなか勺た

3. ;j;::要翠動限分綾刻および忍動脈翠纏の形態調"こ

み免心電図変化均出現，.皮

褒2におのおのの場合の心電図度化の出現鋪度とが

表 Z 主要窓動脈分校別および建動脈震摘の形態別に

みた心電図変化の出現甥皮

l晶司図書花町畠哩帽置 1 有..  ・..

aT骨檀 間院"

明'‘ 重山 ...， 

..・ ..調恒L田

A 盟 町田 ，..同

• • ..四f札 剖

。 思 .~由椙.副

。 盤 17m (恥骨

， )略.・"且悶， ・・，<且.. 

検定による宥窓差を示1".J量動脈分'W!'の検討では，

前下行肢に掌植を生じた場合!鰻.高須度 σ7.1%)

" 圏，.偉では"も低級度 (51.5%)に心電図度化を

生じる ζ れらの2者の聞には有意釜 (pく，.，めが

あqた

窓'踏襲窓纏の，，~別の後射でほ， .. 躍が"も心電図

変化を生じやすし B霊は..も生じにくい C型はA

aと D製lまB型とlまま岡湿度の績度で心電図度化を

生じた

E 発獲

冠動脈な縮性狭心髭の代2史的な亀診断法としては，長

時間足録心電図法および冠動"適~検査中鎗汗する積

の々S開検査訟がある ζのうち可。...国1II111eate

lま冠動脈.. 植の虜発法として綾も.... 桧および感受
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性の高いB略物とされている踏 また。 ζの魔物負荷の

結果生 じた竃動脈翠踊の伏箪I~ 自然発作崎のそれと

極bでよく忽似している齢 震動様..備の状態と心電

図各"践の変化を直接対比した縄告隠少ない吋P

心電図~..践のう包 3誌を弘町錫およびu放の s

磁波路， prediet川町""""および・開ltieityは高

く ・伺litiYityは"か9た放に ζれらの厳設の

変化を包めた毎合払翠鋤"窓縮を盆じていると鈴厳

してよいと思われる また!とれら1M俊とも寝室動脈

窓舗が生じた渇合!単独で復化す.ζとはなく 他の

械設の震化を伴勺ていた

T放の..化は， predicl岡田町箇， "他のS鯨波

に比しゃ~低健を示すものの。.~・itiyity および

・伊場neityとら高かq た冠動....舗を生じた例"

T，症のみの度化を.. めた例会11"8';存在した 乙のζ

とほ 隆司障は密島際手纏を診断するた路にほ T段"

化に注目すべ舎で~る ζ とを示唆してL喝 む電図全

体の疋a助活濃厚組に対する阻.itiyity回 O梢 .，. 
cifieityほ90.3%，predictiye 縦覧~.，"ま19.2.%であ

ヲた。 との・lIi，労作盤狭心症に~.ずる運動負奇心電

図問それと近似する

明もかf，.. 験......が生じている，，"かかわらず，

何らの心言書留度化を呈さなかーた例がお例，.Il.:状の

例が17例存在した かかる腿保を図Zに来した冠動

脈奪縮性2良心盤め非組血的診断には 聞鈴や心電悶法

を含め廊栂f，総合陰陽野が必繋である

冠動脈.... を盆じた"例中10例(18.5")に不盤E農

の出現をC!i>.完全房盆プロヲタ.心...， i"特止，

高度調検隊"ど叡完的なもの".例制".めた ζ@乙

とはI 官官加。引"'負荷鼠験が致死的になりうるとと

また思動脈掌縮性狭心症には致死的fよ末盤E震を伴いや

すいととを示している

主要窓ti"分後刻の検討でi左 前下"'."窓績を生

むた場合信心電図変化を..めやす〈 σ1.1%)，右翠

勘巌(58.5~ ~図鑑段(S1. 5~ では心電圏直化を

生じに〈い律動脈....の現~!1"の..針で憾。勿凶

.，...であ..型が最も心電図度化を生じやす〈

(81，O%)， mODO・，..回 (C型)(8"2%)がζれにつ

づき!即ftiがelpum (BID (-札制}や必ffuwe

E陣星回【D製)(ω 。%"率 低い也現$であ勺た

ζの鎗緑町下行筏陀旬凶.，..・を生じると金

.. 
認Jl屍n o電固変化狭心症状 症例 量生

一国側

10開

9例

7聞

3例

7例

23冊

70例

園. ...曲脹.. 繍，心電図変化省よQ'集."""の有無
からみた盤例の分扇

例に心電図際化を包めたが，置制限後。右翠島療に..

tiple・pum~ diffule・"・B 司長生じてらω%程度

は，<電図"化を生じない乙とが判明した冠動脈窓舗

性旗:.L'症を強く疑わせしめるのに心電図変化を".，

ない場合は..，鑑筏や有意勘ll:iCm叫tiplespum ~ 

diffu... Ip&IImが生じてい.可後性も考aすべきであ

る.

結 霞

L .. 官。巴肝iDeJMifl&U ICより冠動脈な縮を爵発

させ心電図と対比検討した

， 心電図@冠動脈覇軍縮に対する・a・凶司.， 1玄

10. ."， lpo“icity ，ま90.'N， predictin 6(岨"'"

tまT・"悩であーた

5. T援変化倍程径信冠勧"車総でも生じ...断

」ヒ."包"を生と恩われた

盛 前τ符伎の事綱商品心電歯医化を生じやすし回

旋伎や右冠動脈"生じに〈い

L ..凶・拠1m ~ mOllo I~幽.1ま心電図変化を

生じ，すし a凶tiple ・陣.~必fh... ・陣. 1ま



" 
生じに〈い
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T同 admi1l負荷による空間的 ST変化D検討

〈軍"田循環翠負荷研究会21981年 s月88)

荒牧保署名・ 大和朋子事。二宮謙一・

植地主膏範. 安部普之介. 中村次弘・

千図 量事， 中 島康秀* 黒岩昭夫・

1;: c. ~に

ベクトル心電図法を導入した"血佐心疾患患者の運

動負荷鼠裁は'"甥誘導によるものほど一般化されてい

ないし，その判定基績も篭立されていないのが現状で

ある

今回宅建々はフ，ンタ錫迫撃の XYZ心電図よりsr
のベタトル諸Z置をマイタロコ y ピ畠 ターにで岡崎包

録できる遺書屋，実吟閣空間的 STをよユタ 〈以下，

ST .ニユターと略す〉を用い 運動員荷両の空間陰ヲST

傭位E止を測定し.臨床的 ι有益な結果が得bれたので

鰻告す.

Z 剣象と方語長

会設a院は8均衡 勤手を訴えた120例でうち品性“例，

女性56例，平均年齢は53.3"であラた

金例...動負荷隊2袋詰自民 C鋼 e'71飴包 (Marquetu

社製jで運動負荷を実施した 運動負荷俗. B~開 ..  

法を用い，終了点ほ原則として盆伏e発事または豆長

大"他散とした

負荷時の V..aV..V，の心電図をそれぞれ Frank

銭湯の XYZIi略奪と仮定し ST.品タ に入力し空

間的町偶位量師、~智子百F亨宮古).方位

角(Az-tan- 町'~/STJ:).街角(E1 ~ Wt吋ST，j

v冒子再Ti').および祉拍数を自動的に計測"録し

.u，星騎大字解二内材

Cll1It Iysttmの結果と比駁した

運動負巧反応の判定は.Case 17st聞でほ V，の

変化のみ機線的乙判定しているが医簡がその結果を

怠考にして.すべての鰐噂を検討して惨也境界担

陽性の"障に分刻した 踊性は srjより 80.曹関の

鰯位での l~ 以上の"'"性低下または上界とした

E 槍巣

医師の判定では買益性"仇境界型は"例。陰性は"

例であー，た

STをよ為ターにおいて乙の"専の負荷的と負荷後の

空間的 ST価位置 (ST“)の変化について比依検討す

ると負荷附の ST優位量は"草ともほとんど差はない

が，負荷後。陽性"では ST備位量 (ST..l信平均

0.111皿V.また安静時かりの変化量(.dST..)ほ0.111

mVと明りかに他の2欝より有窓で高度の変化を示し

た""1) 

次に運動負荷の判定に周いた引の ST変化を空畑

約 ST偏位. (~まr .) と比綬した"'" ) グラプ綬

舗には選動負荷畿の sr"の備位を 横舗にlま連動負

荷{盆の空間的 sr僧位II(ST..)の也をプ包ツトした

図では喝位奪松原点より穆れるものが多<.陰性務，

境界践で信原点近〈に分布するものが多か勺た両者

の図録由主Y...-O.110)(-O醐あるも、は ST.・-

t 299ST.，-O. OlQと表された相槌係数iま-0.522で
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認 旬、?

内土

." '"園<1m出温動負荷前橡の聖日明間町優位量

('狩心の変化

盟， '"鍋dmilt運動負荷後の空調的 ST舗位畳

♂T凶〉と町内の変化

.. 
それほどよい帽闘でlif.，cか勺たれが O. 1固V以

下でも腸色Z障では .V，の変化が強か勺たものがあ勺

た ST個位を安鯵埼と@獲でも抱負射したが，出ま同

様の成績であ勺た

~It:還動負荷は験で ST 下降箆狭心、aを呈した例と，

世よ舞型後心症を呈した例とを示す

盤側1: 65~弘女性，労作性'"心底

運動負荷低験ではCase.y.t岨も医師も陽笹と判

定した 図2の乏趨は支'時心電図i および負荷心"

図を示すが遷動負街開始後'.8分で狭心発作を生じ

V.・V，で ST低下を包めた園中央信白U '11-

."のトレンドグラムを示し!上授からむ嶋数次に

V.. aV" V，の ST偏位を示す£嶋敬は念高田町

分で旨的心袷翼政の81%に遣した ST.，および ST

，v， I孟ともに下慢し."""に0'"化は毘めなか，た

右端陪前述した STモユターで関心電図を解析したも

ので，上段より心，白紙笠間的 ST傭位髭(STw).次

にV・ー・，V"V.のST優位畳のトレンドグラムを示す

Ca6e '1St-閣とほぼ同様の夜化を示しており.その空

間的町偏位量〈町心".悦mVから O.lllDVと

度化している 冠状動脈途修でl;lfJ下行伎に90%の事長

窄を右竃伏動脈にも15%の紋帯を忽める 2技繍夜で

あ，た

盤例2: 61tl 男性筋鋭狭心"-

n.害心電図{主異常tl.<.運動負荷鉱験では...分

で狭心宛作が出現したため負街を申ムとした ゆ央のト

レンドグラムで" 心拍設。 u・敏/分で畠.. 心拍放の

75~';:1:::逮した ST.けま高度上気 ST....ほ下院

""ιl孟上昇した右端の町毛ニタでは空間的

ST鏑位髭府T心 110.06かゆ 0.2渇血Vと大き〈変

化した咽札町上昇のためCaae.，.t阻の判定

暴明院ではほR急性であ。たが陶位とすべき変化である そ

の後の遅動負荷滋験で隠sr.，の低下があり c... 

'1st皿の判定も居住とは勺た憲状島混造彫で陪左

冠状動脈の前下行伎に"%の狭窄権限めた右窓~動

脈には甥，かえ"'従事は忽められなか勺た l綾病変で

ある

]][ ，身寮

事実々の成績をまとめるとI 運動負荷抵験専用装置

白U 旬 .. ，置で判定した"爆〈踊也境界盈陰性}
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“ 

③V，の度化は比般的鑑度

やよ下方向(IlV.)，の変化もあ

a・也をd考えると.ST 負荷援の'"閥的 ST偏位 (ST叫は陽性髭で

，.明な震化を示したが他2者で院高度の変化"誌か今

のうち

に，.③V， 
前後方向 (V，)

笠"昔前変化量路大企いζcbある

でも，

ヲてた

」

τ回開凶IT .. ， 

t ~.u 

、一
定例l図S

〉五

。』

， 

症例 2間‘
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化三なくても，他の焼却'I~変化の強いζ とがある ⑨ 

上鼻も宥意とすべ舎である 供数l孟少な〈ても巣型狭

心症や心筋便.後狭心霊ではST上昇がおる 以上の

乙とを考えると.STそユタ では V"V"aV.のs

E電話事すべてのd白絡を用いるために 精度カ向上するこ

とが期待される ST~..:.ターでは空!r.ll的 "'11位

量が大会ければ附伎と考えて判定したがI 経例2のよ

うな例も当然!陽性例に含まれ忍

空間的 ST個位量をとの程度。異常とするかについ

て陪まだ断定できない しかしI またあまり細か

い基調障を段定しても酋床よ有聞とはなら江い 図1で

みるように V..a.V"V より算出した退似的"-，略的

STO・位量〈町凶の絶対値としては負荷後 O.15mV

以よ}負荷前との変化盆(.d.STtn)として 0.1mV以

上が簡単で妥当な後で憾ないかと考えられた ST.

0.15凶 V以上とすると sensitivity68%. '1>側fidty

9<%。師帥ey87%となり.守rm0.10温V以よとす

ると それぞれ62%.97%. 87%であ勺た

ま と め

実時間笠沼的 ST価位置モニター装置を用いて 遷

" 
'抱負荷時の V"V..aV，より近似的主沼田的 ST偏位

量を計測し検射した

近似的"-"週間 ST価低量が負荷後 O.15mV以上

あ畠いは負荷前との差が 0.11薗V以上あるときほ負

荷訟砂励性が大a部分であ勺た

本方1法は心電図3鶴導の情緒を用いるので V‘のみ

によ.判定に比し 優れていると考え切れた

.. .骨文献

1)水野...稲困市蔵循環器負荷隊験ささ修断と

治鍵紘 1981

2) b岨 esJ.lヨMorrisH. aud Kuhn R. 

v.廻ωr-el餌針。esrdiograpbieenI'l!ise test in 

jsebewie b鎗 rtdis姐.se;J.A..肱 A..鮒悶飢

19凶6

め村山Z熔 村 尾銘他運動負荷ベクトル心電

図T温の simula.tiOIl.目本軍株 $0: 7，1972 
4) Tom R.望。rn8ten M.D司 Roberl A~ Br鴎

M. P.: Compu亀edST fon:es of FranJ位飽，d

bipolar n相:Iu elect岡町di曙 -

Am.H=色J凋346， 1969 

左冠動脈主幹部病変由連動色荷 STマッピング由特徴jとついて

"ns回循環審負荷研究会，瑚1年8月8日〉

川 久 保

川原

鉄寛e

i/I'村 山

城

正

雅

樗・

也・貴・ 大

誌 真島三郎・ 村尾 覚・

はじめに

冠動脈疾患のうち左冠動脈支鈴部(以下 LMCA)

狭窄例ば。内科的治療での予後lま悪<.積極的に外終

的措箆がすすめわれるものである"祇虚血栓む疾患

のすべての患者に冠動'ft;a彫(以下 CAG)を纏行す

るわげにはゆか1"".また CAGを縫行する場合，網野

.東京大学医学・6第二内科

中術後の合併症は LMCA狭窄例に多いとされてい

る"“ 非侵室主的検査にて LMCA狭窄を予樹しうる

ものがあれ'1.事極的に CAGをすすめることができ，

また CAG術中の注Z障を未然に促すζ とができ有用で

あると考えられ.

後々は体表置に"鶴噂の電極そっげて運動負荷テ

ストを行い STマッピングを作成する方法を従来行



" 
，ている"が.，守周.本雄にて.L制CA1拠窄闘と2学

技事院のIl"'~について検肘し有用な何時見が得もれた

ので鰻告する

Z 対象および方棒

対象低 CAGを抱行し主要震動際肢に''''以上の富良

窄をIl"た喪心症例U例である いずれも運動負荷記

て冒閥抗下祷したものとした CAG上LMCA

K総対日以上の験窄のあうた例.. " すべて男性年2・

31_“・L寧勾51士UWを LMCA.(+)欝とし，

LMCA IC倹窄をEめなかqた"例{男..女3.隼

帥位、61..平均"土 6.)(LMCA (ー""と遭動

負荷崎....陪づいて比歓検討した

遺11.'置は B _のプaトヨーk<縫い， トレ，

ドミルによる多段階玄運動負荷を11符し食 Eod間以

降(1)週骨盤に増強する2良心街《町 ST下湾とし

た 電車極は従来夜々が報告している方法"に縫い上

方は第二肋間!下方ほ剣狭突鑑下 10~1Zl. 右方ば鏑骨

右縁曹方陪騎健左畿とし.的胸.. に"・，左背徳に

10・1 合計，.姐つ砂た咽川 8・*"11 6 sIIH:，36 

.内K含まれた &電極は，イ，チ"タスを鐘て還

需の6素子心電討に遺精され..(.'1;SlI: ヨE鋤腕.... 

e食とすべて立位で'"憂された.J点より 0."砂にて

STII位を肘悔し ;0動網に比して 1mm (0.1111 V) 

以上の ST下陣を萌佳にとり 0.5 mmごとの ST.修

電位図を仰r$，L. STマヲピングとした

以Jヒの方言舎に縫い.E'Dd-p飢 111.BMI<< のプロト 2

ール上の遺鵬刈'".... 医大位、鎗J>， STが >..以

上下覧した・"K含まれる電磁の政何TFIIl・緩l.
a医大 ST下膏の大きさ 〈皿叫.iI鋤終7後 ST下降

側線開聞，異常血医反応 (<ζでは収・，..匿の低下

bるい路上昇flllOmmHg以下)の有無について

LMCA (刊珠 L'岨CA(ー"専に，同て検討した

箆封筒有11..は色後，.にて....し pくO.Ol~有志に

と.1ヒ

立 鎗 a艮

(7) 心筋梗'"監の既往のあるのは LMCA(+)T 

S例中 1例.LMCA (ー)鶴"例...例で b.た

LMCA(+)鶴のうち CAG上他筏粛鹿がはいのが3

例で~り . Ilりの 8例"他徐被宥がみもれ危 LMC.邑

a量騎医学."，・褐峰

〈ー〉降初例の内訴はIt生後窄5例."主3実現担"侃 2 

畿放事S測であラたまた Ll‘CA(+)"のうち11略

'"梅毒佳血管炎と宥え切れた 1例でb.た LMCA 

(，け鵬lま金例 CAG纏行前に蓮動負荷テストを行勺た

が LMCA(ー)興ヲ7例中日開院 CAG施行後""動

負荷テストを行令た。

(2) EDd.p'担IIt1:' LMCA( +) ，・6例...例

LMCA (ー》 冒"例中'"例"後心婦で~.た他は

町下慢を Eod-po岨 t とレた到達..大む崎".iI 

a防均閣は膏WK-;::有家の週をはみられはか弔た (号笹川

LMCA.(+) Ifは金例 B，~・""..段階"て週動を

中止した STが(..以よτ障した観織に含まれ.

篭隠の".まLM刀A(+)髭金側"個以上でLMC.Mー〉

，，<比乙有It<多か。危 またa隆夫ST下祷の大企さ

は LMCA(+)I草金明..幽 以上で LMCA(ー)" 

に比して有"に大きか令た 遷'陸路7後ST下降持経

崎閣にほ有窓の差悼みられ低か勺た実需血豆反応を

示したのはt.MCA(+) ，，6例"，.例， LMCA(ー)

，，21例中.，時であラた

(3) .. 骨毘対象とした金33例。について...大 ST

下買の大.さ(X.. )と.STが 1固.ruこ守司毒し

た鍾調院に含まれる鏡導電極の怠 (Y)を比ぺると

Y-‘94x+L67(r=O.18， p<O∞1)の有."，.，鋼

.~・;れ ST下自動の墨度が大..、ほど ST下降領域

が広いという関係が示された'"") 般大宮T下降

の大倉さ 3凶B以.t.ST下降領域"個以上の.. 箇に

..L剖CA.(吋，..例金例と.LMCA【}髭のうち

s 例がんり ζの‘司を判定轟怒とすると LMCA 

，.穆"断の・伺・ItIvItyほ1∞In 叩eeWeityIま."，

と認，た LMCA{-)膨でζの範阻K入。た例は3

.. 後窄S例中2例 2後俊明."例。 2例にすぎはか，

た

E 考 簿

LMCA i失事例体内"的制御a慢の予畿の"さかb積

極的にパイバス備のすすめ られる‘のであり" また

CAG街中の心停止"や 網開磁の心筋梗."竜之"の合併

盆が多いとされ.非俊民的後歪にで.LMCA 狭曜を

予測しうるものがあれぽ有用と考え切れる 患者の臨

B震度として...梅毒性大動際炎のよう忽待感ti， etio-

''''がまれにみbれるとと.ある..・a.脇田宮'e!;だ砂か
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園1 LMCA.!史窄例の連動負荷心電図

右よl主ST.，..，.ピYグを示す倶知ま休llili3E!I!iJの電極の位置を示す ・ほ V，から V，.位置を示す

ら， LMCA ~実窄を予測するのは圏鍵である W句

-ら"怯，超音波断脳出Eより LMCA旋窄病変を

縮幽しうaとしたが著者らの検酎では LMCAそ

のものを繍幽しえない例が多(.また LMCA狭窄と

見良る例aνよなか匂ずあ石 ζとを報告した・i

LMCA 族窄例の運動負荷テストの待訟として"

町下降 2.皿以ム運動終了後世下降の持続晴

聞が長品、£柑放の反応が悪H 異常血豆反応的認ど

が従来より掌げbれている侃'"下降仮眠の広さに

ついて注冨した文献ば少なも、.，e 雪量々は従来体表面"

E脅事による運動負荷テストを行、、虚血領核め遣いにつ

いて縄告してきた治~.今回ま ST マヲピングの広さ
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阻2 会33例の金大.，.下，.~大金き (Xl!IDI.ID.)，と，

5T下降傾峰内の，.鍾の~ ，y紬}との関係

'tripl.. ，降旗曙 E均出・ .tt!奪回11.SI&，L・・ 2往復帯

と， ，際大 ST下障の大きさという観点から L'叫CA密集

窄例について検討を行令た今回抱負E守したLMCA(+)

"は E.od.-Poillt， iI盈脅，..到逮心鎗懲というd誌で

fL LM.CA(ー} 軍事と簡易量であ今たが，ST下跨領弱震

の広さ 忌大田下両の大きさは有"に犬舎〈 両者

を組律するζとにより， LMCA(+)訴と LMCA(ー〉

"とを."ずるζとができたすはわちa医大 ST下降

の大含き S園 E 以ム''''舗のうち自が 1幽温

以上下降した笥緩肉の電極の~18偉以上を判定....と

'"町医学前調種調録

すると LMCA 袋.，It~婦の S組.sili.ity 1!-loo%. 

"町民cltyI三"'"'とな，た LMCA JJ6例。3例は，

LMCAだけに検窄か埠も札他後殉夜の程い例であ

り ζの絡調陸は LMCA.事実窄"特種的必携見と宥え

争れた LMCA(ー〉髭では3般旅帯苧2伎狭窄でも

を良い.."でしか'"下俸がみられ忽い侠があラた〈図

..鳳} 今回の倹討では， .‘"..a反Zが L、，ICA

(+)tに多かラた".)が遭周防路7!lST下湾樽篠

崎mには LMCA(+)~ (ー}震に有.tの釜がは〈。

従来の服審と異な令た また LMCA(+)宮撃は会側

CAG a1'T.foJK運動負荷テストを汚，たが，金側 5，

u隅のプロトヨールの第2段婚まで忍勤可能であり，

LMCA.(叶"に比して運動剛山乱到達心組放に差が

f.: <. .!E. (..宅周をモータ ーしている撮り安全に.. 

-行しえると智えもれた

ま ~ め

体捜置"M噂による運動負荷テストそ行い 左足動

脈主・.'"実窄例の STマヲピ yグの鶴見について検討

した

LI掘CA.(+)窃11:LMCA.{ー}鱒に比して ST下

降舗島棋の広さ，最大ST下宵の大会さは有患に犬舎 (.

''''騒のうち18盤以止， ST下降の犬舎さ 3mm以上

'i-"fiJlt".とすると 蜘 liti.ity蜘%，・凹ificit，.

89%とはーた

" I院
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健康応答

。外畑 〈名大} 先生のととると外国の文献を比駁し

てIζ 乙が特徴だというととはあるか

。川久保(東京大) : ST下降が窟動終了後何分続〈

かという点ですが外国の又猷で(:1;LMCA狭窄例

で昼いといわれているが.今回同抱負"では管窓の"

12383-，f-
。図村 (山現大) : LMCA狭窄例は.スタンダ ド

" 
のB開"のプ2 トコ ル，，~忌で 10.... levelのプ

E トコールを使えとしているが

。'"久犠(東京大〉 今回の LMCA事実窄例同金例

CAG ~を行前に負荷テストを行勺たので s"闘の

第1震飽かる飴めた

。村山 〈東京大} 始めから LMCA.夜零を湖康的に

疑うcと"図建である また LMCA狭窄例で也窓

外運動"カがある例がおると考えていただきたい

定滑車重量負荷法と HandGrip法由比較

〈第"掴循環墨負荷研究会， ，宮崎1~8 1.1 8 図〉

丹羽明博e e 宮原康弘・

高元俊彦・ 結 沢温 室男・ 谷口興一.

はじめに

等尺性負荷民."ま運動負荷箆験の".であるがI 心

電図ょの虚血性礎化や溜腐の拠現lま少f.いため虚血

性心夢~.f.の惨断に"不適とされている しかしながら

等尺性負荷lま確実に後負徳を槽益する符微を有してい

る吋ーめ 負荷に対すou、血管"の反応を綾附するこ

とによ勺て心筏飽持値が可能でありI 停電的，"では F，

aDk-StarlillQ効累で反応し正常心では心収絡カ同

相強で反応する齢齢乙とが知切れている 負荷の方怒

と してはI ー般には市阪~O)t璽カ併が用いられている

f以下 sG絵》が sG さをには負荷量の不安定さや

Val$a1vlI ~身援の関与江どø問題点が知切れている

そとでわれわれt志 望。陰の欠怠を補うために定掃

車u.. 荷法〈以下 WS接〉を轡裳し。臨床応用を

行，てL、.

4母国は健宵例において sG告さと WS陸を比綬し

WS法の方法略上I および，循取働惣ょの特司障を検討

した

. 東京医純省将大*æ:~fE tIニ内拘

1 ，智 法

対象はn....33銭。平均127.0般の健常男子8例である

'G援は臥位にて右鵬で担方針を持-;， ~医大盤カ(以

下 MVC)の30%.量に紐当する自盛に極力計の僧齢

をS分間合わせるもので，検宥の1人に鍾カ齢の先舗

を保持させて.，食後者の右院に鍾カ針自体の宝鑑がか

からえ包いように""した WS栓は夫弁に固定した定

滑車を介してー定....のオ.'}を思し(図叫臥位

魁 1 定滑'"霊盆負荷絵の実施手枝
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荷認"に厳た宅情"をbた切し その診断的価値."

加する色@と期待されるu

ζのよう"勾え71'・;;， Trftd ... 出 III抱負荷こ鈍す

る~告白"の皮Z栓をシステム織的忽解析告会'を..いて

定量的に3則定L.立精司官隼者の各種負荷量に針する心

泊"反応性を検討した

I 対象とフヲ蓬

ある会立大学の..~"主新'"する 00歳から"般の.. 

*男乎学生6名を対象とした 対象の長大酸素清貧m
Iま，.かも 3.71/1凶sで.平均 3.0土O.S I/m.;n.で.

，た

~ 1，.<..， Y t J¥;"運動負荷民.，:Ma珂岨岨裂CA盟

を凋いe 当セ，.ーの翠盾負荷プ0'ョールのう包

sta，e 1 (2..Skllllhr.lO，"の..也ae3(4.5，10)・.....
(~. 5， 14)紙句倉1 ($，5.22)の4運動急荷量也ついて

のみ検討を加えた

ζれヲの各・~.. の ト νヲドミル濯動を1m ' のど

と<19分間"縫似，ンダム的に4画。包噂nf.歳入力

として与え，それに対する心拍数の反応を周波数解

府魅した S砂ごとに R-Rr."l摘の送致か勺関崎<拍

殺をZ寝泊 ..鋤負荷という入力【すべての負荷量の濯

ヰ与苫7早.，..... 4 
;;，wff7A1 

.-

個 E 方『島

t.. •• 且".盟国 /_1" 

.' 
h ‘ 白星+首

"ま"
5'... I 1. 5 J:圃/~， I目指 101"'111 回 '.....2

'叩S '.511:_11>‘". 制措+，u 世軍事....1

，.帽S ι$bll. l.~ "串E土'" 101.5=1.8 
包Z申 T S. S J(岨1¥， 111% 口組事". UI.I:r.1LO 

a帳鋸墨句Ii'.1I384細規

動・1.!L位安，，_0とした〉の自己相網開放と 己

の入力と心抱"という也力との閣の幡豆掴，.樋放から

荷重関歎を求払それをヲプ"箆aするζとにより

蝿狼"伝通貨震を求めた ζ れを対..表示した属益法

に対する伝達関散の別得と位相角として....・a図上

に表現した

とれら心拾..応答勝野のための遅働負荷'"貨の終了

の智弘閉じレベルの週動を4分冊行い震後の l分冊に

ダグ，スパ?グに呼気ガスを"'''するとともに:MIJ尿

より保血し.酸素摘.，.と血中..，臨海度を測定した

亙結 集

" .....の逗観崎の..素i向...(..嶋銑伝途蝿

..より求めもれた定調書.."での優先心拘，....加量区!

"'"血中乳.. の会例平均を褒2に来した .窯f肉質

量Iま・~に対しほほ置録的に増加し 血JHI三"

0:棟約に増加するが心拍'"ま sωe・ 7 で~~.般に噌

加し岡崎にK値bItage7で著明な増加を示した

.た血中乳酸も'-'で急喰信増加を来い ζの運

動量で緑気的""が鳴与してくるζ とが僧測された

心抱.. 応益解続法によ，て求め勺れた佳違関激が充

分留舗しき.か寄かを見るため，ある対象で，，，た

・... 担7の運動負荷民畿での鴫均心鐙訟の実測健と伝

通関数より求めた理組.を，"'"示した向者がよ〈

ー意し 舗かな心崎訟の夜勤をもよ "."換しているC

とが示された ζの例での."・の鑑の"..係書食俗a鍵切

であり I 求~た伝i童図歓が心鏑lU11/I系の動縛栓を充

分足磁巴"現しているものと考えられた

よ遂の"..例で1・4bれたIi::i!O・数の B“.I島国を但

Sに示した 図のよ寂に各測量生1trc対する3誌の利得を

dB !It;示し下震にその位栂角-t-lJ:!l;iitした..褐I率

低周波領拘震ではプ" を_L.周波紋が高〈なる

につれ誠少し O.，ゅm と O.hom付近でニつのぜ

• ~ . <lB，' 
EtH回且t・z44・EJduttd 
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“ 
にて3分償保持する方盆である 怨払装置の偶者よ

笥..を負荷重.の上鳳とした

負荷の方絵1:HG白書と"...のws，色す忽わち

389‘MVC 11:縄2ーする.震を負荷する WS..鯵盤と

鈎%鉱VCを負荷する wsSD%盤の肘，，.題の負荷

を1週「叫内に纏符した .....の負荷を問-aに篇

行す...には筒負初動の聞に'''M以上の間隔を省

いた測定項目は心僧散 および，閣僚血圧であり，

平崎血圧"鉱，..，血患に農産の泌を釦ぇτ雰也し負

荷刷!負荷ゆ 1.1!.3分。負荷直後e負荷畿1' 3 

S分"測定したまた心他放に叙...血圧を果じ

て D臥..1・ p，・d雌t~ J[tIIした

"負荷桧の閣の震計処理には So<岨m.の ト検定を

周いた

E 鎗 果

S分..の負荷胸間=ぉ，ずる負荷置の櫨書館雀について

みると， WS陰で'"分聞を通じてー定であ.めに射

して， HG権では負荷鯛始時の負荷去をa刑間保待ず

る乙と路極調。て園短であり，当初の負荷量を緯舟しえ

たの陪1例のみであーた f図') また .0捷では

畿S貧者2り僅カ併の自盛に傷併を舎わぜる努力が必要

t
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鳳. ..ヵItをmいた通常の等尺後負荷tをにおげる"

育園盛の径均的変化

金大.ヵの積場...を'.同組"しえたのほ 1例のみ
である

..時麗句炉開担増!.WU
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• 

-.. ---..... 
-"11>1 
H 
山 ，t.... 11. 

，"“・~ ，< ..ー• 主

• 
L32zzzz A •• • T . .，・
園 3 ~尺倹負荷におげるι咽訟の使化

置。 拠カ貯によるフヲ溢

w，純明眠，Jt"~骨羽...負荷で負荷..精鋭"
WS~ l空副隆志..負荷で負宵.鍵格 調"

であり，い含み現象..~ <包められたが WS 詮でほ

阪急貧者は楽K呼吸をする乙とが町隆で，も、会み現慨は

み切れなか勺た

RO接， WS30%法i および WS50~楼の 3 動=

ついて心術紋の他移をみると{悶 3).RCl擦と WS

却"法との問lごは負荷前。負荷中 負荷復を通じて盆

は思めもれなかqた ζれに対して ws30%桧と

.0 ，告との朋こは，負荷 1_3分において有堂々差を

Eめたまた 3 負荷盆いずtuc~‘、ても，~錨貨は

負荷重後に負荷刷依に復し以後5分間におた，てそ

の健に反動は認めるれ広か叩た負荷直後"'"研究に

おいては負荷終了後約10抄匂僅でめる

平淘血豆についてS負荷援を比依すると{園‘)，

HG盆とwS5o%詮とおいては心槍放の微移と閉じ

〈筒者は向綾の量抗日思を示した WS30%陸に勺川、て隠

-.. 
_ "UJI 
_ WSIIJl 

.-・.. ・...1.1.'‘ 
-.<111 

4 

酬

.Z率Z司 -.. ， ' 10'0 

園. ~尺性負荷における平均血匡の僧移

室。， I暴力併による3智雄
岡崎 "'..5明刊のl!itailllllA
w，別電， a膏.，時普通.vc ø.)定~.・E・.. 
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血匡の上昇は小さく負荷2分および3分時に。 .0事長

との聞と明らか心筆異をUめた負荷終了後の回復過

涯についてはB負荷法いずれも負荷車後にすでに負荷

前催に復しておりI 負荷後5分までその鍾に夜イ削まる

ゆれなか勺た また.ws 50%~主と 'G 怯において

俗負荷S分簡を通じて血圧は上昇を続けた

Double Produeはについては刷匡とほぼ筒じ動態を

示レた{図" す江わ払負荷a分間を通じて .G

_v.'， 
." .. 
.. 
•• 
• 
」zzzzzz

• I I I 嗣 1

_m  -1'$..... -"... .. ・-.H 叫叫.1'<..， 

I .L. 

図5 等尺性負荷における D飢訓.Prod国 tの推移

HG:橿カ針による方接i

耐晦 E

W5 se。安必彰;負荷a畳量舗F彪彰 MVC の定t構脅z車駆B重E量，負‘掩

法と WS5Of;ささにおける僅は上昇し後げ。両負荷法

lま周じ動怨を示したのに対し W""，話告さでは明らか

な低依を示したま た いずれの負荷法においても

負荷直後にはすでに負荷前備に回復していた

E 考寮

HO法と WS諸島こおげる方詮鎗の特徴を比侵する

と.HO訟で路一定の負荷量を侍旋すoζとが極めて

図'重であり しかも VoJ開l咽効果が現れやすいの

応対して， WS 1;きでは負荷量は Z主であり，かっ，負

荷のか砂方が受動的すあるため VoJ.凪時効果の関与

が小さいと考えられる 装置の大きさについてt色

HO法の方が明らかに小さくて手帳である:b!， WS法

においてM'い場所ば必要でな， .相荷車。 E ープ。お

よび，オそりがるれば負荷は可能であり，震夜冨から

宥えても字経な負荷Eきというととができる

心寸由数l 平均血圧。 DOllbleP!'Oduet江どの循量動

怨については，買O法と WS却"法Iま金〈同じ動峰

‘1 

を示し.WS30%樹立前Z者とは明らかに異なり 8 

箔栂ともその変化量比小であ噌た WS法の50%MVC 

負荷霊lま'0さをにBげる3O%MVC負荷量にほぼ等

しく，またI 乙れまで発表してきた成績・噌から考え

ると£ぜ織能停舗を行うに足る後食街の櫓しを得る ζと

ができ.負猪.であり!前述の負荷の定置怯と V"，

n.!v&効果の関与を考え合わせると。 W邸"留さまは負

荷の方法として優れた点を有していると考え句れる

運動負荷民感にお砂る自律神経系の関与は明確にされ

たとはいえないが. ，縛鐘系が犬さく関与する齢岡負

荷に対して等尺性負荷の循環系の反応はP蓮8長率でプ

ロヲクされずよいため. ，神筏系の反応は小さいと考え

られている"" ζのよう仏神経系の関与について

倹討するためにも可能な限り V叫.....効果等，負荷

と重複関連のない神経反射は取り除く方穫を用いるべ

きであ.と考える

" と め

若年健常男子に対して通常の .0，告と豊後室で用

いている ws法の高等尺性負荷を施行し，初%MVC

負荷量の HO援と.30%および W%MVC負荷量の

ws法におげ.循理動態を比駁した WS50%t.農は

.0溢と間縄野田循事勧忽を示したが. W図'%法では

'"化盆は小さく負荷量として広不+サであー，た

したが勺て.WS50・6法は負荷として十分"循種勧

銀の変化がみられI かつ負荷量か』定で Vals叫刊

効果の関与が小きいため，臨床応用しやすく有用な等

尺盤負荷法と考えられ.

文 総

1) B世 LCI!R. A.， et al. : c1in. sei. 3地 29，l968.

2) He!f，腿tR. B句 etal. ; 9ir飢 latioo“ 鈎2，1971.

3) Pe:u J. E.， et al : Chest '11: 194， 1拠，.
"丹羽目見得，他第鋪盟国循総会鎗表羽.1
5J丹羽明樗，他"..回目循総会発後.1鈍2

5J丹羽!BJlIf，他憲新医学役稿中

1)0。可処 W.J"， et al. : Cil'('.， R包 "'(6-U}: 

1 ~3.1981. 

8) Mar低nc.E..，et al. :J.Clin.Inv畑、“ 104，

Z釘4



.， 最鋳医学費R別巻楕鎌

健常人における臥位多段階 Ergometer負荷と心拍出応答

〈相咽循環語負待研究会， 1981判月 g目〉

山口一郎・。宮沢光瑞・ ま弁回二"

健前人にお抄る臥位多段階還動負荷に対する心徹也

応答を廼察し，負荷強度と<-守動及び運動樹容能と心

機能の関係を検討した

工 刻..並びに方去

いわゆる運動家や盟賞者!虚溺者を除外したー忽健

常青年男子初名田_37黛平勾26.9"，体表面若宮1.56

_1.91m'平勾 1.70m勺を対象とし午後釜Z定時に検

牽を行勺た後検者を険盗用ベッドに仰臥位とし!両

足をペダルに静止した状明ζ15分間保弘まず安静時

の心電図，血E乙心拍，.畳 (CO) 心エコー図を定録

した 次に川電図の迫害藷E鎗Eま復下6ζ 毎分'"困転で

25Wから 3分間ごとに舘W ずつ刻版増の遭様負荷を

all outまで加えた.負荷中血圧を左止虜でカフ詮に

より鈎秒ζとに測定し∞，心エコー図を"負荷段.. 

2分必秒から 3分の..己記録した c。は ICG5mg 

を右対修療より注入し，虚血敏正方式イャピス'"度

計による梼"幽織からLilienfield-Kov・ob援で算幽

した一回鏑幽霊(s司は由を心椴敏 (8R)で

除して求めたi 心エコ ー図はM~- I'で僧帽弁宮下."，

Z墜を紀禄し!依望書末期径 (LVDd)，収縮末期径

(LVD坊を計測した敏信は平均土棟割陣偏差で表示

し統計検定は Sテストを用い p <0. 05を有.とし

た

Z 鎗 泉

図 Zに安静姥及び負荷問喝の心街...容を会g再開平均

健で示した coは安修時 6.1土1.3 llm.i1Jから 25W

当たり 2.31{m;0.ずつほほ車線状に増加し l25W時

には 17.8土3.2l/minと"倍ば遣した. BR もヨ，~

時"土11beatsjmillからl25W時 155b伺"/凶aへ

と巳ぼ竃縫状に2.2俸に増加した SV Iま安鯵時"土

初mI/b<国からす5w均 11じ3土24血J/b姐広まで1.3傍

に漸渇した均九それ以ょの負荷では不変であ噌た

・山形大学医学.附厩Ifiot"*，S亀倹牽包 " 周第ー内初

" 
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， 
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tω 
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，~ . 

制

“E 

2・u

官。

何回 2 T  ~OWーマ官寸百官官r-

図1 臥位選動時循環緒量の健移

暗号"本文#照

"V剖 I培 S拘 48H皿で!負荷時にも不変であ

勺たが， LVDs !1J:静持"ま3mmから 125W崎 24

土3=へと漸減した収施期血圧は安得時 122:%:7

血mB，かり 125W時 18宥走lS園田区eに蔚噌したが

盤強刻血圧怯安鯵待 14土'白幽翠eかり 25W待 79土

9111mB&， IC有意に増加したが，それ以上の負荷でほ

125W均騎士14幽凪B，へと強会曽した

彼後者の負荷持S定時1留は立.5-2地 O分 平均17.3分

と幅広い分布を示した。そ乙で21分以上の 4 例 (~ßj

22. 5.. 1.84皿勺をil(1I弘 18分以上21分来演の7例

。5.3館. 1.61111勺を第 2"，18分来請の'例。0.1

JI.， 1.66111')を第'"と 運動酎君事能により対象をg

'撃に別け.おのおのの心抽出動忽を比叡したI 図Zに

各習得の安静S普及σ負荷崎の HR，SV.COの推移を示

した前2者の対歎を償厳微に取る ζ とにより両者
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中，小s事障の運動時定重量必国間siO包変化
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運動耐容能，大9
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後

自転厳エルゴメ タの動同運動負荷法としての"1
の特徴ほ。負荷量であ否外悠仕事量の絶対舗を正確に

考E 
の号告の COがやlまり対3設で傾舎".の輸上に禾され.

各群とも負荷噌却に伴い HR，SV再者によ令て∞

が増加し，関ー負荷均の。。は"障ともほぼ同ーであ

.，えlま50Wでlま第"津 1LO土2.8 lf:刷，第2勺た

トレヲド'"ベ当マスタ 2段役定できる ζ とである君津 10.8土2.3l/rcin.第 3群 10.5土1.9//血 0，1鮒 W暗

a度検者の休IIに比康法では外街地事ば対重力であり.

したがーで定畳負荷とはいえ。

15.0土2.7，15.5土2.6， 15. 2土包21/lllin

しかし図上明ら倉、な

にほおのおの

の傾斜スピーVの食定とエルコメ タのワヲト数と

陪窓味が異えなり 例えば B~~ プロトコール1度指

が何Wに相当というlt凹ま 体Zがー定の特定製自

個人には成立しても.... 伎はない エルゴメータ護動

で同ー外部仕事に対す6心拍出広答を倹討する場舎に

負荷量が絶対値である以ム循11諸量も処対値で

降価するζ とが妥当である すなわち，動的建動では

仕事震と休厳緊炭取事件。ρは比例関係にあり。

ψO. IまFicl<の

トレフドミル例するで引ずれも震聞に差が江かった

ごとく各負荷関，.とも"専の位行動線三丈は異なり，第

11障は沼Rホ SV大第"浮ば HR九 sv小で

""障は中聞に位置した 例えば 10関Vにお砂るsv
は""尊134:1:33，第"障122走路I 第"理103土".， 

個

" 
人差b沙はいζ とが知られており0.

jber.t， HR ほ訟のおの 11.土13，121土9，149土l5o姐悩

/mioで，第1，第 31揮『訓こ有怠差を飽めた

左室内径縫移を..'に示す".安静時及び各"有原摺

で LVDd，LVD・ともに訴間の盤が信か勺た

各携の



“ 
原理から 00 と動鈴尿酸素絞差の穫で表され. 動

，，，，，，.察後菱重注体絡の大dζ依存するものではなく，

したが勺て以上の腐係において体格の隻に彰司医される

項昌はなし負荷量， CCは絶対値で鎗iまれることが

翠廊されよう

負荷の角信組に対して 00はおW 当たり 2.3J/rnin 

ずつiZZ重線状に場却し ζれは心仔勤よ .Rの覆

.. 状.SVの双曲線状の増加とより達成されたす年

わち HR120謹度の中等度負荷までは HR，SV両

者が増加し.それ以上の負荷での cc増加ま .R依

存であーた心エコ 函上 LVDdは負荷均不変で!

LVDsは負荷噌'"とともに漸減した 負荷王寺の収縮

期血亙倍増加したζとから SVの僧加は心筋収翁能

先進が主役と解され Frank-8taruIlII'機序の樋与は

明るかではなかーた心zコ 図による運動時左室内

径変化尼崎して定説はないか， Cra"ford ら"拡"低

運動で中場度負荷主でで陪あるが，唆々と箇めて類似

した成績を示している .R，心筋叡纏能両者カ吟曾加

したζとかり，運動時<寺動変化には交感神経a受
容体を介する機序がさ主〈鋪与す.乙とが示唆された

選動耐容能の'"よ各"草の同ー負荷玲 001三等しく，

奥諌ある堅実として注目された 同ー負街時 VO.!ま

3!車問等と考えられ したが唱て動修際政索後釜も等

しいと推察された すなわち，ー線健常人では運動時

の血誌を介した腕及び末繍での段禁運担動鹿は運動耐

容能と姐辺υ“、と解された しかし問一負荷時周-

ccにおいて "専の心宥動機去には明らか'.筆が忽

められ.a盤動樹容能の犬伝る""撃は HR'j、.SV 

実む樹容能~J，f.よる第 3 欝松 .R 大. SV小で，耐容

健治'$"の第"軍lま HR.SVと色にその中間であ勺

た 各欝の鰻大心筒2震はいずれも180beatll/mluと差

が包しまた申等度負荷以上での SVはほほー定で

あ，たことから."尊の運動時循環線経の差陪a最大
。3の盤で. ζれはsvの大 F乙2属国す.と考え勺れ

た ζのζとは非連動家と運動家の比校ヘトレーユ

ングによる翠動爾容旋縄国大広伴って観察された結果ω

と軌をーにして"り，注目された しかし心zコ 閣

による左室内密動惣陪表1のどとく客2障に差がなく，

色素'""首長による結果と矛盾した 心エコー国左室内

径から求めた SVと玄室泡彫法指示...."首長， Fick 

..新医学第38巻摘録

法などによる SVとの安静時での比般は多いが...

還の Gibsoll"の級告によれば Uyllcrgyがない場合

でも相簡は盗初の報告i三ど良好でないとの僧績が志る

還動向では杉下ら“が経度負荷問。ζ色素ささとの良好江

絹闘を報告しているがI 中高度負荷で蛤呼吸潜夫湖し

かIol還できない例がl丞とんどである"ど!問題が多い。

ー方色素詮による sv勤悠には治理的盤合性があ

るζ とから，筆者らは本浩による測定がより妥当e:o'l考

えている

ま と め

日 続健常青年男子.20名の臥位負荷埼心組出応答

を色素得..白書，心エヨ 固から検討した

2)中等賞負荷までは sR.SVの それ以よでは

HR の憎加により CC(色索活〉が負荷量に怯i~比例

して 25Wきたり弘"川;11)噌加した

3)負荷揚に LVDdが 定 LVDsが漸減，収縮

叙血圧がよ，写したζとか.;，sv t省加l孟心筋収繍能元

進に..づ〈と解され. F，組It~St4rlillg 効果の関与信

明らかではなかった

')運動書留容能の異な."草で，同一負荷碕の 00

t主等しかラたが酎容飽の優れたものほど SV丸

.R小であーた

町要動耐容能の大小は盛大 00 と関連し とれ

I!ft大 HRで江<svの大小に.. 因した

6)運動衝容能の異なる"撃の色銀法によ. SV 

と心エコー留による盗室内径動惣とは一号をせず遅動

均の後者の愈穣について俗更に検討を要すると考え勺

れた

文 献

1) Aatrnnd P.ベ).: Prog. Cardiovu<ぇDis旬 51.

1916 

2) C~wford 祇 ß..et &l. :Cire叫IItiollSi: 1l8a， 

1979. 

めBe1'egards..et al.: Aeta Physi同J.SeaDd. 57 

26，1鈴3.

4) Cl&useu.r. P.: Phy町'"~町村'9.1977

5) Gibsoll D. G. : Pror. Cardiol初 217.1鋪1

6) Sugishita Y.，et al.: Cir<lulati。且・0:143，1釘9



昭和初年12月(12， 1983) .. 
心不全患者のトレッ ド ミ ル 運 動 負 荷 に よ る 運動耐容能白評価

〈第'"回IIlIS負荷研究会，19W手'"目〉

児島俊一・ 松村尚蓄を・ 0 橋本文事長・

西島宏峰. 南

緒言

狭心症鯵断のために行われ石トレヲドミル運動負衛

鉱験では，従来からの B，以湿のプロト.ール"がー般

的と援もよ〈用いられてきた しかしながら，われわ

れは高齢者おるいI~心予備力低下の著しい弁康弘心

筋症等の器礎疾患を有する歪例を対象として運動耐容

能を野価す.ために運動負荷検査を行う場舎には本

来の B，_のプロトヨ ルでは導入の負荷強度がき

っしまた負荷増加率も急触であり還動負荷主審として

逮当でない場合が多く。図鑑を感じていた そのため!

かねてから B，岨原法よりゅ.やかfs.Bruee S出を

考案して使用してきたn 昭和お年 6~以後l却ま1年

「副ζ'" 例の健常者および各電心療~患者でトレヲド

ミル運動負荷後牽を範行したが，前途の理E留から B，

uμe・"-法を用いたのは2"例〈お%)に遣し，われわ

れの盤股では隆量負荷により各種心夜患患者の心縫

絶運動耐容能を秤値する.}喰が大会〈な。てきた

以下 B"健康法とわれわれの Bru<:elf~さについて藩

動強度~~始批血医等に及ぼす彰・を比較検討した

ので報告する なおその鼠絡にわれわれがすでに線

告した"犠血的に求める蜂気佳代附闘/ilA.naerob碍

目~hold (A'町"についても検針したので加えて報

告する

Z 対象芯らび巳方法

')対象

トレヲドミル負荷を行も、その基礎的江倹討を行，

たものは健常者e名および心疾患患者L関名。刊HA

機能分ヌ:."1度"名 n度"名， m度"名〉の針u2

名であ勺た とのうち健常者S名 4平勾"土E織)さ

よぴ NYHAiIl能分際E度またはZ度に属する心疾

患患者10名 “4土H.II::弁民.l8名心筋症Z名先

天性£疾患1名)について"伽笥園陸驚消費量作0，)

・北海道大 P医学郎循環署内符

勝・ 萱図寿一.

と分埼倹，..げE)を同時包録した。またζれとは

別に健常者7名 (31:1::5劃心夢息患者32名同士

138: : NYH.A機能分類:度7名温度"名皿皮12

名}について陪!鯵気栓代.."健を求めた

')トレ.，ミル量動負術後三定

トレヲドミル孟7ピオ品クス社製のものを用いた

運動プ回 ~~-Iνとしては Bro鴫原港および褒1 に

示したように以前報告した速度L1マイル刀埼，傾

斜 G%(stage 0)で開始いその後依速度を原法の筒

%1と椋じた Bruee1ft:告を用いた.

')心.図・血E・分時限ヨ11:;育費量1(Vo.)分時象

'"量(柏)の測定および四

心術教は... ，双鍾銭湯 (CMο で遂続記録心電図に

より，血亙はカフ法で"診により求めた守O，.~

iま毛ルガシ社製オキジ冒グによ令て耐定した VO.Iま

Scboland信法により，令EIまTiuotの旬間血..，

によー，て股立し向いずれも STPDで葱犯した ."貧
者はまず坐位といその得点で測定した健を前向車とし，

次いでトレヲドミル遷動飽始後1分ごとに負荷終了ま

で測定を行勺た 盆お各段階a分冒の値をその段階で

の値とした

‘〉強気佳代謝闇値の求~"

先に報告したごとく鎌気位代総閥鑑は，負荷低昼食時

の令0，と令Eの掬闘をマイクロコンピA タで錨薗

し，両者の直線的問周係が失われて守Zが守0，に比し

急峻な上昇を開始する変a留保での '0，値をも。て安

打措皆川乙h て求めた

n '" 
続

川 81"o.ee.. 迭とわれわれの沼田開表法との比.. 

(華民九回<)

表1に健常者による B，岬原告色関笈法でのす0，

値を示した。 '0，でみると B，"贋原法 stage1 Iま間

変法の・....nIとほぼ栂当し.Brm娼箆法位向原法
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置包伊 t以JlJK2&;織を'"えその後らゆるやかに運動

強震の増すプeトコ ルでおる ζ とがわかる図1は

..常容について還動強度すえなわ!>to， (mJ/kr/miロ)

と心抱段。収.Jlllina.VEの腐係を B，閣僚詮と

伺兎桧で比叡したすはわち横倒ζ マO.の事均絞

，!El トν，ドミル選a抱負荷の渇加に帥うu鎗嬰の・lril.Brue・ .迭と B同~"法との対比

... 
，"U 

1 

- 1 

国

踊骨

...医学第"種鱒録

舗にそれぞれ心盆象 眼縄期血圧..Eの手当をプロ

ヲトした念丸いずれの権ilb Bruee 康隆同lf.~舎で

ほ{玄関-.上にあ今たすはわちプ置トヨ ルの速い

による負荷崎"・1の長湿は~令て b同一運動強度代Oけ
であれば健常者でlitllli視の反応にあまり"のない

ζとがわか勺た

:1) Bruc・変迭での竃窪"，'.M者と健常者の皮

Iliの比忽 《国 ')

次tζ鍵常者， ..経症~.!!I!.m.患者10名を対象と して

BI'U~ tr:法で全員遠慮可能で~，た畑. I-U 3段階'

分負荷の各段婚8分自の VO..VE.心舗数収尾期血

匡について向島を比鮫した VO" VEではこの恥噌

までの‘量負荷では商務ともほぼ岡じ僅をと今た心

n 患者は鍵常者に!tぺ必鎗"で隠多め 収淘期血圧

でI三億めであ叫が調官""有2訟の.t:C!めなか。た

叫心配患患者に~けるわれわれの退勤負荷盗:Øil

.... (表町

'" 1孟 B，阻百世で盤状による恩界を接点とする

金大負荷を行qだ心疾患患者106名について B，"調

度差 0・1-113段'"分負荷を途事でゆ止する ζ とは

U闘したらのの割合と 阿出鳳酎憎でみたt

""'との関係を示してある NYHA四度震で明らか

にその達成事ほ僅かヲた .. 大負荷を行ーたにもかか

わるず。己の負荷滋で特別江副"乍用はなく 負荷中止

の湿闘と江。た盆札所見も遍動中止により速やかに

-
咽

• • • • >> • ..姐

咽《νー•• •• • 悶
.''Jν ν
 

《

••• 
E
 

•• 
凋

剛

--
a

・

噂

国1 健官賞者"おげる運動強度刊O" m闘士50) に潤する B~. さき Bru.・受信告での心伯盆

収温"m...分時."量〈いずれも血闘士50)の度調阿梅違
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/1 
..， ..・4
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.. ~ 10 

'晴
。

" 
R 。 " ':1.，. 

鼠， B開甥家法にお砂る健常者 (N，ぽ温叫と経症:，c，.不全患者(""'"胤，)0)各段階での

分均lU!UI{，取畳 cvo.)，分時換気量<"E).心拍数 (HR)，収縮期血毘 (SBP)

表Z われわれの負待法(Bruee変法). 0ド工~n9分踊

でのもG不全患者の負荷連成率

z " 2・舗 .. 

z 5・ " 87 ，g，‘ 

E 

" " 57.91‘ 
w 

摘突した

‘) Bruo・変去によ..舞伎代樹園..(図')

悶'1'俗気佳代鰍伺依?と逮するまでの時潤とその時

の VO.を示した 健宮信者 NYBA 1. II. m度で

俗嫁気性代劇周峰崎，.まI それぞれil6.3土Ll，12.3土

1.1， 9.7土2."6.9土L7分でありI その時の守Oけま

それぞれ ".82土2.W， 2L80土4..19，11.00土3.17，

礼"土2.8s mI/kg/lI1Ioであ，たいずれも心疾，

山

紐

2・l

島

..佳代.同値嶋崎

.VI<ef." 

一…酬 m• • • 俳句・."(o-~ (0・喝

舗

" 

• 
" 
" 
秘

..佳代循闇値付0.)

1 .~ø 

4 乏..1'1<.生丘旦
剛 皿

(1-1) (0-" (.-凶炉.

..' 健常者および心疾患 NYRAI，lI，m皮傍巴

おける B=調家法による.."位代副首鴎幅臨時間

〈幽.)と嫁気佳代総開催〈マ0.)

の重盆，.をよく反映して.筆者ほど早〈に餓気性代側

関健に遣し またその得点の'0.も重症者ほど低か

弔た 広おとの健気佳代樹鴎佳作'0.)陪阻ま守'0.

をよく反映してその朕トw7(}%に相当した



.. 
直通考 家

われわれの Bro舗夜法は.Bruce原告会に比べ箆伏

を終点とする金大負荷を行う揖合においても より安

全かっn細に'"勧樹容能を将領するととが苛鑑であ，

たまた乙の方法で11.'Br岡原法 ζ比べ岡 遺動強

度までの守O偽守E の測定困段が多く芯り. VEが

VO，に比べ急度江上昇を始めるあすなのち雌気佳

代錯網目Eをより明確に見いだすととができた ζの剣降

気佳代粗鋼値を指概として用いると a..ucesr.法の運

動強度の低い良質量で，好気的運動耐容能の縛価が可能

であり 心疾患患者の治録効果の判定臨依筒状の推

診を追うの巴も安色容易に録り返し負荷が可能と忽

われた しかし。ー方 B，_原法は阜<"'臨安由選

動強度1ζ遣し，狭心盆江どの心電図.. 慨に有用と恩わ

れるが心予備力の低い症例の遷動耐容能を知るために

怯不適と恩われた したがqて遷動負荷プロトコー

ルは冒的I 症例に応じて使い分げるの抱強床上速さ皇で

あると考えた

結 居

心予備力の低下している心疾 F患者の運動衝容能を

lU際e学第"槍術録

知る昌的で， トレフドミル段階負荷 Bru~ 康法をとえ

量定した 乙の結果，争きに NYHA ml1:J草でも安全か

っS手綱に畠的を遣するζ とができた きりに蛾気佐代

紺崎隆を指栂として用い.ことにより， ζ の負荷方法

の還動強度の低い段，.で心疾患患者の降気的運動画館容

能を判定す.ことが可能と怠勺た。

文 献
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8trait G.: Exe間"回tittgill adult IIQ四 .1

帥 jec:tsaud cardiac patienta.岡山田"
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"鈴村尚乱他心疾患者の運動耐容鑑ーオキシロ

グによる検針ーー最厳医学 31: 186，1982 

El1estad 0)プロトコールについて

図 ホサ

乙のシンポジウムを金副された戸山先生の弘に治す

るお勾ねは。

Ci)f.i:ぜト νフドミルを用いて多段階週動負待髭験を

する必要があるのか?

@はぜ私は診断のためにE11句...のプロトコール

をm川、ているのか。

@日本人にはどのようなプ冒トコールがよいと考え

ているのか?

という ζとだと思うので，それについて忍の考えを

述べる。

・出裂E堅絡大学第二河内柄

E長

〈第1咽傭"'"負荷研究会， 1981刷局8目〉

ー・
一

運動負荷銃殺でι腎還と江るζ とは，プロトコ ルを

つ〈り。それを周いる窓念が医者によヲでか依り異な

ーている運動とは盟関由旬、図。旧民 ... 間舵等

の"阪である ζζで 1110'1.四 n'とは A抱告から

B地提まで動〈という 1図録りの移動をいうと思うの

であるその例が脈""同， .別.1II...tであるつま

りsingle.tage tes亀とも、う ζとに忽る 冊。バ100とは

ある目的点に速するまでの絶えざる動会をいうと思う

そのよも斗閉ま politi叫包叫00で.皿叫出....'創a

とはる
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と三ろで ue~lIe とは。."助より低むしろ銀.と叡

すべきでtギ 'Jシ7以来の置欧文It.;害調障の自民本をつく

今ている戚念であると思う すると還勤とI~ 当銭の

ことはがり m凶b.t勾"舗tとなる 負荷と"..罰を

与える乙と"ので， 医者と患者の閣に局Æ.;ðl~要で~

るが そζ広前迩の共通した文化的背金が前鍵と包る

剛Jtiltage回色を行う混合に.プ回トコールの冒

撮すなわち選動の終点をありかじめ"定してお〈 ζ

とが必要である'“ 終点が >0・の飯九つまり生

理的.. 大とするの'"廠腿的判定なので.臨床的プE ト

ョール隠とうていつくれはい患者の自覚念丸す包

わち患者の柵締的..大を終点とするの陪 B_のプ

ロ砂コ -Nである 患者の判定による是大a す伝わち

血康的..大を絵風とするの比盟国t“やKattu・ら

のプ包トコールである マスターズチ"は検牽俊郎

も行ラているのがわが置の現状と"う

B，_と EU..tadoプロ トヨ ルの比綬をすると"

Bruee Ci ~ν ，ドミルの傾斜角度と速度を唱している

のに対してE11帽""勺"角度はそのままで越度を

樽している 金涯でliElleat“隠プ官トコールを少

し震えている しかし与えた負荷量に対する..大蔵索

前費量，あるい低心鎗鼠に闘する鳳り.B_企

E祖国...のプg トヨールには震がない

EIl伺""1玄ーつのプot=>-ルであるのに鈴して

B，_  は. . のように週心Iζ従，て・~....と，.­

怜~el Q)::つの方式を用いている 髭般に摩して EIl

=""は医者がおかしいと恩ゥたら鼠験をやめるとし

ているのに対して B，岨では附obie四l<lInUIIlか

Iymp旬四臥問 m&:tIll¥Umまでや-てその畿でやめ

るのを原則とレているというのが大企江迎いである

負荷の中止昼・として予測心抱段".ST Jflt. 

.. 
あるいは血圧の上興等を決めて.ElIa凶..本ζれらを

.It{f~としているのに錯して B，岨山れらの信

号を必ずしも.，.し忽いま繍をと，ている 負荷陀伴

い生じた胸輝も，負荷以前に慮じた銀大の編みをW度

として EUeatadはその-'"手前のE度で中止する

@に対して Bn閣の・出，dOnIのデeトョ -"'1'1.

a医大の‘点までに歪勺て初めて申止するのを原則とし

ている点が大きく遣う 図"主'"院の・."医者であ

るが負荷が唱すにつれて ~O. .長丸す江わち生理

的長大に遣し 見るからに箸しそうに江，たに.かか

わもず。目覚.. 九すなわ色生理的.. 大と怯'".; f.企か

噌た ECGで怯 ST降下が包め勺れたさ切に>0.

'"様少するので.臨床的..大と勾えて.，院を終7させ

た穫で聞いたら&慣が..れそうは奮しが，た砂れ

どもがんば勺たとのととだ雪た

すなわち EIl舗姐d払温動負荷援に習熟した医師

がa医大と恩われるとιるで負荷をゆ止し。患者にもい

ままで緩験した盛大の苦痛に遣する"に令めるように

といーでおくのに対して.Bruc'l l;t Vo..医大か患者

@直覚a院大まで運動させるのを原則としてい§と息う.

aは運動負荷ほどは.医者の責径L 臨床的優大息を

とるのが患者や機厳に額るよりよいと思うので.思1

・1・dのプ固トコールを鐸周している

，..の問題について低多a満遍勘負荷威厳の利息i急

患者と患者""々野舗で会る抵駿であるというζとで

ある 医者が直銀患者を組事して，;1動応体う皮広状

惣や慢鑑を倹討で金る ?!I::IC.!Il!Cで息宥の.>タリン

グをする また患者がおのれの体についての自舗を得

て. ..していζうとするζとにfJ:Q. 'Iたさらにお

のれの体力について自覚をして無舗や械金に積極的

広包るという&育効果を色たらすと思う

表. E1Ia.・dと B同組プ個》ヨ ル@差虚について

適応

割恥叫 明らか

自同自4・"
C・Ht岬固iau・'"

S@ PL 
.，.圃 四 1

h・，..帽t 岨 Z
のあと
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図， ，定例唱の瑚..，の運動に対する院時心拍飲の反応

、・.

SIIOgP7 Q， .. "n. lI.~ 

一戸...... . 
-. • • ・・.

-• 

クを作り!それ以上の高周波領局長では碧明に減少 し

た 位相角も閑微に周波書支が高〈なるにつれ位相が遅

れ利尋のピークに陪"一致してピ クを示した

図‘に各・....での平勾伝逮関2訟を示した低減

の苧j渇は.....と平行して忠信加を示すが 中高滋で

の利得怯.....に伴い増加するもののその増加の程

度は低い atageの方が大きく " .. "や3ではプラ

トー格以上に大きな利，.のピークを示した一方位

相角の遅れ位。.....が低いほど少なく ltagel ~ 

・""，での中織の位相角 lまむしろ進みを示した

ø'"'l~ • 
atageSや?では中域の還れが著明であるが 0...，回

以ょの高局長では.....に関係なくほ"間程度に位相

角の著羽I)jf，t"遅れが見られた

阻2

『旬旬、、

一司.旬、‘晦句-崎町・.

F 守;:; z 

'. ." 
'・， • .‘ 

-. ..酬… 定例 TSの.tIIge7の運動に対する心姶歓反

応め勤特性(&.・磁包〉

E 考書陸と筒篇

蓮動負荷時の心他殺応答特伎の解仰とは。 S"'=ド

細園"以来仮怨方屋支への fittiDg法が用いられて

きた しかし これらの方法が多数回の実験を必要と

し 怨定された方程式の特性により得られ墨情報，.限

定され。その生理学的~味づけも図簸であるのに比L内

今笛間々の用いた方陰iまI多喜設周回実験を必要とせず

飽かは心鈎散の変動をもよ〈反映し 心伯宮古関節系の



.. 続医学第38巻補陣.. 
その他のテストで陪

J"'~民放待帽を考

わが匿の現状だと恩うが

医者の立ち会いは不可欠である

のが，弘う代僑と

(表的まず

還E的負荷の四つの方式の各々に引、て

得.受益とにつ山、て比綬してみた マ

，スターズテストばトレヲドミル訟験よりは

負荷量はト

虚血の検

安上がりである 逆に受益では，

レ，yミル紙設で最大となりうる

えると

也でtますでに遺べたように盟国と ECG

以外の方式では下がると考えている

でみる操り!われわれの成績でも各方言舎で感

度に大差隠ない しかし盛運動をみるならば。

ECG 

トレヲドミル4本マスターに比ぺては.かに震

さきに述ぺた銀縁するれていると思われる

， トレヲ Vミルでは優れているが!効果は

またスタ でほとの効果はまずはいと思う

トレヲドミルではマスタ

百本人にはどのようなプ

鼠..に伴う収入i志

ーに比べて安過ぎるように思う

3番目の問題で，

スターズテストでは必ずしも密簡が立ち会。ていはい

舎
内
ホ
コ
老
舗
a
e
Q

ロトヨ ルが良いかというcとを箸えてみた

歪防が文化であ?て平等学でまず調停'"也、

-降醐JUl(.II~/\a1 

健..人でのトレヲドミル鼠験の 1例01' 

遷動負荷の方式とその差異について

代 価 ~ 益

摩 m 
E 百

負 虚血の憤出 • << 
調

師 • 量 間 N回.. 度 入

M..Ior'・同凪 .' 喜 |

沼 。。1認 |ト)1 
2. Slop ~田島 I@ 。。

大g忽しE 
。

，. ，四ーdmiUt.叫 要 • • 。。 • •• ，~固咽.， E @ 。@ @I  

表2

トレヲドミル低放の申立想虚について表3

s 
吉Z

EE 
o • 

i; 
ii 〈例。_N・.， ω・・3

(3jti) 

( 1$) 

( I ~場〉

( 1%) 

t 

(3f哲)

2 ('・.，
《割弱〉

" 
" 

白山田旭川崎

組"・n!i.lID.!'皿伽且加}I

〈錨.】

。2形》
〈“勉〉

u 企曲川-，・〈泊〉

Th凶(~鍋輔〉

。出向 (tn)
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のように各々1.7と3milν加川rとな'.図2のElI。
・lodのプロトコールでは 前!と遊べた1.7及び 3mile 

は怨い以上川運動哲学の酋篠がpνヲドミルの検討に

依必要である

.12に負荷の銭倒防よ /bourのttを.. ，著の是初"fflいている そ乙でζれの

9%少ない量!す"わち91%EII四~d を仮定すると

どのプロトコールが良いかと

図2のような負荷とな答 とれまでの成積をもとに。

心姶数の変化の平均をみると!信8司の少 し緩やかな変

化となり 日本人により遣しているのではないかと考

Ell舗 lodのプ包トヨ ルど事り，

われわれがζれまで約1醐例館行したうち，負荷の中

止理由の明らかな鉛9例を倹射した(褒J).同9例中

223例i すなわち“%はプ包トコールを完了しなか勺

いう ζとである

えてい.(4%はプ首トコ ルを完了したが。残る騎%は完

その主な翠歯は f曲lI'ue，d.ysplle‘ 
た

めとま
7できなか弓た

①まず運動負荷俗多段階で行うのがよいと息う

②トレフ ドミル負荷は箇床的是大を終点とするのが

ζオもら

プロト

l創"旭i...~b白色 p刷E 及び ST 異常であラた

btilflle， dy・pou及ぴ，"戸岨ほのうち

よい

②E本人にはE11Htadの原さきの9%ぐらb叫".よい

歩行a度が適してい忍ように思う.

1) Pol1侃k M.L.，B。凶.IlIlODL..， c∞lper K. H司

'"館，S町 eR~ Wb.iteム仏Lillller'udPh. D. : 

A 伺.，..軍tiveau.eJy・;.oC four pr・"'"措Ifcr 

="盟国国mlll・a即抽出巴血血

-民文

ヨ ルによ，てかわりうる吻止理歯だと思う

トレヲドミルが日常生詣での8断行をさせるという負

荷を原則にしており 走らせないのが顕別であるとい

う前健で考えてみたいと思う 旦本人男子の笹還歩

行は図2のようで平御成年で2.6 milefhour，老人で

L $ mile/hourとなる とcろで米冨白人と国本人<D

多行の差が股下の憂さにあると考えると。約"援の釜

がある.日本人の歩行温度の 9%婚の舗は，図2の左

J.92 : 39，1976. 
"区仙ji'I、泊ooD “M・xima1M e:rercise ~tr咽...色

by tr飽 dmilIfor evaluatiOD or阻 rdiaefunc:ti伺

(シンポジワム)， JpDα."， J 4.8: 159，1979. 

め図村..ニ d沢宏文室岡寛運動負荷心電図

法に定砂る負荷量の検討ーその受益と代価 ζつい

て心J( 12(1): 3_9，1笥玖

め宮崎智也他血回転乳量豊値測定による運動中の心

機能跨伍のEまみについてゑ厳軍学 部(3)

6s3， l従犯

め函付厳ニ."沢武文!他 トレヲドミルa医大運動

負荷鼠験における 「目標仙鎗歓jの窓畿について

心岨‘ u 犯3，1919 

附山'"

ノ〆

日仏両;瓦b

!iii;e 
tすすすす盲

n~1民..)• 

‘下町 i 

すすすu

E' IFSTAD 

• ー

日れい
s 

" 

E旬

El1_tadのプ包トコ ルとその目本人への応用

について
国2



回 最毎週医学第".繍録

多段階トレッドミル負荷試験における問題点

(節目回循環器負苛研究会，日81年s月呂田〉

斉 蕗 宗 靖，吉 図 茂・

西山 銭ー・ 菅野手口治・ 土師一 夫 ・

平盛勝 E・下村克朗・池図 正男'

低じめに

多民..トレッドミル負荷鼠験 αA下 TM民."を

行うにあたり，留Eすぺ会点として，① 検ヨ置の対象

と白.，.③ TM民放プロトコール @心電砲事出

a草紙@冠動"有意後窄の".・ ととに冠孝信の絡

んだ後<."をどう，.うかなどがあり， ζれりはいず

れも TM民放を秤倍する上で軍要である 本研究に

おいては との中から。心電図判定着払 ζとにゑ近

広〈使われるように盆弔た負怖心電図ヨシピ鼻ータ解

訴さ主.("町甲.，社製 CASE何副〉の判定"!I<お

よび窓掌舗の絡んだ狭心盆における TM鉱験の解

釈の2点につき後針を狙えた

Z 対象と方途

事免dじ症患者1・5例および健常者"帽のItl冊例を対象

とした ~(.，症患者は金例に冠動脈造影が施行されて

おり!とれを次の"障に分けた:①1後以上c:75%以

上の器質的狭窄を有い際限性心筋寝室を有しない盆

例 (AI払 58例).<<周様，器質的狭窄を有し漉，.

怯心筋Il..を有す否症例 (BO本 53例).⑥ 7~%以

ょの審質的峨窄を有した温い狭心症例 (ct，34例〉でI

C'学院。 s例を除〈金例限定動脈迫修中に窓琴緬

がE明されており，残りの3例も安静句s'r上昇を伴

う胸痛発作が配線されている いわゆる VILSO"p・stie

AlIgin" (以下 VA)でおる健常者 (0鶴〉“例中

お例は非定型的駒痛のため冠動際途"を擁行.75%以

上の後窄を包めず また定着匡砲も征明されなか，た"

例で!残り19例tまも吋コゆる健常者であ..

TM鉱験プロトコ ルは， '.  0;2.51{血/h，、

0%， atqe 1 : 2.:; kmlbr， 10%.・tage2 : 3.:; km/br， 

m%， s1aie 3:4.5k回/hr.l0%.atare4 : S. 5 kmj 

'.立櫨.墨痢匂ンタ 内お ι調書Z伊雪

1Lr， 10%. 't&fI'":; 広5kmlhr，14%。書簡伊 6: 5. S 

缶四/hr，18%.atage 7 : 5.:; km/hr， 229'6で通常."'.

lより始め，検査院の間..かり運動能力の明らかに低

い者に対して憾 l.tageごとに，それ以外の者に対

して低"....ごとに負荷霊をよげ!中等度の胸腐

水率 2..以上の ST低下-， I~念ト一般的伝運動申止

"・K従勺て運動を中llo. 1分間の α淘 1Downの乱

坐位にて10分まで鰻察した心電図の解析は， Marq 

uett縫製 CASE'T'" を用いて行い!包録されたJ点

個位と ST510peから J-0. {)8"のs'r傭位を計算し

た

CASE'TII'においては。心電図波形は:25(.>岨逐次事

淘加算されて紀録されるがその庄鑓心電図中 % 

のJ点則位〈血叫と. J点かり1/8R-Rないし.，

..~温んだ点とを絡が.，.開(..九~)の和，す認

なち ST回 du:"も逐次図 1に示す J点と剖."

で帰戒する率直上にプロットしI その位置する畳高の

却..番号をとー，て判定す.仕組である "..の区分

けli.l:u管制i....2 : borderliDe， 3 伊 sitivーであ

る他に V，と・V，のJ点と slopltが1分ごとに印

字されており，乙nりの儲か切揖々の基調障を針"する

乙とも可能である 4同検討した宇j定基司自は V，お

よび .V，の J-O.08"の ST偏位(-0.5 111mと-1.0 

mm)，ST index (-o.5，-1.0)，CASE判定(.略1Iuve，

borderlIllo， pωitive)のs種で"るはお CASE判

定以外の判定Ji噂においては，運動恥回復期を通し，

STがa医大に下悔した均点を傑照した

震動脈遺影の判定は A区AのiI!i!:lt"に従い 75%以

上の袋窄を.'て有意とした
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後穆のすみい群 (CI誇+D務)から S戸抱ficityを求め

ニつの eutoff le~el を車燥で絡んで. ROC平面上"

との平:jiiJ:.左上方に位置する隠と

果結E 

示した〈図的

....sitivity， sp!担ficityが高く。 2郎、判定....といえ

aV. ST indn: (ま平面下方"位霊し。

各種 E 判定丞割障の穣封

負荷心電図 ST判定基畿として

oω"'"備位 (eutoff Ie>叫1として 1.0 m.m， -0. 5 

2也血)，V，と .V，の STinde玄 (-1.0，-0，5)，V，また

J V. にさ妙る

2 

.V，単独る

'P旬れ使用が好ましくないととは従来どおりである

他

の~.憶をみ.と v， J...().OS" ST傭位(-1.0mm)，V. 

ST indu (-1. 0). CASE何附判定通量噂 (zone2を陰性

とした場合〉の三つがいすれも st!lsitivity64-65， ... 

fieity 80%前後が必要であるとの前後に基づいては .V，の STindn:が通露関陣(-1.0， ...()， $)を粛たぜ，，，.

および CASE'T.l>判定基隼 (z<me2 錐とする判定，

を陰性とする場合と陽性とする場合〉の五つにつきI

有窓後窄髭(A欝+B 11')より 院 Dlitivityを，有意

V.また

-1.0以下を

(V.釦 daV. ST iDde:r;)， 

.pecificityを乍げるζとな< (16%) ・四

・itivityをよげる ζとが可能であq た(15%).

.V，の負荷心電図......tl，..lttにお

"る役割

.V，単独の場合s四sitivity陪低いカ丸 V.

乙れに対し

ST i凶区

差がみられ信い

は‘.V，いずれかの

陽性とした舗合

• 

で。

. 0..11 1&....1 8'阿~問問畑町E
d・Mι

• Wo..' .四d 町 、:J)...d，1・.i・
......u.o岨同師、除輔副銅山
klr..... &d山...γ 問 .inri. tbe 胤.，-叫.-叫

に .V，を加える乙とにより・胆副tivityが

そこで .V，の役割を 自慢"位心

2防省，..を有する狭心症例を対象に検討した

!! llC 心筋梗穫の有無と TM鋲駿聞冨1

の調係を示す判定"..として!V. 

上昇する

th'ity 

または .V，の STinde:l 

+0.5 +LD 司令"

p。ー富山E
6 

却~，

-1h -臥S
岡山，wn-" 

si 

(-1.0)を用いた

V.およびiIV， ST iodn 
l!larqllett 社 CASE<'IO)による負荷札~'2Ii:図有限定方法園1

梗奮を有し

ない罵 (A耳障〉における・eQsitivitvIiそれ

ぞれ倒%.36% 使Zを有する欝(B群)

の，...... 3， pool.i .. 田明 z， 1Hml..Lioι 舗 u ，叫・"叫

M隆明I!~伝~#.Ii.

に

43%であ今たそれぞれ"".おけるそれ"

v‘κ .V，を加える (V，IIIId aV，51 indn) 

.ensitivity は.. 障において 5% (66，彰

_71%)上鼻するのに対し

(62%叫す'見。の上昇が見られた

筆郁位別に見ると。的援..穫において.aV， 

のみで陽性となる症例が20%(6.β0)と多く。

v.に.V，を加えるζとにより.""瓜斜計.，

tま初%上昇し下"梗塞の8%より大でお勺

.，揮で棺1"彰

きりに穫

と

-曹、 J-I. OI"(・~

.1'， B1'1崎市叫

・u甥"定

・・"崎市...... 旬・...前回z

m 

'‘ ... 

巴4・
a
 

E
5
5
2
2
t
 

v.属 関 悌atic:A..Ii_に~l7ç TM 

院風岡色調陣 (aZ)

Vu.・陣&tieAD唱団(C，私

た

a ~.‘ 
4吋‘

駒

ム

"

FP ...TlO -
L
ω
 

・1

包例〉におけ

V.aod aV， ST indu るTMI<験陽笹本は

負荷心電図各覆判定基調院の S佃 aitivity，.卵副墨田.，

各判定筆障に勺舎二つの四1・，除鴨1をとり ~平iiよ"
直噂で絡んで示した

-… 国 2



“ 
筆集Z 心筋便..の有線および部位と。マ"aV，t持者の

虚血昼食街寧〈・・山<I~i'1)

伺定益. .，尊〈心筋梗書
えなし " -1<1) 

ヨ醇〈心筋...， ・・5凶〉

V.町 1山 z
.v， S'r!曲z

V， &I>d. .V. ST i山副

.. 専に認し

V.由l'iDdo" 
.v.町，.，・.

v， u <l aV， S'I' 1.4 .. ， 

V.申暑で高性

aV. <!)みで回世

罰揖噂で層住

高島事で陰性

“. u. 
'"首

n. ω. ". 
岡高町EKE伊

凶" 駒形 T哨

' .. ..，膨 ..調6

". “. 鉛F彰

泊 • s 

• 主 2 

' 
s 2 

s ー L 

抗 出 aV.$T 1由墨 U. V. 't ~11 品いずれかの
2舞場で益事を.たせば濁憧とする革.

表2 Va:闘pa.ltieA.nginaにおげる TM髭験虚血検

出事

Em空2SFずる胤、

血管.・佳決心疲(CO)

み..。で.鎗健要績
の大きい.""

歯切(V.'tf;I:l:aV，ST 

T哨 〈町111)

29% (lØ~) 

33~ (5{U) 

品外1望者主上位"例を ".σ四 〉

(-1.0)を用いた"合29%.C.A.SEft加判定 (ume3 

のみ陽性}を周いた場合21%と~健であ勺た また

/..， BIf中."緒佳要無の大きいと考えられた15例

〈窓奪緬のE明された症例5例.sr上興発作の包録さ

れた盤例2例，発作が主に安静時である症例8例〉に

ついても鍋栓a院はと色11:::33%であ噌た さらに A 

."からζ れら岱例を場供外するζ とによ，て，陽性'"

ば，15%から81%に上昇した〈表町

" ，暗 .. 
負荷心電図@皿pu"~ 解析籍軍が是近寄支が固でも普

及しつつある治九今回は ζ の中からMal-quett社

CASE'"''の判定通"・"検討を加えた.<の設置は，

.. 新医学."着陸橋録

ST ind.:S:による .. 回判，間接を用いており， ζの

00110棚法 自 体 は従来南町判定a帥と由制W

ity. sp阻 fic:ityの長で差陪みられなかーた しかしな

がる CASE'T凶判定が V.のみで斤われているとと

ろに問題があり.V.に・v.を加え.ことによ勺て

.pecificityを落とすζ となしに鵠"5it;v;t，.を上げる

乙とが可能であ勺た また .V，の虚血2診断における

有沼佳l'!，心筋梗塞を有する狭心症患者中でら附墜

復書例区顕著であるζとが示され.CASE τ凶判定解

釈の上で留意し伝ければはらない点と考えられた

今悶の対象における TM以..<<血後出の勾edf凶句

は豹駒%であり.ζれ信過去刊の文獣"に比べ隠い ζ 

の理卑として対象とした健常者閣に偏りがあ.乙と

が考えられたす屯わち D酵~例中舘例が冠動根遺

彫を維行された非定型胸痛患者であり ζ れ切の症例

には負荷心電図異常を伴うものが多〈 冠動脈に異

常がない定例が必ずしも健積者を代表してい伝いと考

えられた 文献的に隠卵%前後の句組fieityが鰻告

されているが.. 今回ζれらの事情を理考慮し ω男前

後畑 apeeifl<lityのもとに， ......tl 'O.l)' を~じた

近年挟<."発生健'"にお貯る建省医継の役割が強制

されており 定君主砲の鐙んだ狭心症例こおいて TM

鉱験陽性寧の低いことが鰻告されている" 今回とり

あげたC'浮および A. .群中奪続性要黙のつよい

換地鑑欝においては.TM鼠昼食属佳司院はそれぞれ29

%. ~夕日明らか屯偲盛を示した TM 鼠験問siti.

"，ty，'p飢 ficityを省ずるにあたqて11，.a勤.. 有怠

狭窄，... ゃ狭心症病型に対する配慮が重要であ率乙

とが示唆された

鎗 密

TM鉱塁突に関する 2_3の高風点"っき検討し.次

の結果を得た

1. MllI'quttt全土 CA<E判定泰司"ま. V.弱噂の

みで行われ.下翠緑導が考慮されてい広い点に問題容

が優起された

， 復書を有する狭心症例 (ζとにm重複重症例}

において。下室続導の重要性が大であづた

3. 足率摘の.. んだ喪心症例におけ石.TM訟.. 筒

性寧はほし乙れを含めて負荷心電留の S聞飢tivity

を備することに問題が~oた
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文 献

1) Me'百阻.]'P. L弔 ttal. : Am. J. eard101. 30 

7‘7，1972 

“ 
2) A.ulC箇 W.G‘etal. : Cil'C也lation51: 1.l9'I5. 

"斎蕗議場，他 S窓会'"株 SO : 1961.1981. 

.，深見緒。他呼吸と循環 2・ 1213，19省IL

~血性心疾患由診断および薬効の評価における

treadmill負荷白有用性

〈第沼田循環"負荷研究会， 1981厚 8月s目〉

間 島 智 窓・ 鎗 啓 ー・

勅使河原敏明・ 大橋

はじめ広

，~副dmill 負荷Ii.虚血盤心m.!'.のS診断，心機能の

野島虚血性心疾患治録剤の効果物危心跨..~後の

rehahiJit凶 00などに適応を有い今臼循環墨傭緩で

広〈用い切れている

今回唆々は主として虚血性心疾患の鈴阪におゆ

る trmdmill負荷の有用性および色"岨岡山負荷の

'"効岬価への薄用につ崎、て途べる

エ方 諸島

treadmill負荷はフタダ製 tr鍾dmmを周い。修正

B，~法"あるい陪夜々の宥策した low I.vel p刊か

副"に縫い行勺た速動負荷心電図の判定"'"陪

証aster2Af時 では O.1l5mV以 じ 同dmil1負

荷ではO.lmV以上の虚血性 ST低下を陽性とした

画監察f別貸量はフタダ製 d.巴trollletabolorBMS-600を

周い速観測定した

週沢町震動脈泡彫は JUdkiDS絵により行い，震動

脈内館の切"臥上の秩窄を有，..魔とした

血姫レーン活性 (PRA)は...，幽mUIlOQ腿yに

より測定した

E 結果忽らびに考案

，. 虚血絵心度患の"断におけ.'"・d...ill負荷

。有用性，"に M.. tn 2階段迭との比"

"還動..，晴氏.. 個性'"の比彪

・名古屋保健衛生大学星学徳内線

進・ 水野 度・

無.. 領者に運動負荷鼠験を行い。その陽性寧および

予後について検制した鰻舎は少な〈郎、 M届~ 2 

階段法での踊住専lがトー11.9%， 方多段階位制d

似 11負荷での陽性事118.9‘..."と縄舎さ払多段階

t闇 dmil!負荷の方が鶴住専念g高い また F，叫岨附

らへ Aro前 WペD他 aら川ま同一位険者に買運動負荷

を行い， Mas町 2婚震法に比し多段婚 tr錨.dmill負

荷の陽性率が3-9倫多いと報告している

我々は.臨調債を主跨とし'"血性心疾患の援われた

102例を対象として Muw 2.2階段君主および多

段階亀:readmill負荷の筒者をほぼ周じ時期"実路C.

"動員荷民駿属性事を比e交した蓮鋤負荷賦峨陽性例

博 覧崎健" 階段法で依19例 α9，，，であ，たの ζ対

し， ，闇_， 負荷で怯鎚例制'"と怯1<2俸に漕

却し開憾の成摘であーた

.，逮動負荷心包囲と思動脈""との対比

稜々は a血栓心疾患の疑いで冠動脈途彫をB直行し

た'10時EついてI 滋笛田 2.2階段議および多段階

tr曽 dmil!負荷の(.'1;回目所見を比電愛した 鑑動院内盤

の.，，，以ょの有望~r.ítt窄のあ ó16B唱のうち，運動負荷

心電'"陽性例〈・包創tirity)拡 M..ter 2階設省告で

怯7例(“'"であ，たの"錯し "'"'瓜11負符で怯

10例〈関%)11:増加した ー方， 賓怠な窓動，.. ".のu
い15例のうち，連動負稽心，.悶禽佐例〈・伊cifi~itJ')

はMu飴"階段法でほ9例 (60%)，tr司副凶出負荷

ではM例 (93'-のであqた

運動負荷む竜田所見と忽動畏遺影所見とを対比した



関

諸君Rの伺告でほ。 .. 血性 ST 低下を抵凶U~ 2:.e益

で怯 O.O!imV以上，多是.."噌“111m負荷でt!0.1 

.v以上司長沼佳.:.L.忽2崎援内陸"''''段上の袋事を有

定心街変とした場合。開酬引げは抽山 2建設

桧で認処ー."ベ唱.， tr鴨 d悶ilIA斉では7l-80l'..でああ

方 'P側!ititr !!各々 80-83%，鈎-91~.とも、う成

後・，.山である

以上のEごとく."'"性心僕患の使幽およ3ての縫症

の予測に法}f....ttr2~皆"法よ:) tre:吋mm .街~J智

a晴用であ.

多段ョ・ li dmiJl負荷o方が Masur 2屠段接よ

り瞬"胤.it1It咽郎、電@として。'"に'"動負荷.

の愛が考えるれる 怠尋~旋の高い皐奮に M:aster 

Z重宝，.. 愛絵を実..すれ'ZBR心発作およ:，f，(.唱団の

虚血性 ST~下~沼象せず脆注佳と 26る可旋生がき集い

::11" 2 0)理由と して.週鋤~の心電図涯織を行令ている

か否かが考え切れる E陰地.on ';"'1まI 蓬動員荷ゅ

にのみ£電図 ST低下羽幽現する霊肉が16:'.停aした

C~告しており。通常a動~の心 'Iil&1 ~記録しはい

Muter 2111監絵で"脇佳検出事は低下するであるう

L ，・・ 1....1.，r・愉伺1によ.含.....・m負担'

逼島能力の著し〈緩い塁審で11， Bruc担楼'''ll~

でも過大負荷とはる可能住がある Sbeftieldの方式・"

は 8n鵬自主.....の下に Llmph0%および 1.1

mpb 5 ~協の 2 験周監を』闘えι 患者の運動権力低応じて

運動開始。0....を辺製できるようにミ令ている

しかし老人では 101m悼のベルト速度に足が伴わTよ

いことが多い を乏で夜々はペルトの傾斜に加え辺

皮も按じ。1l.5mph 0 %. 1. 0 mph 5.%および1.0

mph 10%のs段階を Bruee陸 ，.....の下に'"加

した 10¥0' ¥e .. l pfO帽lを4寄寓した白健常男子7例

《亭周年艶"・3に三の 10'.陪，.t!protoeoLによる

tre:Id...iU .習を実，.したところ各.-のS分自

のIfi~J同費量 刊。。の平均値払 Bruee ~食 1 ・t崎博

までl三"直線的に増加し.運動均M'との聞に高度広

有窓丸、正陶閲【e・0錨.p<O.OI) を示し.国婦式

命0，・O.8lt+も鍵念特事るれた 夜々は患者の運動権

力に応じて 10"level p尚氏側.，の運動開憎の・.... 

を遺沢している ζの 10'"'1・Hlprc脳.，を用いるζ

とにより!同院ー厳，.負荷の代表で~る Ma.ner 2階段

法に比し 窓予測飽の低い患者にも安盆に通勤負荷を

象衛医学館".繍n

行いうる ーのよっ"ベルトの趨度，傾斜を変化させ

る三とによワ 容易に望みの週動量を血剤、，うる 三と

b t...d副lの利宣の一つであ.

S 冨，.. ，..にお"る ".... ・山 負荷の有用銭

"舗itl.mill 負荷E志 孟ホル~- i悔慢の湾要性が高<.

定量負荷が可艇で しかも.. 動中の血匡測定。心"置

庭局が容易であるため各種環網の効果判官"汎用さ

れうつめる

り虚血性心集息泊..網の蕗訓停偏

a血性心安~j台g，隠の.. 効判定ほ ー忽に患者の島

"..~ 軍調磁調の使用量，心.. 句研見径とを指樋と

して斤われてきた しかし自覚..，えおよび筆訓髄粛の

使用量"阜奮の白書官労作気温誌との."匙繍樽釣因

子はど諸々の因子4こ..吉され.llつ主砲mでおる ー

のうえ呈曹が後心発作が起こ。忽い極度の'1t1'l!!:~さ

えてしまっため 更かげ上混作画E誌が樽少することも

しばしば経験すJ5 4れらの t:i:l 倹4穫に対し

， .. 鍵 b，のみでも35_38%の効果があると恨告されて

おリ働加 ιの方法でほ建効判定の~Il妙JZ欠げる

と三ろで事実心室患者で'"良心待宛現の.. 催が個々の

患者でほぼ-，.しており P開制n rotc pr叫叩

(PRP1， uip!c pr・oductなどの指躯が各星奮....'の

飼障を狙える¢後£鳴が発生するという州市 したが

ーで決心症皐者にー定の pro<醐tに他、後(.-1宿穐理

主で濯動負荷を汚L、，運動".定時，.¥渇到終了時の

PRPおよび負荷量をii!lとして..効判定を行つ二と

lζより審観的長続を褐ることがで.る

その 1例として労作催決.(.Il患者8開{事問年齢

鋪慮)に定拡張絹 trapidilを事局8週間投与し その

前後で trtedmill負荷を施侍したと舎の....そ示す剛

国"ま，'"俊男子の修正 8"皿白書 "制dmill負荷

"の心電図を示す窓銅像a事前の"舗odmma宵でi主

選刷S分で..，置が幽魂し 心者E園に明らか" ST降下

が'11め勺れた 本郷さを与後13還に~æ tnod副，，，.荷

を実S値した"..で ，~謹劃拘篠崎聞はS分と延長い

前回還.，路Teな，た忍動n同始s分後のむ電聞との比

綬でほ ST個位の明りかは改蓄がみられた 還覇防負

荷により心電COSTの下障が..も著しか噌た.."にお

"る町彊位を，金例について本剤投与前の温動終7

"と彼等径の問一翠動絢聞とで比観した威織では本

剣役与により ST贋依の有Sf.(p<O儲}敬答がゐ
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毘， T同pidil 投与前後の多段階~・dDliU事動負宥心電園
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られた

運動鱒畿時間ほ役与前平問'.2分かゆ倹a事後率縫製u
分へ有"に延長し (p<O.05) 運動持続時聞の縫畏を

示した5例のうち 2例に負荷.の......上昇がみら

れた 霊園防終了時の PRPは本創設a撃的事勾116.83

x'" かも俊与径平"''''錨 x lQt-、~~.・，.傾向を示

した

ζれらの負荷心電図所見紅色ぴに選動拘畿時M.運

動終?時の PRPと負荷量を借..とした運動..容."と

対する効果を担えて翼効判定~行う乙とにより 従来

の方白書に比'大より客観盆が向上すると宥えられる。

叫 卸値....111負荷広よる F筆眠粛の肉菌性支.. 

縛経.，"作用(ISA)の有僚の倹 ".旬

情爾成人男子T例(，".年齢，25.)を対..として

来像.. 崎 (ωIItl'Ol)に年働事長大予測心拍数の70，彰を

闘"とする 色町首dmill負荷を行叫'"川で1週閣の細

院をお....康問にほぼ等方催と，.われる P'ゅ~.

lol zl) mrまたは pilldo叫'"を屯周内服さぜ2時

局後に開・'""と同ー負荷置の運動を行。たときの

心街~.ょぴ血圧を個2 に示す.;1動阜の4二、錨""爾

，意断lIsr.o'Il'::!I;を忽め忽か勺た 毘復刻の心拍敏は

Pゆ.dololl!lnl時にはω・'rolとlま"間じ舗を示したの

に対L-.propl"lLllo!ol!9.周崎には e畑町。lより低値を

示した "強刻血毘ほ propraoolol!i JII~に陪 ωa
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図 2 Troadmi1l運動負荷持のuianおよび血圧の筏
略的支1ヒ

因。の笹は国・2主".示し ・巴"“....1.0は.'.ω，.. 
田 昌弘糾問raDOω閥的...町 .I! s制下

"は'.以下の危険事で纏昨学的有.，警の存在を示す

.~. 

.，細川
IDP.....回凶

ロ'"白凶

同険 制削除

図， T.豚dm.ill運動負荷前後の血旋νュン薦佳

(PIU，)の変化

図ゅの S震はま滑臥位を韮~とした...の変化分(.lpnム}

を未C.圃l主"“"'盟は prop..・-・1想問的口三

"山川間均である

位。iとほとんど差を認めなかーたが， pindolol !R用

問には支~.民位および密復刻で有意なほ健を示した

図"ま安紗臥位を釜3・とした PRAの夜化分

(.o.PRA)を示7.t.PRA 路運動負荷直後刻除くすべ

ての均点で。 piodc叫服用時の方が propra川 d服

用時よりも信自主で~令た

乙れるの心錨放 鉱E長期血匡および PRAに対す

a提訴思孝男.，巻構録

忍 propr:mololと piodo101との差l!ISAの有無が

一因と考えられ!両3223府軍の効果の建t三位偽dmill

運動負荷役の安感神侵の緊張が解4貧されるE復刻に>'

"'であった

結 続

虚血色心疾患の診断および薬効判定における

k処 dmill負荷の有粛佳について途ハた "附dlOilI負

荷陪多くの拠点を有し!今や宿，，~領域でtL1R可欠の

倹蓋司法であり 今後ますます多用されると匂えられる
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トレッドミル法とマスター法由比較

〈繍江S罰循環語負荷研究会，盟恐隼8}!8B)

前回泰治・山上 徹'

藤本 淳・ . 戸 山 精 一・

はじめに

冠動脈疾患の往診断及び重症度判定に設が園では.従

来より"^タ 二勝股'"食が広〈用いられてい. 最

近負衛強度を広包囲"調節でき否トレ"l' 1;ルやエ

ルゴ〆ーターを濁いた負荷J;t験も行われるようには q

てきたが，なお，マスタ 鉱験の簡便さは捨て舞く l

ルーチン倹査としてマスター箆験を周いる飽食会えま

だ多いようである

当センターにおいても マスター負荷低験とトレヲ

ドミル負荷民事実の商者を併用しておりI 今回，両者に

よ勺て鳴られたν心電閉所見と 冠動限造彫所見とを対

比しその有用性につき倹討を.，えた

Z 対象ならびに方釜

対象は，胸摘発作を訴え.，患者計1“例で，その

うち男性98例，女性..例で年齢は男性が平均

51.6..女性が平均52.2織であ.o i.筋複..の"役の

あるもの 心室内伝組事隊司..特発性心筋症の底伊"

除外して検討した.

怠動脈途彫 (CAG) 1:ま， Judkins法 ζて範行い

15%を鍾える狭窄を有患として分銅した

マスター負荷民験の判定" 戸山の2i1tl"を用も、

ST偏位に倒してtま。 s肢の谷より 80..院後の崎点

で計測した

トレヲドミル負荷隊験怯， Qui.DtoD 社製.M吋 d

710，7仏を周叫当宅ンター独自の Prot醐 1(園川

を使用し，各 S""， 3分間どとの多段階遠鏡負荷を

行い，年自信別予測a医大心鈎放の'"援を...とする亙a医
大負荷を行司た えなお連動耐容""比波的大きいと

予慢される湯合は適宜， Stqe 1. Stage nを省略

した

2秀司・1i白色""..の方接を周川蜘"磁場は原

.~闘皿人削ニ〆ター

則として.V.匂 V..V，を.下"の院議は，主として

.V，を毛~ターした

判定は 箆喧也ηaに縫い 1..以上の宮博下

が~り。かっ.ST 泊"'，が 0以下となヲたとき，

P岡地"とした また，目標心4自数に翠遣するまで陀

何らかの症状で負荷を中止せざるをえなてなり，有

窓の ST備位が出現しなか，た場合を IDOOmpltte

園、有意の目偏位のはいまま 白梅心鈎世に軍司JI

して，負荷を中止したものを N樗ativーとした

"お.ST降下11.R設のピタより 60皿・.後

方の点で酌測し STの ・.lopeI孟R哉のピークから 60

2也事院 の点と 105m腸 eの点との勾配をコンピ鼻ータ

にて計算して求めたλ上途したI 世間d..という

宿線路。'"のまえで表され8ものとした

町 illdu_町 le'ie!(mm) +泌骨・坤-e(II1m/:開 )

畑
旬圃

，. 

aω 

" 
バ

2 t S 3 ，・可品川
目 ・

t・3 5101011111・
開示.. 扇 ......11 • " v 潤 . 

・・ 2“胤凶 IIT UI 11M舗網.

銅 E

E 鎗 '艮

図11乱事実々の Pro凶ω』に縫うて行oたトレヲド

ミル鼠験での 各 S""， 3分冨の心鎗歎の推移をみ
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図4 各 .....での平崎伝建国"

勤特色を豆電に表現しうる"

'"司祭。各置負荷量の還動ご対する心街敏の反応院

をの運動を克分..，続け定常状績に逮した製争点での心

格設の絶対は嫌また信負荷前安置別待心鏑散に対するh・.，
"として測定2等価されてきた それによ.と速しえ

た心術縫l主亙..大選勤まで"酸素梢"霊にほぼ平行し

て増加するとされていあω しかし， Robinson"ら

が借備するととく!径負荷では主に選定神経により，

ある程度以上の負荷では主計己実ロ感神経によ令で心街滋

怯増加するため。負荷量によ，てιイ台数.."系の特色

が輿fl曇乙とが推泌される

今回行勺た各種負荷mの心街自政調節系の伝達明数に

与える影響の観ヨ震により示された変化の特徴を。以前

に行勺た"理学的自律神経道断，.を周いた自律神経性

.. 新医学第38種鴨緑

心街自"館館織能ι関するlIi礎的後討結果“かる解択す

ると以下のように苛えられる

主に速走神経によ弓て側聞される陶定数が 1分釦秒

以下の運動初期の速い反応においてもすでに負荷量に

応じた反応性の塗さの変化がみ切れる しかしI その

度化の程度は速い反応成分の変化よりも少ない した

が勺て運動繍始&比叡間早い時期にすでに負荷量

の包厳がなされ それに忠じた心、縄問簡が市コれてい

ると考えられる また。佳い運動では初期の遭い度広

が相対的こ大きしまた早〈出現すると考えられる

したが。て比較的運い反応成分に関与する交感神経系

の心姶数調簡は ltageii以上の比依的強い運動こな，

て初めて明るかえ弘役割を演じてくるものと考えられる

以上のごとく 運動負荷量の儒異により，運動こ2せ

する心例掴館系の反応誌その畳的変化のみで伝く!質

的にも反応鰭度は異な司てい.，したが勺て虚血性

心疾患包どの..，婦のために行う運動負荷法験において

も 各稽還動負荷量における心筋観察清貴震の縫定作

値のみ包らず 乙のような£占貧富惨神経機能の夜化を

宥慮にいれることにより より正菊に調態生理を理解

しうるものと宥え色れる また遂にすでにわれわれ

が数還の疾患で報告しているごとく削! 各電疾患で

のg律神慢性心腐掴"機能異常を家法により評価しえ

臨床上有用であると息われる
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たものであ..S品群 IからBへの心官設の地忽は"

分あまりで!増加分は少ないれ以後は.Stag~ が;0

むにつれ lまJZ 直線的に心街訟の渇舗が得もれι 心

拍鍛の反応からみれば P四冊。北として ほほ妥当

信ものと思われた

テレメーターを用いたマスター民畿の成績では -

Z負荷でi ロ9土11/凶11.(11."'24)，-.負荷で 111土1o

/miu (0・34)のも中自訟を示しており..む勉"で比管支

す石と ?スターニ...荷S実験lま夜々の Pro'関"

の St~ mとWの間 ζ棺当ずるものと思われる

事提川ま。 CAGとトレフドミル民，.，兎ぴ!マスタ

鉱昼食との侭遣をみたものである

CAG所見で分期すると非狭窄欝〈町一段狭

窄欝 (S) ニ伎役窄欝 (D) 三後!lt'算審 (T) は

名札 82兇釘仇 16例 9例であ，た

トレッドミル民殺では，r"，ωmplet! t飽， .尊〈土)

がH.例申30例と比叡的商事を占めた箆袋窄鷲

表 L

Trudmm同叫・I!d C.a.G 

、w l自陣i

+ 1M 
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M T 
" お 。 。 4・2
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1‘ u 2 2 " 

To"'l I回 n l
活 lL「上出

N C.a.D Tot.l 

却位. 岨措部

" I尚 子者

園田信

‘ '. " I沿句等
個師信 |岨岨舟 111-61伺信

~訓iyl'r 弘明。'{'町

S開 制;11 SII明 {UI叫
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抵創価r皿凶 OAG

(CAD!草〉でほ.皇帝 N句:ative(ー〉が62冊中.，同

1"1'10 
と少なし聾にD群.T軍事では， 負荷陰性例がー冊も

今 関
" " なか..，1:.ー方" 1'1群で11.負荷 Positive(+)の阿

主 2・ 2 

が盟関中部例と高寧を示した. " 2・2 

， I ，・2・A
関

凶

椅

hu

a
z

。"網固D.pletete，t !専を機外して計算すると!トレヲ

Vミル鼠験において .m山ivity.91. 3% C位パ6) .s~

cificity日 9%(38バ3)，pred附 iveval凶 58.3!"..(42 

/守的 ，戸叫ictive 町ro~ 9，5% (4/'もめという結果でお

宅た

マスター鼠放でも 0.5 mm来粛の sr降下を示す

疑隣佳例(土)が'44例中総例と比銭的多かラた次

に マスター銭昼食においても， 争レγVミル氏識と

同紙 FOJ凶 P叩創刊〈負荷腸也 CAG正常)が鈎

例と多か勺た -'Jj， Falu N唱lIti"e(負荷陰桧の

CAD欝}隠16例ありl そのうち大半はS欝{l'侭)

であり D務iC2例あ勺たのみで T欝ICli-例もな

かqた}ζれも擁陽性(土〉を婚外して計算すると，

S阻易itivity的 8%(:幻i53).sp岨 fielty55.6% (35; 

63)， pNdictin .... Jue 56.9% G幻バ5)，pr叫ktive

eま'for31. ~% (16/51)である

Fabe Posi山 eの比脚句多い女盤埠を帰いて男性例

のみで Iレッドミル抵験 ，スター鼠磁の成績を求

めたととる!褒2のどとく! トレヲドミル広験，マス

ター，，，.とも 女性を含めたときの俊織と大会"変化

' 同
3沼 T.I.&I ， .. 

Z 

2・
" 

" 
" 
'" 

島田l.l.i'1 悶瞥省〈釘川匂

S陣 l鮎;'1 SII明 (35/63)
Pr.di.lln u 岡 弘明〈細川吟

PHdi..j司・....t 31‘% (1I{31) 
4ト凹iti_

全号温回，..格闘 P舗 itin

一咋，，-
N ……'1 .t<nf 
，副 酬 明IdLot_ 

O.刷出叩'"山

山山由ldioo:由

C AD， "" .. n町山<1d!OO.酬

は包いが.'P鴫 ficityの多少の改笹が包められた

'"に トレヲドミル鼠験での腸性例 ζおいて，有... 

の sr隠下が幽現した均点の心拍放につ、て検討した

マスタ ニu荷に相当する£サ自伝，すなわち.121)1 

血ヨ朱粛の心鎗数のときに.腸性所見が得られたも
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表2

TMadmil!刷・adCJ.G (ll山】

Tot.al 

司酔 .. " u 
ー

u 
~ふ T 

" a 2 ~ 

u 2 。。 m 

-τ u " 8 " 
0，凶 I"凶

舗 I " 

.闘iti~itl

Spe<l5.i.J' 

PtodlOlh1l叫・

F'M1.，i... en-o. 

M.l鮮明周9・1.~% (鶴川町
刊明開/刊

T哨 (J/Z7)N._凶，."，品。似山〉

+ 

守山県;
$ I lItI 

I N下五訂~..
.。
" 

主出己」 B
 

T
 I

 

S
 -E岡田抗;y;，，.

B問，5oi'，.
l'ntdi.ti...山

.......‘同一

U.l% (沼角的

“7% ("/35) 
10.0% (錫片的

鈎 5%(1111銅〉

のは， 1電車爆錫%(13/30)， S欝62%(13/21)， D君津71%

(10/14)， T群71%(5斤).CADI尊師1%(:民/.めであ令た。

との成績より 冠議窄務，殊にl 多復刻表欝ではマス

タ 鼠験の負荷""必ずしも少ないとはいえずー伎

後積群では。やや負待置が不充分であると催刻された

トレヲドミル録験lとおいて，町以外に，負符中に

続発される狭心揮官1t:.1:Jしてみた G陵町負荷陰位

置障で"，狭心僚が爵発されたものは鋳<， 111聞皿~.. 

E撃で也'"町中 7例腸性震ではη例."例に狭心痛

が弱発事れた

放<，婦が鰐発された30例中28例に有"の定狭窄があ

り， I~田陣.回"撃においても 放心情のg害発さ

" 
表S

m 樋 2

"・'"潤 + z '搭 In 91両I21 1凶弾

..，刷耳，

I且国皿.，・b・ + 1 • 。蝿 1"回帰 I1 1曲馬

'"凶弾

N町・tl.e • |よ町u
れたものは全例I 思決権を有していた 乙のζ とよ

り!負背中に局発される事実心痛は定狭窄の，.信組

旬・ として.etlsitiTity l'ま低い〈“%.28/62)が!

.peoifici旬は非常に高い(."，関川むものである

といえよう

ま めと

当センターでのヲスター紙験とトレヲドミル位駿の

成績につき若干の検討を加えた

遭動負荷低昼食の成績は その対鼠負荷方自包判定

暴噂蔵事方塗等により，犬舎〈左右されるといわれ

ている蓋センタ での成績でl主マスター隊.."省

いては トνヲドミル髭験に比しこ綾三俊粛箆E障

ではl ほl志向縫の盛度を示したが.-t食狭窄務では

負荷量tが不充分なた色合、その感度硲良好と健いえな

か勺た また。諸家の徹告~， 1t:J:tしI トレヲドミル信

験!マスタ 鼠験ともに， Faise P舗訓"が多く " 

験の持異性について両者ともに麹点がみられた弘 ζ

れ倍。一つに!乱対象の11りによるも@と恩われた

ー方。負荷."鋳発される狭心痛協忽..窄を示す

Indieo.tol'として"度は晶、が非常に特異的げよもので

ある ζとを示した

以上の成繊より。冠動脈疾患のを念断のためのスタリ

ーユングとしてマスター法は。なお有馬なものと恩わ

れた 続税布例などの.運動耐容髭が比舷的大会い

症例の診断や，翠疾患の."度判定に際して俗I トレ

ヲドミJ低験が必要とな.であるう

" .民
1)戸山重荷ー， 鈴木恵子 自本.. 淋 28: 2517，1970. 
め MoH阻ryP. L..， Ph込liptJ.F.，Klloebel 8.B .. 

.Am. J. cardi叩 741，19抱
3) RtdwO(泌 D.R. o.nd Ep・teinS. E. : Cireulatioo 

“WS，1972. 
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心筋梗塞患者自運動能力由評価

一一マスタ 二階段法とトレッドミル法の比絞ーー

〈費育問団 循環曇負荷研究会， 1981年8月8日)

絞家研 一事長図浩司'戸崎裕徳‘

陪じめに

最近は心筋使..患者に対い退院時あるいは運動銀

法開始時にトレッドミルを用いた翠働能力拝借が行わ

れるととが多い安々は臭年マスタ 2階安法を応用

して運動能カを評価いリハピリテーνzンや退院時

の生活指導を待令てきた 今回はむ窃梗塞患者を対象

とい退院姥に2""法とトレッドミルFさによる運動

負荷民放を岡崎に行い，それぞれの方接による運動能

力坪備を比佼検討した

Z 対象および方濠

対象情凶筋便..患者..例，全例勇健である 年齢は

悶-"払平均53.3d 梗書部位は前世謹21悦下謹16

e弘前墜さよぴ下登2例であ勺た £宿便11酎乍から

運動負荷~"までの期間ま 5_51逸平等11. 2:週であ

勺式LL

トνッドミル法では."間"のプロトコルを用も九

避勧権力の低い-eo症例ではSeheffield"のプ四ト

コルを用いた運動中止4('1;1:原則として富覚"'状の

出現としたカ丸異常設臥 2m.以上の ST循位有

忽閣不審吸および翠崎中の凪匡低下を舘めた場合 あ

..、は予測銀大心拍2設の85等以上に逮した場合は自覚

症放出現以前に連動を中止した 申止，..陣.逮時の融

業は買取置を運動能力ゆ指標とした

"音段法では Muterの示した"準霊<Sio凶.)の

%の回数を90例日目こ行う負荷を.初に市、品、で

さ抗ogle，Doubleの負荷を行勺た 負荷前後のe軍事叫鍔

導t(..電図を比鮫し， 110m以上の ST踊立.Tの陰性

化あるいは陰性Tの増丸陰性U訟の出現有>lo不

登目黒争関プロ?クの也現の恕い最大の負荷量を運動能

力の抱舗とした

また正常男ヨ'"汎平均年齢i3498(2氾-59aJを

・久留米大..排隊第三内"

対象として2婚段還動中の酸素自慢取量を測定した

立鎗 a展
心筋複重患者のトレヲドミル法による運動負荷ぷ，.

では運動終了時の破棄'"敏量は 10.2、42.7 mt/m;ol 

k，.平均 2民主2土1.1mt/lO;o!kgであづた 心拍数は

139.3土21.21分収緒綱血圧拭 162.1土24.8mmHg 

であ勺た "動中止理由怯胸痛16% 呼吸函姥13%

下肢渡労や金身疲労などその他の自覚症状49% 捗行

異常2% 目標心鈎数ヨlil20%であ勺た心電園変化

のみがゆ止理庖とすよqた例はなかーたが 1mm以上

の ST"下が22%IC，ST上昇が16%にむ室性期外

収纏が."に包められた

2階段法では%以下と拝倍された例lま4例 (9%)， 

%と評価された例はS例 (11%)，邸時1.と符'"され

た例!剖市例 (22銘)， Doubleと評価された例は26O司

(58%)であ勺た能力評価に着用された心電図変化

は智T降下司%ST上昇13%. T 哉の夜it.陰性U波，

右御プ冒ヲタ，心室佳則外収縮の幽漢がそれぞれ2%

であ勺た原則として Doubl!以上の負荷lま1Tわれて

おらず運動握力が Doubleであると持値された26例

では有怠の心電図変化を示さ怨か勺た

2階段接により将価された温働能力別にト νヲドミ

ル桧との比較を"司た(表1). 2階段法で"以下と

評価された6例のトレッドミル訟によ墨磁索白略取量は

13.3土3.1mllm;o/kgでお勺た ζ の院はろも量の負

荷で2例Ol5T侮下 l例が ST上昇 1，刷晴樹プ

包ヲクの出現を認めたために運動能力が始以下である

と界値された ST降下を示した 2'略はトレッドミル

棒でlま2例とも駒繍で運動を吻止したが同時計己 S司r降

下を認めた町上界の1例I;I:I::U，(;必ヨ設に遷したた

め運動を中止したが STよ昇も問時に忽めた 右淘プ

冒ヲタの出現した1例は呼帳図鑑のため ζ運動をd防止
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11:1 " 2 猶ft~告とトレッドミル法の運動能カZ平価の比綾

Mastel' ~刷。~
(prod. VO，j..時

hvao岨d，61t2 

く，~ 13.a...乱 1

N ‘ 

'1' (1'.1:1.3) 13.7::1.5 
N， 5 

s (19.8:::1.1) ".白土，.自
ーι ー _N， 10 

，喝、 ， 

D< (23.3:!:2.2) f7.8:::'.O ， -.. 
N ， 26 

したが心"性期外収績の出褒も包めた

%と評価された5例のトレヲドまル全舎による園陸索個買

取量は 13.7キL5凶'/min/kll'であ勺た S例の2給

食法こおける心電図変化は '1降下8例上界1例

陰性U設の幽現1例であ勺た トレヲドミ説法におげ

る中止理由陪 "普段古島で ST降下を示したS例中2

例が町陽下を伴う隣諸 1例が歩行異常であ勺た

'1上昇例および陰性U議出現例はトレッドミル栓で

はともに町上昇を伴う下肢疲労であ吋、

Sinllleと跨倍された10例のトレフドミル誌による

E院議侵取.1:119.8土2.，血l/min(t.gであーた1J)例

のうち2階段さ告において '1降下を示した4例はトレ

ヲドミル法では2例が胸痛. 2例が全身疲労で運動を

中止し うち2例に ST降下を留めた.計上昇を示

した6例でほS例が呼吸困匙 1例が騎婦で運動を中

止し，呼吸菌11で中止した1例"ST上昇を体ーョた

T変化心室性期外収縮を示した各々，"はそれぞ

れ訂降下を伴う金身夜労心室性期外収縮を伴う呼

吸困震で還動を中止したa

Dou.ble以上と評価されたお例のトレヲドミル法に

よる酸葉自慢取置は 27.8玄5.0m//I幽且/k，であ勺た.

2依E容は2階段法では有"の心電醤変化は江<. トレヲ

C町田.;a!，肘
shuMpm由 "加田園.¥er2 .¥ep 

<T 1 z 岨回.，・.. 耳 (STI 

" <T 1 1 ，.. ， (卑， 1 

" RBBB 1 "・，.. 1 (VP:o. 

" <T 1 a .hnt p副巴 : (ST I " .ι・.i~ pit 
ST， .，骨e<~".輔 1 (ST I 

" 泊客，.u Ies ... 蝿Ir._l(ST I ， ， 

'" • -"・.. ， (畠" " !.tip・ 2 (ST I " 
'" ‘ "・，- 3 (8 T I ， ， 

品.， ，・咽

T <4n&"・ t...!1rU Z (8 T I ， ， 
VPB. "・9皿‘ 1 (VPBo ， ， 

齢 .. " d，..p""‘ 1 

J.g .. 田...圃11(8 T I 

" (8 T 1 " E・ti;u・ 6 ，.. 8〈〈E T』 " s守? ， ， 

ドミル怯では胸貨が中止理由となーた側主低かった.

中止理由は呼吸園建の1例以外は下厳重支労および全身

疲労であり置を安的!こl玄心血来とはいえ怨い症状おるい

は...心拍数週成であ勺た有窓の ST変化がお例

中8例 (239のに包められた

亙常男ヨR儲例の2階段運動中の後索個買取量と<泊散

を表'"示す破棄m"量は玲で陪14.1::1:1.3mJlmiu 

/kg，Singleでは 19.3土1.1血J/血ia/kg，DωbIーでは

23.3土2.2mijmin/kgでありv 加齢とともに誠少す

各傾向を示した運動中の心舗数倍%では鈍1土<3

/分.S凶，1.では 107.8::1:6.01分.D仙 bl.ではlJ2.S

土l.V分であーた

立常男子の2階段湿動中の酸素S買取量を心筋梗塞患

者に適用し. トレヲドミル法による敵繁銀成量とJt鮫

した前途のように%と跨倍された4例のトレヲ ドミ

ル法の酸素.. 取量lま事勾 13.7 ml/mill/kgであり."

常男子 ζさいて実測された拾の平絹鑑14.1mI/rIJIJJ. 

/k，とほぼ等しい鑑 ~7%) であ噌た周機 11:: Sinllle 

と際価された羽例のトUJドミル法 iとおげる平均値

19.8mν'.min{kgも同室等しい健(103%)を示した

Doub!eと野価された.. 例ではトレヲドミル法におげ

る敵繁使双'"ま 27.8ml/OlIIIル置であり.Doubleの
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表2 正常男子の2階段連動中の酸'"略取畳および心強放

• Z 

削

間

" 

• 

'" 
s 

D 

申"".. ・
HR(E~)・

(Pl) 

110./_‘ 
1J1t(E~) 

【")

守口，/..，

HR(E豆)

(PI) 

• ~;'-. 

z・u， 抽

1~. 1~1.3 I..:"'I.J 

輔 1-"3 99.4:1.8 

10.9...~.8 1I.Q:;且<

19.3:l.1 副>. ‘~1.5 

101.5-5.0 111.5-ーもz
H.O'-8.也 TI.'土且T

~3.3_t. : h.3_1.1 

11:.1-1.企 115.1""5. r 
n且土10.5 81.8:::10・

:秒r

語
同

図， 2 階段法による還動能力野価別のトレヲドミル

法における..=侵攻震と心街飲の関係

厳禁白馬"量 2乱3mJ/milllkgより高値 (119%)を示

した

図 "ま2階段稔による運動能力別!とトレヲドミル援

による連動中の酸素侠取盤と心箔放の関係を示す.。

は Doubleと秤繍された" ・は Single， ..は拾で

ある 直ぬ上の3点は友より安修姥!遺跡中止より 1

.~伊恥運動中止時の健を示求運動中止 1 "... 

前から運動中止時へかげて運動能力の低い欝ほど£循

数の淘加に比し砲索炭取量の僧加が少えない傾向を示し

た はお運動中止 1 ・~前では自覚症決や有'"の心

竜也変化の幽覆ば認か?た

抽 抽

1‘'ー'-' 1・Z"'o.9 13. I士..， 

9$.4*'.5 K. 3"'5. 3 ". 5土..，
"唱主早.< 10.0士，.. "ヨ=4.9

19.3"'1.8 18.8"'1.4 11.."'0.5 

101.f"'5.~ I~. I土..， 1偶:.5・"
'"土u ".曹土.. 83.0:1.4 

23.''''~. ~ u..主'-' :2.3"'1.3 

U~ ，士事会 10:;. 8:!:: T. 0 113.0:1.4 

". .土'-' "‘1_'.0 89. 0主，.， 

• w(皿im/1tr •• b四

E 考案

Masterの double2 sUp運動時の.. 素焼取量は溜

国ら"は 2.1.2mJl皿lI!kg，外畑';"は40愈代では 23.1

mI/mill/kgであるとしてい...た外鑓らは医師.，.

d<>uble 2 step回 t喝の融窯炭取量は年齢との「占に有

憲の負担国がdちるとしてい昼 寝々のMasterdou 

bぬ2sttp運動時の厳繁炭取量は 23.3土2.2mJ/mlu 

/kgであり，福留ら外畑切の鑑と近似した値であ勺

た また酸素懐"量は加齢とともに低下傾向を示した

%およσ$!lgleの負荷において路運動時間"'.，砂と

短<.包需状曾に速していえZい可自白金はあるが測定

値のばらつきは少は〈 定量的抱負荷として用いるこ

とができると考えられた

正常男子ゆ2階段おをで得ゅれた鉱を心E標毒患者に

適用し トレヲドミル首長で実測された酸素封略取量と比

依す.ι "普段法において 5;"II"leあるいはそれ以

下と拝借された患者で怯肩負荷法の評価が非常によ〈

合致す'0とが唱認された 商負商法で路運動飽カの

持価の'"院が異凶るにもかかわらず政調.~"量で表さ

れ.連動能力が丘似した健を示したが比鮫的小さ伝運

動で心電図変化を示す例でゆ心電悶変化を示す時期か

らも峨角館の低下が鑑乙りその後の酸素炭取鍾の増大が

抑制される ζとや心電図"化後定時間のうちに自覚促

状が幽現す'0と"どがその理歯として考えられる

また2階康法の酸表筏"量縫定に用いた健の得られた

対象が若年であ令たため2階段法の酸葉炭取霊が高め

に推定されている可鐙佳もあ忍かもしれ訟い
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ま と め

心務便..患者に老いても9常に運動能力の良好な"

があり M錨"，詮を応用した 2階段法は高い運動能

力の持。Eには限界があるが，約 6_7MET5までの運

動能力の患者に討しでは定量的な運動能力持舗に充分

周いづる方さきであると考えられあ

備

文 '氏

1) Bruce' R. A...~t al. : Pediatri凶J2:742.1総 &

2) Scheffield L. T. : A.出品叫 forpbysici晶

Am. H-ω凶 A関関;ation，The Committee阻

eJ:ercise， pp 35-38.1972. 

3)福富市蔵I 他呼級と循環"総5，1975.

"外姻援他循理負荷低妙法水野副低調国

市高度楊. ，念断と治療体東京.pp 112-195， 1978 

冠動脈狭窄を有する狭心定例応対する TreadmilIと Master

運動負荷試験法白比較

〈肌咽調書環器開研究会j 四 時8"'8目)

* 
図

雄‘.崎

浩・ 早

健・

ー-'

大

岸

文

本研究では ""~二階段鉱験(嵐広駿〉と'"旬d

皿 n運動負荷民局換を沈綬し，さらに冠動脈趨彫所見と

対比検討した

Z 対象と方法

労作均"髄縄発作を有し冠動脈途修理時見にて 75~';以

上の狭窄を隠めた男"仇 "8例計30例(年齢54.5会

9.9/1.)を対象と した 必お心筋梗塞の既往を有する

もの不安狭心症剛志除外した

.民験 r~ doubJe two ・ωp 法を~m し。 T"理dmiU

n績は Bru，明のプ冨トコ F ル"に従q た心 電 掴 " "

は.M鼠.. ーでは負荷欄始前 終了直後および後1分!

3分。 5分 T分 10分I::I.n.m.V，.v.訴噂で

包録し.Q.05阻V 以上のa血性 ST低下を示した場

舎を陽性とした T"'"凶 n鉱験で払 n，V..V，に

相当する双極誠司摩をI 腕抽前より終了まで連続的に記

録し O.lmV以ょの虚血栓 ST低下を示した織合に

陽性とした

， ，窓患騎犬..-内向

木

JII 弘

E 鎗 果

L 負荷陥位置区

河負荷は験の成績を表lに示す T用 dmill鉱殺を

". 耐負荷"'"を了直後の成繍

......制..，
h 白川副

山 p 回‘

負荷且腫百世 却/曲('曲部】・ '"剖〈拍車両戸

副帽出現 部f栂【93.'5I:i)・ ，~町11.1$)・
4崎監(/持} E舗.，土却." M.'主同‘F

心拍民増加串 日，主1&.S. 1lI.5::I1.7'・
担筒瑚血正 (mmHII') 111. 5土M.， 16'.''''U.8 
収植閉血匡増加率 ...‘:16.0 事草.，士n.7 
DoRbLo p~吋.. Z目帽.，佃1・ "畠S吋$且1・
"低下11:(.V) '.U主札価・ 0.10=0咽T・

• p<，骨.伺

..行した鈴例のうち28例は胸痛の幽現により，他の2

例は下伎の夜労.患切れにて負荷を中止したが，いず

れも O.lmV以上の虚血性 ST低下が思められた

ーコザ.M賦験では初例中22例('I3.3M 11::有.~の ST

低下を生じ脇佳と判定されたが。胸痛がみられたの砿



“ 
8例のみであ，た

負荷終了竃後の心拍数心舗数噌加率は， Troudm辺

氏験では.民験より脊窓に大であ，たが収縮錫血'"

収""""匡準加率に関して怯商齢閣に獲を包め"か，

た。

• M鼠.. 陽性例と.. 健例の年齢と心拍数

今留の成務では，会例官、開dmill民.. 鴎性だヲた

ので，単"..嶋監爵と陰性Z障につき。年綿心拍数な

どを勉比したその結果表2のどと〈 陰性醇では羽

署長11 Ma.ter tWQ .tep t白色濁性例と陰性例の比後

困 絵 信佳

側双 " ー•• "‘主T，S. 叫 .S"'IO.S.

女Il唱 '/18(割.~~匹} 1/6(羽 .3J1S)

正路了時

収棺朋血.!E(....ulJ) "・ 1...25.: 165.3土u.: 
治組事 調.. .・IS.9 ~，土 15.9

心拍監，.・"1分〉 9S.5=U.事 89.9:12.5 

..回事 掴由主11.6・ 15.5=8・・

駒山〈園岡皿.，山旬 16201_・4目白 a91~_・=.
.~l分】

増加$ 昌..，主制.，・ 53.1"'H.2・

. ，<札時

性鮮に比し年自信がやや着<.運動後のむ効般の網目加が

軽度であ。たのに対し，隈笹欝ではUむ岨数増加$は陰

性2爆に比し有意に大で~?た

3. ..民雄と電動.. 遺".. 見

.，鬼動脈陣書筏徴

.低裁と窓動脈'"'普段滋の関係を表 3(4)に示す

陽性震のうち2夜病変以上位10'"例 (45.5%)と，.

怯E撃の37.5%と比しより多し特に8筏府援の2例は

いずれら傷性Z撃であ勺た しかし."験陽性容の1伎

n可愛例で依.'"留にのみ副血行路が臨められたのに対

し鎗栓欝は創%"副血行..を有する率治省〈 多伎

最量際医掌第'"島商録

裏書〈・〉 窓動脈障害後~と還動負湾民験

1段剣~ .箆病変 3 11:調~ ~ 

『掴也
.~，実 4

l陥佐

2 

0 

舘

• " 5 
a
a
-
u
 

z s。• " 
N 舗" P<Oω 

(b' 置血行路c還動負荷民袋

1四 a.醐ド醐夜計

M試験蝿邑

副血行路1:s 5 a 

' s 

.~輔性

副血行語1:事 2 。

z 2 。

M試Q: )(""u doubLo t岡山p困‘

' 
" 
4 

‘ 

表‘ 冠動脈狭窄鶴位と運動負荷"験口敏病変騨〉

"， D C玄 .04 計

M岨{回世
9 (3) 曾 z u【事}

略性 t (1) 也，') 。 5 (3) 

計 IO( " ) ー，.， 2 ロ〈ー〉

CAD 左前下行宮. " 左目躍怯. RC  A，右a由服
【】"割血行胞を宵す尋問
M.喧盟副r~r doubL・，.，向p 回t

表"・〉 燥大震波帯皮と温動負荷ぷ験

回附 時〉副哨叫〉孟時計

現四I層住

-"毒性

s 
s " g 

1

8

一1

" a 

~ " " u 

障害例はむしろ過侶傾向がみられた{寝耳(10)). (b' 副血行躍の有無と通勤負荷昆騒

Z技胴蛮群につき挨窄冠動隈と耳抵肢の個師をみる 量制薄明揮>.判部制.>孟"部計

と，表4のごとく陽性例では左前下行控の訣窄が多い 抗試凪陪桂

のに対し，陰性群では乙回分睦の挨窄は一例のみでp 剖血行路[:
5 ， 。 ， 

s ' 1 " 田島伎に.. 曜を有する倒が多かaョた.

.，思動観量大震帯血
E且蹟陰極

副血行路1:' 2 。 • 寝耳のごと<.開封以よ自技窄開のなかにも陰性倒
。

‘ 
。

‘ 

がz倒もあるなど，冠動既の技窄置とM試験の聞には E民草民国国r曲曲3・t岡 山p 国 t
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特別包関係はみ切れなか?，.ニ副血"絡の有績も"'"

狼窄例に幽覆ずる傾閉館みもれたが..鉱..との聞に

は特別な関係は包めゆかーたただし991:.以上@窓動

脈狭窄を有するにもかかわりず ..鉱....位のS例に

おいてはいずれも副血行B容がみられた

E 考 軍医

'"極盤B良心症にお砂る>>鼠敏と.....，鈍盟鼠..の

陽性阜の温いを.木村る."商隊MOA.Jiiさ了直後@

心術般の..すなわち.民験でほ，."岨血皿銀験ほ

ど心錨散がm・'"しないた惨としてい..，毎回の院織で

b.両負荷銭厳において収備期血圧Sよびその増加a
には筆をみ之か，たのに対し，負荷司E畿の心拍歎およ

び2・2悶司院は>>区..でほ b・4肌 11鉱験よりも有'"に

'H.三@鍋向はM怠滋'"盤'揮で"鴎後零に比し顕著

であ，た

.鼠験陽性"と陰性鶴の窓勤際逮~所見を比較する

と.751.以ょの思.. 窄を有した例の18.31Sが......陽

性例であ勺た ζの成績は601;以土の忽後穆憶につい

て検討したZ村ら"の恨告とほぼ--i>する なお"'"園

切"は15N以上の軍筆談窄例の邸泌が.鉱..踊盤だ9 た

とし.複々の"'"とやや異なる鎗a院を報・しているが，

その理由は負荷直後の心筒懲治山口/分以上@例IJf:女，.. 

として選択されたためと思おれる

きる"竣々の成績で位。窓鴨谷懐散の増加にともむ

‘'. .舷脇陣栓例も増加しI さらに""鐙動脈に狭窄

を有する例. ''''可変例"いずれも鍾髭..，陽性であ噌

た ζの錨俸はι 石村ら'.c・h 切"の結集と色ー散

する 撃たー筏例変例のみを対象とした場合，回復綾

狭帯"では>>院畿の胞性寧が低~.たが，石村ら"も

同憾の術衡を符ーている 右村';"Iま.，匡附下行使例

にM区..鍋盤側が多い理函として，左前τ宥伎は左室

温波織がI!" かっその虚血筋位.<心亀週土的胸係緩

" 
場に反映されやすい乙とを~げている 費々の結果か

るも 窓金大裳窄度と>>鼠瓜周栓SのMr:有2障の関係

"みられず。むしろ多.... 旋風左網7行主主に後事を

有する鶴と 広箆置に虚血を生じる可鐙性の高い鶴"

>>鉱験鴎盤側が多いζとより M低験の威厳fまい鑑動

艇の技場の程度よりらむしろ陣司修された窓勘震の溜a
騒の広さによ.と恩われる。

副血行路に関して1:.1袋網鹿島で隠劃血行路を有

するg障の陽性事が.." 多峰""..ではその遣の傾向

がみられた FUlterら刷も閑舗の疲績を綬告してい

るが He!tant;;，齢 謡音ら"は創血行B容を有するm
e・伎'"が高いという逆向院畿を暢告している 唆々

の.... かるは lwnu揮で信献血待.. への償給血管

に.... 拡〈。 翻..，予..もその頃飽を果たすが.すで

に倹陥.-にも噂奮を有する多後続."，でほ.副血行

..もその優佳を充分に宛揮で金往いためとも解釈され

る

以上の結果はM鉱験と Tnadlllill~武畿の踊性皐の

.は食事'量の差巴よるものであり匝b，らペ石村

ゅ'のごとく心鎗歎増加が不充分"例を隙タ略するとと

により.，郎自主性"を.HIlにするとと色可能と恩われ

る

文 '民

1)B剛~ R.A~d aL: PrO¥:.C・'"酬.IIC.Dil. 11 

371， 196~ 
"木村栄ー他臥隊成人側 2・'"悶裕

"志村彰夫，他縫合商隊1$: 393.1釘7

剣 c・hllP. F噌瓜・l:JAMA120:501，1抑止

$) F"・terV司 g 叫 α陀，.・M・H: 113i.1979 

6) Helfa.raι'.8司氏叫 New &rLJ. M乱 2例 e

1277，1971 

1)延官Z鴻I 他心岨Il lS:l的。 19・1
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運動員荷における EjectionF日 ctionの変化!とついて

(MlS伺微環器負荷研究会.19B1写8月s日〉

野呂忠慈. 清水完悦・ 木川図隆 一 .

ほじめに

o.nわれわれはこの会に抱いて.，.ωlieti曲e

E薗ttrv・l・(STl)による非u"釣な心予備力の評価に

ついて~.した" 今回l立 運動阜の 'TIの変化と

町 法より*めた句副00frae出o(E町の変化と

の伺係について'密告する

Z 対象および方着陸

対象" 健常例7例 心筋複.7例a心筋使奮を隙

"."犠心庚司，3例， 本想性高血犀，"例の'"略であ

る 信お舗常例以外はすべて EFの低下している

症例すはわち。 健常例での傭0.7・:0.0凶かり求めた

亙需下院o:mean-2SD すなわち0“以下のものを対

織とした

還鋤.. 荷i毒。CoIlios社の電気銅勘案定II型ペダル

式<N'メーターを周い臥"で O.5.. attfkc， 1. 0 

W瓜 ν.，と..欧的にtt..EFは"句'C-HSAを用

いて m叫ti-gate桧により求めたなおとの際蓮

動ゅのデーターの収集は 運動開紘3分後より始め

カワン'散により ほぼr-.分後まで~ーたまた

運動中。~のa助金 b<奮し(.ヂータ ー処理上"0があ

る例"験外した

STI信 組句。'ira.f81により包録した'駆動脈際政

心電図および心音図を含む心、臓図より Blumbe曙官-

Holldook楼により求めた

n .. 繍

対象とした庚塁側はま野崎， 0.5 .. ・tν同負荷時.

1.0 ... 川叫ん， .. 荷均の順に EFが噌2闘する AO，0.5 

w瓜ν.，で宿泊するか 1.0.. 且u/k，ではそれよりも

低下する BI払負荷置の治組に従 勺て低τするc.浮足D
3 ~，ζ分げて以下の霞ヨ院を行勺た

ζ のように分顕した理由ほ閃舗はあるにしても

EF は心腹飾の"括的4指標のーつでるるζと w健

・ 3巴阜大学箆~.角"

"内包を宥する種々@反応..，えを朱すものを除..分

衡を開明にするためである

図"本健常聴におげる度化を累す EF!ま安僻

均0.13:0.05，0.5 ".tν.，でO."土O.05. 1. Owatν 

k，で0.82:0.03と.'1<働時に比し 0.5.. 蹴/k，も

1. 0 ..att/kll'もその地加率隊等し<9%であ令た

.J剛 iontimt (ET) は負荷量の漕"'"縫い忽宿した

路O¥'olumie総首位 aetiωu臨 t(ICT)および p開咽時

liOll period 伊豆町..たE1'/PEP1主 O.S..alし'

k，でそれぞれ有憲の短.. .，るい怯噌却を示したが.

0.5 .. ・tνk，と 1.0 ..att/kr 0:>1¥11ζ有量霊はな(.

その"化は EFのそれと向織でる令た

図"三 A.曜にお砂る度化を問憾に示したものであ

るが.EF 怯それぞれO鋪企0.05.0.65土O係 0.70土

0.06. ETにほ有望Rの度化院はく Icr 11よぴ PEP

ほしだいに議少 町'/PEPほ0.5 ..&tt/kgと1.0

・・1νk，聞の有UI玄包めるれはか，た治久平勾値

依階段的，，，.加を示した

nt$IC勺山、て同織にその"化をみると (!!jlS)，EF 

Uそれぞれ O.~S士。 ぬ 0.61会0.10，O. S5:!:O. 10と0.5

WIIU/klll'で集大鑑を示した Iσrおよび PEP隠し

だ川、に糧値した念丸 O.$ .. ・tt/krと '0.・1ν匂 闘

に宥怠Jt11aめられなか勺た ET/PEP 1:. i<lt崎

lま1.19とか江り低値を示したが O.5..attfi;.&:でl三旦“

と有.~の上昇. 1. 0 ....tt!kgで有怠盤はなか令たが嫁

.，.傾向を示した

c.揮では{関川.EF 11それぞれ0.56=0.03，0.52 

企0.07，O.36%0.10，ICTおよび PEPほしだいに塩

飽したが 0.5.. 且.tt/krと 1.0...tν主gの聞に有"

111玄包め切れはかー，た ET/PEP [10.5.・.ttlk&"で
上昇し 1.0....tt/kgでほ怪ヤ傾向を示した

，，，.における EFとIcro度化を比叡すると(伺

， l.健常"に比し EF低下の各E揮でま録時 lCT11 

いずれら延長!それり各慎の心...低下を縫定させた

B. Coにおいて O.5 '"・w切と1.0.. 山Jk，の間
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健常醇. AtおよびBI写ではかはり甥似していたが

C醇では O.S ¥O'att./kgにおいても1.0 watt/kgにお

いてもか伝りの高舗を示し， En'/PEP と捻異な今た

勤きを示した

の EFの低下は有患であ.にもかかわりす.1σTの

その際の思繍に有怠"は包め切れ誌か令た EFと

PEPの関四番。 EFと 1凹のそれと{世島県であ

勺たまたEn'/PEPについてみると〈図的。安静

"の健"縫需醇に比し EF低下の各醇で著明也減少

を示し また EFの変化傾向と宮町PEPのそれは，
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ち， B， cþにおいて運動負荷~の EF の低下"そ

れにみあ勺た''''の短砲を示さず 乙のことはU心筋

の Illotropieresuveの減少とも鍋偏する現象と思わ

れる しかし''''の様少尉<3，紳c"でも，とも

大会いζ とは.p割.""の増加こよる大助照左aa

今回の・2慢で1:.心筋梗塞をまとする隠害心で EF

の低下している定例について，運動負荷申の EFの

夜化と''''のそれを対比しI 心予備力向僻価におけ

る sr1の有用性ιる"に心不全傾向をもっ盆例にお

ηるその適用の尚昆県について倹討を匁えた
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